
第３次いなべ市総合計画第２回策定部会事項書

日時 令和７年９月１日（月）午前10時～、午後2時～

日時 令和７年９月３日（水）午前10時～、午後2時～

場所 いなべ市役所シビックコア棟

研修室２，３，４

１ 開会

２ 会長あいさつ

３ スケジュールの確認

第３次いなべ市総合計画基本計画策定スケジュール… 当日資料１

４ 第３次いなべ市総合計画前期基本計画の策定

第３次いなべ市総合計画前期基本計画（案）… 資料１

第３次いなべ市総合計画前期基本計画策定に係る施策・基本事業整理シート

委員ご意見… 資料２

５ 第３次いなべ市総合計画の総合的取組事項について… 当日資料２

６ 次回の会議について

当日資料１のとおり

７ 閉会



 

第３次いなべ市総合計画基本計画策定スケジュール 

 場所　シビックコア棟　14：00～16：00（策定部会は、№4.6.7 のとおり。）

 No 日程 内　　　　　容
 

１
R7/4/16～ 

5/30

〇第３次いなべ市総合計画基本計画の策定 

　・現状と課題、施策の目的、事業内容、成果指標の作成
 

２

R7/5/9 

第７回 

総合計画 

審議会

第４回行政改革推進委員会と同時開催 

 

〇第３次いなべ市総合計画の策定について 

　・総合計画基本計画 

　・審議会と策定部会 

　・部会名簿 

　・地方創生の動向について 

　・総合計画と地方人口ビジョン・地方版総合戦略との関係 

〇スケジュール及び役割分担
 

３
R7/6/2～ 

10/31

第３次いなべ市総合計画基本計画の施策の成果指標 
及び事務事業評価指標の確認委託（公認会計士）

 

４

R7/7/3.4 

第１回 

総合計画 

策定部会

〇第３次いなべ市総合計画基本計画 

　・現状と課題、施策の目的、事業内容、成果指標の審議 

　３日10：00～・市民協働・広域、産業振興・観光部会 

　　　14：00～・子育て・教育部会 

　４日10：00～・医療・福祉部会 

　　　14：00～・生活基盤部会
 

５

R7/8/8 

第８回 

総合計画 

審議会

〇第２次総合計画進捗管理

 

６

R7/9/1.3 

第２回 

総合計画 

策定部会

〇第３次いなべ市総合計画基本計画 

　・現状と課題、施策の目的、事業内容、成果指標の審議 

　１日10：00～・市民協働・広域、産業振興・観光部会 

　　　14：00～・子育て・教育部会 

　３日10：00～・医療・福祉部会 

　　　14：00～・生活基盤部会
 

７

R7/10/2.3 

第３回 

総合計画 

策定部会

予備日 

〇第３次いなべ市総合計画基本計画 

　・現状と課題、施策の目的、事業内容、成果指標の審議 

成果指標の審議 

　２日10：00～・市民協働・広域、産業振興・観光部会 

　　　14：00～・子育て・教育部会 

　３日10：00～・医療・福祉部会 

　　　14：00～・生活基盤部会
 

８

R7/11/7 

第９回 

総合計画 

審議会

第９回行政改革推進委員会と同時開催 

 

〇　第３次いなべ市総合計画（案）の審議

 
９

R7/11/14～ 

　　12/13

〇パブリックコメント 

 

10

R8/1/16 

第10回 

総合計画 

審議会

第10回行政改革推進委員会と同時開催 

 

〇パブリックコメント（回答案） 

〇第３次いなべ市総合計画（答申）

当日資料１



第３次いなべ市総合計画

前期基本計画（案）

第２回策定部会（Ｒ７年９月）

資料１
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１ みんなでつくるまち … 3

２ 「こどもまんなか」みんなで学ぶまち …11

３ いつまでも笑顔で暮らせるまち …32

４ 自然と調和した快適で安心・安全なまち …47

５ にぎわい・愛着 創生のまち …66

目次
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１ みんなでつくるまち
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◆第３次総合計画前期基本計画策定に係る施策・基本事業　整理シート

第２次目
標値

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

人 ○ 803 2,043 2,356 3,118 2,000

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12
人 803 915 946 951 955 960 965 970 975 980

人 30 500 580 680 700 720 740 760 780 800

第２次総合計画 第３次総合計画

共通目標名 共通目標１ 市民が主役のまちづくり 基本目標名 1　みんなでつくるまち

施策名 施策名 市民の力で拓く未来

◇現状・課題

●市民の生活スタイルの多様化により行政に対する要望や自治会の形
態なども多様化が進んでいます。
●本市では、情報誌Linkや市ホームページ、ケーブルテレビ、コミュ
ニティＦＭ、ＳＮＳなどを通じて、市政に関する情報を発信していま
す。

●市民参加型の事業には関心が高まり参加者も微増傾向ですが、まち
づくりの主役となるべき市民活動団体やコミュニティ組織の数は横ば
いです。
●これは、少子高齢化や地域とのつながりの希薄化といった社会情勢
の変化に対応しきれていないためであり、新たな担い手や、新たな活
動が生まれにくい状況にあることが課題となっており、市民参画と協
働を進め、地域組織の基盤強化が急務となっています。
●「グリーンインフラ」の考え方が市民に浸透していないため、市民
活動における自然環境機能の役割について、意識の向上が必要です
（情積極的な情報発信が必要です？）。
●グリーンインフラの取組でもある「自然環境機能の活用」を主とし
た「Inabe Green Lab.」のイベントを市民と協働で企画運営し体験型
イベントを開催していますが、継続的な市民活動の基盤をつくるた
め、一過性の空間ではなく親子が長時間滞在できる空間づくりが必要
です。
●政治及び選挙への関心の低下により全年代の投票率が下がり続けて
いることから、特に投票率が他の世代より低く、今後の投票機会が多
い１０代の方の投票率の低下を防ぐことが必要です。

◇５年後のいなべ市の姿（施策の目的）

●まちづくりにおいて、市民参画や市民協働が積極的に行われていま
す。
●自治会加入世帯の維持により、コミュニティ活動が活性化されてい
ます。

●市民一人ひとりが地域の担い手として活動に参加し、多様な市民活
動団体が連携することで、地域の課題解決や魅力向上に向けた活発な
動きが生まれています。
●市民活動がまちづくりの主役として広く認識され、地域社会全体で
市民活動への理解と協力が進み、誰もが参加しやすい環境が整ってい
ます。
●地域林や水辺の自然資源を活用した、親子が長時間滞在できる空間
で、市民活動が活発に行われています。
●自治会加入世帯数が維持されることで、積極的なコミュニティ活動
が行われています。
●１０代の方の投票率低下が止まることで、政治及び選挙への関心が
維持されています。

◇基本事業１ 市民参画と協働の推進 ◇基本事業１ 市民参画と協働の推進

１．事業内容 １．事業内容
●市民活動の参加者の増加に向けて、市民活動団体同士や企業との
ネットワークが広がるよう支援を行うなど、市民活動センターの機能
の充実を図り、地域を活性化します。

●市民が行う活動を支援するとともに、市民活動団体の交流や情報発
信、相談などの拠点機能を確保しつつ、多彩な市民が出会い、地域活
動をしやすいようにします。
●グリーンインフラ推進基本方針に基づき、地域林や水辺の環境を整
備することにより親子が長時間滞在できる空間づくりを行い、市民協
働や市民活動の活性化を図ります。

２．主な事業名 ２．主な事業名
●市民活動センター事業 ●市民活動センター事業

●グリーンインフラ推進事業

３．基本事業の成果指標

第２次実績値 第３次目標値

市民活動センター事業（交流
会・講座等）の参加者数（各
年延べ）

指標名（各年・累計）

市民活動センター利用者数

いなべグリーンラボ参加者数
（各年）

◆指標の補足説明
　市民活動センターの指標の内訳からイベント来場数を除いて設定。
　イベントは天候等、外的要因に左右されるため。

いなべブランド
P11、12

第
２
次
総
合
計
画

指標名（各年・累計）
単
位

総合戦略
KPI

第
３
次
総
合
計
画

4



第２次目
標値

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

世帯 ○ 10,736 11,295 11,376 11,255 10,800

件 ○ 8 9 7 8 7

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

世帯 10,736 11,295 11,376 11,255 10,800 11,300 11,300 11,300 11,300 11,300

% 43.0 18.0 40.0 40.0 40.0 40.0 40.0 

第２次目
標値

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

ポイント 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00

◇基本事業２ コミュニティ組織の強化支援 ◇基本事業２ コミュニティ組織の強化支援

１．事業内容 １．事業内容

●自治会の独立性や主体性を促すため、広報等の配布や地域の環境衛
生に関する事業などを実施します。
●積極的にコミュニティ助成事業（宝くじの社会貢献広報事業）を自
治会に斡旋し、集会場や公園遊具などのコミュニ
ティ施設の充実を図ります。

●主体性及び独立性をもって運営されている市内自治会等の活動を促
進するため、広報配布、地域からの要望のとりまとめ、地域の環境衛
生等に係る事業を実施します。
●コミュニティ助成事業（宝くじの社会貢献広報事業）の活用によ
り、集会所等の設備の充実や更新を行う中で、自治会長の負担軽減を
図るため、採択率の向上を目指します。

２．主な事業名 ２．主な事業名

●コミュニティ活動推進事業
●コミュニティ組織連携事業
●コミュニティ施設整備事業

●コミュニティ活動推進事業
●コミュニティ組織連携事業
●コミュニティ施設整備事業

３．基本事業の成果指標

第２次実績値 第３次目標値

自治会加入世帯数（各年）

コミュニティ助成事業（宝く
じ）申請件数（各年） 

指標名（各年・累計）

自治会加入世帯数（各年）

コミュニティ助成事業
（宝くじ）採択率（各年）

◆指標の補足説明

◇基本事業３ ◇基本事業３ 選挙への意識向上

１．事業内容 １．事業内容

●１０代の方に対する啓発活動として、啓発物品の配布や県選管等と
の共同での模擬投票（市内小中学校及び高校）実施、選挙物品の貸し
出し等を行います。
●全年代への啓発活動として、広報誌、SNS、FMラジオ、福祉バスを活
用します。また、２０歳の方への啓発活動として、２０歳の集いで啓
発物品を配布します。

２．主な事業名 ２．主な事業名

●選挙管理委員会事務
●いなべ市長選挙事務　●いなべ市議会議員選挙事務
●衆議院議員総選挙事務　●参議院議員通常選挙事務
●県知事選挙事務　●県議会議員選挙事務

３．基本事業の成果指標

第２次実績値 第３次目標値

指標名（各年・累計）

１０代有権者の投票率の増加
ポイント数（前回の同種選挙
との比較）

◆指標の補足説明
①10代の投票率は、他の年代と比較して低いという現状がある。（R6衆院選いなべ市全世代平均59.13％、いなべ市49.36％）
②全国平均と比較して高い傾向にあるところ、さらなる増加を目指す。（R6衆院選10代全国平均39.43％、いなべ市49.36％）
③選挙の種別により、投票率が大きく異なるため前回の同種選挙と比較する。
（R6衆院選49.36％、R4参院選45.21％、R3知事選40.29％、R3市議選39.29％）
※R7市議選の10代投票率が40.29％以上であれば目標達成となる。

第
２
次
総
合
計
画

指標名（各年・累計）
単
位

総合戦略
KPI

第
３
次
総
合
計
画

第
２
次
総
合
計
画

指標名（各年・累計）
単
位

総合戦略
KPI

第
３
次
総
合
計
画
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◆第３次総合計画前期基本計画策定に係る施策・基本事業　整理シート

第２次目
標値

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

人 ― 0 648 530 440 750

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

回 20 28 33 37 40 42 44 46 48 50

第２次総合計画 第３次総合計画

基本目標名 第４章 生きがいと安心の地域づくり 基本目標名 1　みんなでつくるまち

施策名 4-14 思いやりのある人権のまちづくりの推進 施策名 思いやりのある人権のまちづくりの推進

◇現状・課題

●全ての人の人権が尊重され、性別や国籍、障がいなどによる差別の
ない社会を構築することが必要です。
●外国人の増加にともない、互いの文化的な違いを認め合い、地域社
会の構成員として共に生きていけるよう、多文化共生の意識を醸成し
ていく必要があります。

●三重県内で一番早く性の多様性に関する条例を制定しました。
●性別や国籍、障がい、世代などによる課題への理解を深めるだけで
なく、ＳＮＳなどで行われる新たな人権課題にも正しく向き合えるよ
う、市民が人権意識を向上させ、多様性を受容できる社会の構築が必
要です。
●外国籍の方も暮らしやすい、働きやすいと感じられるよう、多文化
共生の意識を醸成していくことが必要です。

◇５年後のいなべ市の姿（施策の目的）

●全ての市民の人権が尊重され、尊厳をもって生活しています。
●市民が世代や国籍の違いなどを超えて、相互に理解と協力をもって
連携し、支え合って生活しています。

●地域で人と人とが関わり合う中で、絆を深め合い、市民の人権意識
が向上しています。
●性別や国籍、障がい、世代に関わらず、市民一人ひとりが認め合
い、支え合って生活しています。

◇基本事業１ 人権が尊重される社会の推進 ◇基本事業１ 人権が尊重される社会の推進

１．事業内容 １．事業内容
●人権が尊重され、尊厳をもって個性を活かすことのできる社会の実
現に向け教育や啓発活動を行います。また、人権擁護委員や民間団体
と連携して、相談体制の充実や地域交流事業の支援を行います。

●人権が尊重され、尊厳をもって個性を活かすことのできる社会の実
現に向け教育や啓発活動を行います。
●人権擁護委員や民間団体と連携して、相談体制の充実や地域交流事
業の支援を行います。
●外国籍の方が相談しやすいよう、また、外国籍の方に市内で実施さ
れるイベント等が伝わるよう、庁内で連携します。

２．主な事業名 ２．主な事業名
●人権啓発事業
●人権擁護推進事業
●地域交流事業委託事務

●人権啓発事業
●人権擁護推進事業
●地域交流事業委託事務
●ＬＧＢＴ啓発事業

３．基本事業の成果指標

第２次実績値 第３次目標値

人権フェスティバル参加者数
（各年延べ）

指標名（各年・累計）

人権啓発イベントや広報の実
施回数

◆指標の補足説明

いなべブランド
P35

第
２
次
総
合
計
画

指標名（各年・累計）
単
位

総合戦略
KPI

第
３
次
総
合
計
画
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◆第３次総合計画前期基本計画策定に係る施策・基本事業　整理シート

第２次目
標値

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

％ ○ 21.8 22.8 25.3 26.0 30.0 

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

回 2 5 8 12 16 20 24 28 32 36

第２次総合計画 第３次総合計画
基本目標名 第４章 生きがいと安心の地域づくり 基本目標名 1　みんなでつくるまち

施策名
4-15 女（ひと）と男（ひと）が互いに認め合うまちづ
くりの推進

施策名
女（ひと）と男（ひと）が互いに認め合うま
ちづくりの推進

◇現状・課題

●若年層では性別による固定的役割分担意識は希薄になっています
が、社会全体では固定的役割分担意識が根強く残っています。女性が
社会参画しやすい環境整備が必要です。
●家庭・学校・職場・地域社会など、あらゆる場面で男女共同参画社
会の実現に向けた啓発が必要です。

●家事・育児・介護など、性別により依然として負担に偏りがありま
す。女性が社会参画しやすい環境整備が必要です。
●性別による固定的な役割分担意識が根強く残っています。家庭や職
場、学校等あらゆる場面で男女共同参画への理解を深めるための啓発
が必要です。
●配偶者等からの暴力を受けた際、相談しなかった人の割合が高く、
暴力防止のための意識啓発、相談窓口の周知が必要です。

◇５年後のいなべ市の姿（施策の目的）

●女性の社会参画しやすい環境が整備され、性別に関係なく個性と能
力が発揮されています。

●女性が社会参画しやすい環境が整備され、性別に関係なく個性と能
力が発揮されています。

◇基本事業１ 男女共同参画の環境づくり ◇基本事業１ 男女共同参画の推進

１．事業内容 １．事業内容【第３次総合計画（次期計画の内容を記入】
●女性も男性も、家庭、子育て・教育、まちづくりなどあらゆる分野
において、互いに認め合い、誰もが個性と能力を十分に発揮できる男
女共同参画社会をつくります。

●「女性が働きやすく活躍できる環境づくり」、「誰もが自分らしく
暮らせる環境づくり」、「ＤＶ等の相談支援の実施や防止のための意
識啓発」を市行政が一体となって推進します。

２．主な事業名 ２．主な事業名【第３次総合計画（次期計画の内容を記入】
●男女共同参画啓発事業
●男女共同参画推進事業

●男女共同参画啓発事業
●男女共同参画推進事業

３．基本事業の成果指標

第２次実績値 第３次目標値

審議会等への女性登用率（各
年）（女性委員数／審議会等
の総委員数）

指標名（各年・累計）

男女共同参画啓発・講座等の
発信数

◆指標の補足説明

第
２
次
総
合
計
画

指標名（各年・累計）
単
位

総合戦略
KPI

第
３
次
総
合
計
画
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◆第３次総合計画前期基本計画策定に係る施策・基本事業　整理シート

第２次目
標値

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

件 ― 3,791,223 2,880,282 2,676,769 2,402,311 6,000,000

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12
件 233 191 291 187 190 195 200 205 210 215

件 7,974 9,253 10,402 11,422 12,500 13,500 14,500 15,500 16,500 17,500

件 - - - 75 180 185 190 195 200

第２次総合計画 第３次総合計画

共通目標名 共通目標１ 市民が主役のまちづくり 基本目標名 1　みんなでつくるまち

施策名 施策名 広報広聴の充実

◇現状・課題

●市民の生活スタイルの多様化により行政に対する要望や自治会の形
態なども多様化が進んでいます。
●本市では、情報誌Linkや市ホームページ、ケーブルテレビ、コミュ
ニティＦＭ、ＳＮＳなどを通じて、市政に関する情報を発信していま
す。

●日常生活でのインターネットの普及が大きく進展するなか、特に若
年層への情報伝達や市外への魅力発信が課題です。
●一方で、高齢層への情報提供は紙媒体やテレビが中心となってお
り、多様な世代に合わせた情報発信の強化が必要です。
●市民ニーズを的確に把握するため、広聴体制のさらなる充実が求め
られています。

◇５年後のいなべ市の姿（施策の目的）

●まちづくりにおいて、市民参画や市民協働が積極的に行われていま
す。
●自治会加入世帯の維持により、コミュニティ活動が活性化されてい
ます。

●デジタルを積極的に活用し、若年層から高齢層まで、多様な世代が
いなべ市の魅力や政策を身近に感じられる情報発信体制が確立してい
ます。
●市民参加型の情報発信を推進しつつ、広聴活動を通じて市民意見を
市政に反映させることで、行政と市民が協働でまちづくりが進められ
ています。

◇基本事業１ 広報広聴の充実 ◇基本事業１ 広報広聴の充実

１．事業内容 １．事業内容
●見やすく親しみやすい情報誌や市ホームページを作成します。ま
た、ケーブルテレビなど各種広報媒体を通じて、市政に関する様々な
情報を発信します。

●市民が読みやすく身近に感じてもらえる広報誌や市ホームページの
充実に努めます。また、市政に関する様々な情報をケーブルテレビや
ＳＮＳなど様々な媒体を活用した広報活動を行います。
●広報誌などを通じ市民の意見の把握に努めます。

２．主な事業名 ２．主な事業名
●情報誌発行事業
●ホームページ事業
●テレビ広報事業

●情報誌発行事業
●ホームページ事業（映像配信）
●ラジオ広報事業
●テレビ広報事業

３．基本事業の成果指標

第２次実績値 第３次目標値

市ホームページアクセス件数
（各年延べ）

指標名（各年・累計）

ＳＮＳ発信数

ＳＮＳフォロワー数

Ｌｉｎｋアンケート回答数

◆指標の補足説明
１段目：従前の「ホームページアクセス数」からホームページ事業内の映像配信（ＳＮＳ）として能動的な指標と変更しました。
２段目：１段目の成果としての指標としました。
３段目：広聴の一環として市民からの意見を聞く機会を新たに設けたので、その反応(注目度)を指標としたい。

いなべブランド
P11、12

第
２
次
総
合
計
画

指標名（各年・累計）
単
位

総合戦略
KPI

第
３
次
総
合
計
画
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◆第３次総合計画前期基本計画策定に係る施策・基本事業　整理シート

第２次目
標値

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

件 0 1 0 0 1

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

率 - - - - 60 63 66 69 72

人 45,250 44,763 44,691 44,656 44,380 44,104 43,828 43,552 43,276 43,000

第２次総合計画 第３次総合計画
共通目標名 共通目標3 定住・移住・交流の促進 基本目標名 1　みんなでつくるまち

施策名 施策名 広域連携による定住・移住促進

◇現状・課題

●本市では企業誘致の推進等により、人口減少の抑制には一定の成果
がみられていますが、少子高齢化の進行によって、農林業等の産業や
地域活動等における担い手不足が課題となっています。
●定住、移住、交流を促進するために、分野の垣根を越えた横断的、
一体的で効果的な取組を推進する必要があります。

●市民満足度調査において、「いなべ市への誇りや愛着を感じてい
る」割合は、減少傾向が見受けられます。一方で、中学生、高校生調
査においては、大幅な増加傾向が見受けられます。
●交流人口の拡大と共に、新たな雇用機会の創出や地域の魅力向上に
よって、地域コミュニティの活性化へとつなげることが必要です。
●地域おこしに携わる人や特徴のある場所を市町や分野を越えて人と
人をつなぐことで、定住、移住、交流を促進させることが必要です。

◇５年後のいなべ市の姿（施策の目的）

●ＵＩＪターンの促進により、地方の担い手不足が解消されていま
す。

●地方創生による拠点整備や東海環状自動車道の全線開通により、観
光をはじめとする交流人口が増加し、地域の人々と多様に関わる関係
人口の創出が推進されています。

◇基本事業１ 広域連携による定住・移住の促進 ◇基本事業１ 広域連携による定住・移住促進

１．事業内容 １．事業内容
●多様な分野を通じた取組により、東京圏等からのＵＩＪターンを促
進し、地方の担い手不足対策を図ります。

●行政サービスを持続的に提供していくために、他の地方公共団体と
公共施設の集約化や複合化など、連携・協力して圏域全体の生活機能
を確保し、定住・移住を促進します。

２．主な事業名 ２．主な事業名
●移住・定住促進事業 ●移住・定住促進事業

●定住自立圏構想推進事業
●桑名・員弁広域連合事業

３．基本事業の成果指標

第２次実績値 第３次目標値

移住支援事業補助金を活用し
て移住した世帯数（各年延
べ）

指標名（各年・累計）

定住自立圏共生ビジョン施策
指標の目標達成率

いなべ市の人口

◆指標の補足説明
◇定住自立圏共生ビジョン施策指標の20の施策の内、施策の進捗管理において、3段階評価（A～C）の内、Aの「取組が順調に進んでいる」の
割合。

第
２
次
総
合
計
画

指標名（各年・累計）
単
位

総合戦略
KPI

第
３
次
総
合
計
画
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◆第３次総合計画前期基本計画策定に係る施策・基本事業　整理シート

第２次目
標値

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

人 55 60 65 68 71 74 77 80 83 86

人 24 32 33 37 46 52 58 64 70 76

第２次総合計画 第３次総合計画
共通目標名 基本目標名 1　みんなでつくるまち

施策名 施策名 外部人材の活用による地域活性化の推進

◇現状・課題

●いなべ市に移住し、地域の魅力発掘・ＰＲ、農林水産業への従事、
住民生活の支援など、多岐にわたって地域活性化や課題解決に取り組
む地域おこし協力隊の活用が必要です。
●行政の考え方に捉われない柔軟な発想とアイデアを持ち、専門的な
知見を持った民間人材である地域活性化起業人の活用が必要です。
●高齢化が進む集落を維持・活性化するために、地域の実情に精通
し、集落対策のノウハウを持つ人材が集落の巡回、状況把握等を実施
する集落支援員の活用が必要です。
●その他地方創生を推進する上で外部人材の活用が必要です。

◇５年後のいなべ市の姿（施策の目的）

●地域の新たな魅力が創出されたり、民間のノウハウが蓄積され、自
ら企画立案等が実施できる体制や地域課題に柔軟に対応できる体制が
整いつつあります。

◇基本事業１ ◇基本事業１ 外部人材の活用による地域活性化の推進

１．事業内容 １．事業内容
●外部人材を有効活用することにより、地域の課題解決及び都市部か
らの移住促進を行います。

２．主な事業名 ２．主な事業名
●地域おこし協力隊事業
●地域おこし協力隊事業募集事業
●地域活性化起業人事業
●集落支援員事業

３．基本事業の成果指標

第２次実績値 第３次目標値

指標名（各年・累計）

地域おこし協力隊員数（累
計）

地域活性化起業人等数（累
計）

◆指標の補足説明
少子高齢化における人材不足、多様化する市民ニーズへの対応、デジタル化の推進といった背景の中、専門的な知識やスキルを持つ外部人材
を活用することで、人材不足の解消や新たな視点の導入、業務の効率化、そして住民サービスの向上につなげるため、この目標値としていま
す。外部人材のうち起業人数は、全国で1番多い実績にあります。

第
２
次
総
合
計
画

指標名（各年・累計）
単
位

総合戦略
KPI

第
３
次
総
合
計
画
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２ 「こどもまんなか」みんなで学ぶまち
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◆第３次総合計画前期基本計画策定に係る施策・基本事業　整理シート

第２次目
標値

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12
人 ○ 0 0 0 0 0

箇所 ○ 12 13 13 13 12

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12
人 266 233 254 248 242 242

第２次総合計画 第３次総合計画

基本目標名 第４章 生きがいと安心の地域づくり 基本目標名 ２ 「こどもまんなか」みんなで学ぶまち

施策名 4-5 保育サービスの充実 施策名 ウェルビーイングを育む保育の推進

◇現状・課題

●女性の就労や育児休業制度の普及等により、子育て家庭においても
共働きが増えています。
●勤務状況に応じた保育や、急な用事、育児疲れ解消等、保育ニーズ
が多様化しています。保護者のニーズに柔軟に対応した保育サービス
を提供するとともに、子どもの心身の健やかな成長のための、家庭と
連携した健康教育（食育を含む）を充実していく必要があります。
●全ての子育て家庭が、不安や負担を抱え込むことなく子育てができ
るように、利用者の多様なニーズを十分にふまえたサービスの提供体
制を整備するとともに、サービスがより身近なものとして利用できる
ような工夫が必要です。
●子育て支援においては、妊娠、出産期からの切れ目のない支援に配
慮することが重要であり、母子保健施策との連携確保が必要です。

●次代を担うこどもたちが、自然体験を通じて「生き抜く力」を身に
つけて健やかに育まれる自然保育の推進が求められています。
●５歳児から小学校１年生の２年間（架け橋期）の連携を強化するた
め、カリキュラムの作成などについて小学校との連携が必要です。
●共働きやひとり親家庭の増加に加え、在宅勤務やシフト勤務など働
き方が多様化しており、保育の質を確保しつつ多様なニーズに応じた
保育サービスの提供体制の強化が求められています。
●こどもの心身の健康を守るために、家庭と保育施設の連携を強化
し、健康教育や食育を推進し、保護者とともに成長を支える環境づく
りが求められています。
●サービスの存在を知らない、利用方法が分からないという保護者の
ため、情報発信が必要です。
●妊娠期からの切れ目のない支援に配慮し、育児不安や疲れによる保
護者の心身の負担を軽減し、孤立を防ぐため、母子保健との連携が必
要です。
●市内の保育施設に勤務する保育士が不足しているため、保育士の確
保が必要です。

◇５年後のいなべ市の姿（施策の目的）

●子どもたちが心身ともに健やかに成長でき、安心して子育てができ
る環境の整備が進んでいます。

●こどもたちの心身の健やかな成長と、安心して子育てができる環境
の整備が進められています。

◇基本事業１ 保育サービスの充実 ◇基本事業１ 保育サービスの充実

１．事業内容 １．事業内容
●利用者の多様なニーズを十分にふまえた保育サービスの提供体制を
整備します。
●全ての人が、子育てに対する不安や負担を抱え込むことなく、ゆと
りをもって子育てができるよう、きめ細やかな保育サービスを提供し
ます。
●子どもを預かる場所の充実により、子育てと仕事を両立させること
ができる環境を整備します。

●こどもが持つ「自ら学び成長する力」を育む、自然保育を推進しま
す。
●小学校との連携を深める取組みを推進します。
●働き方の多様化に対応しつつ、質の高い保育サービスを提供できる
体制を整備します。
●保護者が不安や孤立を抱えることなく、地域や専門機関とつながり
ながら、安心して子育てできる環境を構築します。
●妊娠・出産・育児の各段階で必要な支援が継続して受けられるよ
う、関係機関の連携強化と支援体制を推進します。
●市内の保育施設で働く保育士を確保する取組みを推進します。

２．主な事業名 ２．主な事業名
●放課後児童健全育成事業
●送迎バス運行事業
●放課後児童クラブ施設整備事業
●保育士研修事業
●私立保育園運営支援事業
●公立保育園運営事業（人材確保）
●私立保育園整備補助事業
●公立保育園運営事業（包括予算）
●公立保育園整備事業
●公立保育園維持修繕事業

●公立認定こども園運営事業（人材確保）
●公立認定こども園運営事業（包括配分）
●公立認定こども園維持修繕事業
●保育士研修事業
●私立認定こども園等運営支援事業（民生）
●私立認定こども園等施設整備補助事業
●みえ子ども・子育て応援総合補助金事業（保育）
●笠間こども園再建事業
●私立認定こども園等運営支援事業（教育）
●病児保育事業

３．基本事業の成果指標

第２次実績値 第３次目標値

待機児童数（各年）

放課後児童クラブ設置箇所数
（累計）

指標名（各年・累計）

３歳未満児入所者数（各年）

◆指標の補足説明
３歳未満児入所者数は、第３期いなべ市子ども・子育て支援事業計画に記載している入所予定児童（量の見込み）であり、この人数について
は、市内において確保すべき受入許容数として目標に掲げました。

いなべブランド
P32

第
２
次
総
合
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画

指標名（各年・累計）
単
位

総合戦略
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次
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◆第３次総合計画前期基本計画策定に係る施策・基本事業　整理シート

第２次総合計画 第３次総合計画

基本目標名 第４章 生きがいと安心の地域づくり 基本目標名 ２ 「こどもまんなか」みんなで学ぶまち

施策名 4-6 地域における子育て支援の充実 施策名 地域における子育て支援の充実

◇現状・課題

●都市化や高齢化の進行により、地域関係が希薄化し、地域における
子育て支援の機能が低下しています。
●少子化や核家族化、共働きの増加などの家庭環境の変化により、身
近に相談できる人がいないなど子育て家庭が孤立し、子育てに対する
不安や負担を感じる親が増えてきています。

●働き方の変化や高齢化、単身世帯の増加等により地域の結びつきが
薄れ、地域における子育て支援の機能が低下しています。
●少子化や核家族化、共働きの増加などの家庭環境の変化により、身
近に相談できる人がいないなど子育て家庭が孤立し、子育てに対する
不安や負担を感じやすい親が増えています。
●自然環境や生活環境が変化する中、子育て中の親子が木や森などの
自然に触れる機会が少なくなっており、自然とのつながりを感じるこ
とのできる環境整備が求められています。
●ひとり親家庭は、生活面、経済面など多面的な問題を抱えている
ケースが少なくありません。今後もひとり親家庭の親と子が安心して
暮らしていけるよう、精神的や経済的な支援に関する情報や相談支援
体制の充実が必要です。

◇５年後のいなべ市の姿（施策の目的）

●家庭、学校・保育園等、地域が一体となって、子ども自らの力を培
い、伸ばし、支えていく教育・保育環境づくりが進められています。

●家庭・地域・子育て支援センターが一体となって、子育て世帯を支
え、子どもがすくすく育つ環境づくりが進められています。
●こども計画に基づき、包括的な子育て支援が進められ、「こどもま
んなか社会」が実感できる環境整備が進められています。
●乳幼児期から木に親しむ機会があり、こどもや保護者が集えるイベ
ントの開催など木育を推進する環境整備が進められています。
●ひとり親家庭が経済的に自立し、安定した生活の中で児童を健全に
育てられる環境づくりが推進されています。

◇基本事業１ 地域における子育て支援の充実 ◇基本事業１ 地域における子育て支援の充実

１．事業内容 １．事業内容

●地域の実情に合わせ、子育て家庭が社会において孤立しないよう、
家庭や地域、企業、学校、保育園等がそれぞれの機能を発揮するとと
もに連携を強化し、身近な地域における子育て支援を推進します。
●子育て支援センターを中心に、地域ぐるみの子育てを推進します。
また、子どもの社会性を育むため、子どもたちが仲間や地域の人と触
れ合う場へ参加できる施設や事業の充実を図ります。
●乳幼児と保護者が相互の交流を行う場所を開設し、子育ての相談、
情報の提供、助言を行います。また、市民参加による子育て支援を充
実させます。

●地域の実情に合わせ、子育て家庭が孤立しないよう、家庭・地域・
子育て支援センターがそれぞれの機能を発揮するとともに連携を強化
し、身近な地域における子育て支援を推進します。
●子育て支援センターを中心に、地域ぐるみの子育てを推進します。
また、子どもの社会性を育むため、同年代の仲間や地域の人と交流で
きる場へ参加できる施設や事業の充実を図ります。
●子ども同士・保護者同士が交流できる場を開設するとともに、乳幼
児と保護者がより良い関わり方をできるよう、子育ての相談、情報の
提供、助言を行います。また、市民参加による子育て支援を充実させ
ます。
●子育て家庭や若者等の意見や希望を踏まえ、こども計画に基づき、
包括的な子育て支援施策を推進します。
●自然とのつながりを感じ、豊かな心を育めるよう乳幼児期から木の
ぬくもりに触れる機会を増やすとともに、こどもや保護者が集える自
然体験イベントなど木育を推進する環境を整えます。

２．主な事業名 ２．主な事業名

●ファミリーサポートセンター事業
●ブックスタート事業
●ブック・Re…スタート事業
●子ども･子育て支援事業計画推進事業
●地域子育て支援事業

●ファミリーサポートセンター事業
●いなもく・ブックスタート事業
●地域子育て支援センター事業
●結婚応援事業
●子育て相談・情報発信事業（利用者支援事業）
●こども計画推進事業
●児童手当事業
●木育推進事業

いなべブランド
P22、29

13



第２次目
標値

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

人 ○ 401 414 433 477 485

人 ○ 22,374 25,207 27,250 30,479 36,000

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

人 ○ 401 414 433 477 485 485 485 485 485 485

人 ○ 22,374 25,207 27,250 30,479 36,000 31,000 31,000 31,000 31,000 31,000

第２次目
標値

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

箇所 ○ 12 13 13 13 12

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

箇所 ― - - - 6 9 10 11 11 11

３．基本事業の成果指標

第２次実績値 第３次目標値

ファミリーサポートセンター
会員数（各年） 

子育て支援センター利用者数
（各年延べ）

指標名（各年・累計）

ファミリーサポートセンター
会員数（各年） 

子育て支援センター利用者数
（各年延べ）

◆指標の補足説明
地域のこどもの減少が続く中、ファミリーサポートセンターの会員数を維持することは、地域の子育て支援の基盤を保つうえで重要です。会
員数の現状維持を成果指標とし、支援の輪が途切れないよう努めます。
・子育て支援センター利用者数は少子化により減少すると予想されるが、支援センターまで来館しずらい保護者が参加できるよう地域での活
動を増やし利用者数を維持する。

◇基本事業 保育サービスの充実 ◇基本事業２ こどもの居場所づくり

１．事業内容 １．事業内容

●子どもを預かる場所の充実により、子育てと仕事を両立させること
ができる環境を整備します。

●小学生児童の健全育成を図るため、放課後や長期休暇におけるこど
もの居場所づくりを進めます。
●子育て家庭が希望する全天候型、安全安心で気軽に利用でき、木の
ぬくもりを感じることができる「こども子育て拠点施設」を整備しま
す。
●中高生等が気軽に利用できる居場所の整備を進めます。
●こども食堂の推進とこども食堂以外のこどもの居場所づくりやこど
もの育ちに必要な事業を検討します。

２．主な事業名 ２．主な事業名

●放課後児童健全育成事業
●放課後児童クラブ施設整備事業

●放課後児童健全育成事業
●放課後児童クラブ施設整備事業
●こども子育て拠点整備事業
●こども応援事業

３．基本事業の成果指標

第２次実績値 第３次目標値

放課後児童クラブ設置箇所数
（累計）

指標名（各年・累計）

こども食堂運営補助金活用団
体数

◆指標の補足説明
こども食堂は、こどもが地域の人と関わりながら、食事や交流を通じて安心して過ごせる場所です。すべての小学校区に１か所以上の設置を
目指しており、その進捗を把握するため、補助金を活用して活動する団体数を成果指標としています。孤立しない子育て支援が地域に届いて
いるかを見える化し、今後の施策に活かします。

第
２
次
総
合
計
画

指標名（各年・累計）
単
位

総合戦略
KPI

第
３
次
総
合
計
画

第
２
次
総
合
計
画

指標名（各年・累計）
単
位

総合戦略
KPI

第
３
次
総
合
計
画
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第２次目
標値

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

 件 ― 53 56 73 45 45

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

件 ― - - - - 5 6 7 8 9

◇基本事業２ ひとり親家庭等への支援の充実 ◇基本事業３ ひとり親家庭等への支援の充実

１．事業内容 １．事業内容

●ひとり親家庭の自立を支援するため、相談支援や各種手当等の経済
支援の充実など、ひとり親家庭に対する生活面、経済面などの多面的
支援を行います。
●児童扶養手当支給に加え、本市の独自施策である、ひとり親家庭等
就学金支給を継続し、経済的な自立を促進します。

●ひとり親家庭の自立を支援するため、相談支援や各種手当等の経済
支援の充実など、ひとり親家庭に対する生活面、経済面などの多面的
支援を行います。
●ひとり親家庭の児童に対し、負担が大きく生じる入学等の準備のた
めの経済支援を行います。
●ひとり親家庭が養育費を確実に受け取れるよう支援するため、公正
証書の作成費用と養育費保証契約に係る保証料を補助します。

２．主な事業名

●要支援児者支援対策事業
●助産施設措置事業
●母子生活支援施設措置事業
●ひとり親家庭等就学金支給事業
●児童扶養手当給付事業
●自立支援教育訓練給付金事業
●高等技能訓練促進事業

●児童扶養手当給付事業
●自立生活支援事業
●ひとり親家庭支援事業

３．基本事業の成果指標

第２次実績値 第３次目標値

母子・父子家庭からの相談件
数

指標名（各年・累計）

養育費公正証書等作成補助金
交付申請件数

◆指標の補足説明
養育費の取り決めは、こどもの生活を支える大切な権利です。公的支援と養育費は両立して活用すべきものです。本市では、公正証書等の作
成費用を補助します。養育費の確保を支援し、家庭の経済的基盤の安定を図るものであり、この取組の成果は補助金の交付件数で把握しま
す。

第
２
次
総
合
計
画

指標名（各年・累計）
単
位

総合戦略
KPI

第
３
次
総
合
計
画
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◆第３次総合計画前期基本計画策定に係る施策・基本事業　整理シート

第２次目
標値

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

件 ○ 484 508 471 563 370

人 ○ 27 34 43 50 50

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

人 10 28 38 46 40 40 40 40 40

人 55 68 60 60 60 60 60

第２次総合計画 第３次総合計画

基本目標名 第４章 生きがいと安心の地域づくり 基本目標名 ２ 「こどもまんなか」みんなで学ぶまち

施策名 4-7 子どもの発達を支えるチャイルドサポートの充実 施策名
子どもの発達を支えるチャイルドサポート
の充実

◇現状・課題

●本市では福祉と教育が連携し、子どもの発達について途切れない支
援ができるシステムを構築しています。小中学校での特別支援教育に
先がけ、就園率が高い特徴を活かし、保育園において特別支援保育を
進めています。
●以前に比べ、発達障がいについての理解は進んでいますが、市民に
広く理解されているわけではありません。
●子どもの発達について悩みを抱える保護者の困り感を把握し、早期
から関係機関による一体的な支援が始められるように、発達支援課に
相談窓口を集約しました。専門的な相談等が継続して受けられるよ
う、専門職の確保を行い、さらに相談体制を充実させる必要がありま
す。
●障がいの有無を問わず地域の中での子育て・子育ちをめざし、市内
に療育施設を設けず、保育園や小中学校での療育支援体制の充実を
図っています。

●本市では、母子保健、保育、教育、福祉、医療が連携し、子どもの
発達について途切れない支援を提供するシステムを構築しています。
●すべての子どもが共に育つインクルーシブ保育・教育の実現に向け
て、こども園等の保育施設や小中学校において、療育支援・発達支援
の充実を図っています。
●発達上の課題を早期に発見して適切に支援するため、継続的に専門
職の確保に取り組みながら相談支援体制の充実を図ることが必要で
す。
●子どもを取り巻く環境の変化やサービスの多様化等に伴い、医療機
関や事業所等の関係機関と連携した一体的な支援が必要です。
●発達障がいについての理解は進んでいますが、子どもが育つ場にお
ける環境の整備や適切な対応については十分とはいえません。
子どもが適切に支援されるために、こども園等の保育士や小中学校の
教員の支援力向上に取り組むことが必要です。

◇５年後のいなべ市の姿（施策の目的）

●子どもの発達に悩みを抱える保護者に対して、専門職が適切なアド
バイスや相談・支援を行うことで、子どもが健やかに成長していま
す。
●母子保健、保育、教育、障がい福祉の各部門が連携し、出生から就
労まで途切れのない支援が行われています。

●子どもの発達に悩みを抱える保護者に対して、専門職が適切なアド
バイスや相談・支援を行うことで、子どもが健やかに成長していま
す。
●母子保健、保育、教育、障がい福祉、医療が連携し、出生から就労
まで途切れのない支援が行われています。

◇基本事業１ チャイルドサポートの充実 ◇基本事業１ チャイルドサポートの充実

１．事業内容 １．事業内容
●子どものライフステージにあわせ、母子保健、保育、教育、障がい
福祉の各部門が連携し、発達に支援を要する子ど
もを、出生から就労まで途切れなくつなぎ、支援します。

●子どものライフステージにあわせ、母子保健、保育、教育、障がい
福祉、医療が連携し、発達に支援を要する子どもを、出生から就労ま
で途切れなく支援します。

２．主な事業名 ２．主な事業名
●療育支援事業
●発達支援事業
●障がい児子育て支援事業

●療育支援事業
●発達支援事業
●発達支援医療連携事業
●障がい児子育て支援事業

３．基本事業の成果指標

第２次実績値 第３次目標値

こどもの発達に関わる相談件
数（発達検査等を含む）（各
年延べ）

個別療育・小集団療育を受け
る子どもの数（各年）

指標名（各年・累計）

個別療育を受ける子どもの数
（実人数）

医療連携会議で支援を検討し
た子どもの数（実人数）

◆指標の補足説明
・療育については、民間のサービス利用児の増加等の状況から、市の小集団療育の教室数を減らしてきた経緯があります。そのため「小集団
療育を受ける子どもの数」の指標をなくし、「個別療育」を受ける子どもの数としました。また、個別療育の対象が加配児を基本としている
ことから、加配児の概数を想定した上で設定しました。
・医療連携については、「医療巡回の訪問の回数」から、より中身を重視して「医療連携会議で支援を検討した子どもの数」としました。

いなべブランド
P30,31
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◆第３次総合計画前期基本計画策定に係る施策・基本事業　整理シート

第２次目
標値

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

人 ― 61 212 148 216 140

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

人 ― 171 307 375 438 450 450 450 450 460 460

第２次総合計画 第３次総合計画

基本目標名 第４章 生きがいと安心の地域づくり 基本目標名 ２ 「こどもまんなか」みんなで学ぶまち

施策名 4-8 要保護、要支援児童へのきめ細やかな取組の推進 施策名
要保護、要支援児童へのきめ細やかな取組の
推進

◇現状・課題

●全国的に児童虐待の状況は相談件数の増加とともに、その内容も複
雑、困難化し、ますます深刻な社会問題となっています。児童虐待
は、子どもへの身体的な影響だけでなく、心の発達や人格の形成に深
刻な影響を与えることから、発生予防や早期発見、早期対応を行うこ
とが必要です。そのため、関係機関との連携を図りながら、虐待等か
らの保護が必要な子どもとその家族に対する支援が必要です。
●ひとり親家庭は、離婚の増加などにより年々増える傾向にあり、母
子家庭においては経済的な問題を、父子家庭においては家事や子育て
に不慣れなことにより家庭生活における多くの問題を抱えているケー
スが少なくありません。今後もひとり親家庭の親と子が安心して暮ら
していけるよう、精神的や経済的な支援に関する情報や相談体制を充
実していく必要があります。

●全国的に児童虐待の相談件数は年々増加しており、本市においても
同様に児童虐待に関する相談件数は増加傾向にあり、この問題はます
ます複雑化し、深刻化しています。
●児童虐待は、こどもの身体的な成長だけでなく、心の発達や人格形
成にも深刻な影響を与え、将来にわたり悪影響を及ぼす可能性があり
ます。このため、児童虐待の発生予防、早期発見、迅速な対応が重要
です。
●児童相談所や福祉機関、教育機関、医療機関、警察などと連携し、
さまざまな関係者が持つ専門知識や経験を活かして、虐待から保護が
必要なこどもを守るとともに、その家族への支援を包括的かつ持続的
に提供することが求められます。
●支援を必要とする家庭への訪問や相談体制の充実を図っていくこと
が重要です。

◇５年後のいなべ市の姿（施策の目的）

●児童虐待の発生予防及び早期発見の体制が充実し、特に配慮を必要
とする子どもと家庭への支援が推進されています。
●経済的に自立し、安定した生活の中で児童を健全に育てられる環境
づくりが推進されています。

●児童虐待の発生予防や早期発見の体制が整備され、特に支援が必要
なこどもや家庭へのサポートが強化されています。

◇基本事業１ 児童虐待防止対策の推進 ◇基本事業１ 児童虐待防止対策の推進

１．事業内容 １．事業内容

●児童虐待は、子どもの心身の発達や人格の形成に重大な影響を与え
ます。育児不安や児童虐待の早期発見に努め、訪問による援助、養育
指導を拡大します。

●児童虐待は、こどもの心身の発達や人格形成に深刻な影響を及ぼし
ます。育児不安の軽減や児童虐待の早期発見に努め、家庭訪問による
支援や養育指導の充実を促進します。 
●こども家庭センターの機能強化を図り、相談支援体制を充実させま
す。

２．主な事業名 ２．主な事業名

●家庭児童相談事業
●要支援児者支援対策事業

●家庭児童相談事業
●要支援児者支援対策事業
●助産施設措置事業
●母子生活支援施設措置事業

３．基本事業の成果指標

第２次実績値 第３次目標値

児童虐待防止研修会参加者数
（各年延べ）

指標名（各年・累計）

家庭児童相談室職員の家庭訪
問回数（各年延べ）

◆指標の補足説明
家庭訪問の回数は、相談体制の充実度や支援が必要な家庭へのアクセス状況がわかること、また、児童虐待の発生予防、早期発見につながる
ことから指標と設定した。

第
２
次
総
合
計
画

指標名（各年・累計）
単
位

総合戦略
KPI

第
３
次
総
合
計
画

17



第２次目
標値

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

 件 ― 53 56 73 45 45

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

◇基本事業２ ひとり親家庭等への支援の充実 ◇基本事業２

１．事業内容 １．事業内容

●ひとり親家庭の自立を支援するため、相談支援や各種手当等の経済
支援の充実など、ひとり親家庭に対する生活面、経済面などの多面的
支援を行います。
●児童扶養手当支給に加え、本市の独自施策である、ひとり親家庭等
就学金支給を継続し、経済的な自立を促進します。

施策名：地域における子育て支援の充実、基本事業
３へ移行

２．主な事業名

●要支援児者支援対策事業
●助産施設措置事業
●母子生活支援施設措置事業
●ひとり親家庭等就学金支給事業
●児童扶養手当給付事業
●自立支援教育訓練給付金事業
●高等技能訓練促進事業

３．基本事業の成果指標

第２次実績値 第３次目標値

母子・父子家庭からの相談件
数

指標名（各年・累計）

◆指標の補足説明

第
２
次
総
合
計
画

指標名（各年・累計）
単
位

総合戦略
KPI

第
３
次
総
合
計
画
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◆第３次総合計画前期基本計画策定に係る施策・基本事業　整理シート

第２次目
標値

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

％ ○ 90.0 93.2 97.4 97.6 100

人 ○ 68 - - - -

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

％ ○ 90.0 93.2 97.4 97.6 100 100 100 100 100 100

％ ー ー ー 74.4 75 77 79 81 83

第２次総合計画 第３次総合計画

基本目標名 第４章 生きがいと安心の地域づくり 基本目標名 ２ 「こどもまんなか」みんなで学ぶまち

施策名 4-4 子どもと母親の健康の確保 施策名 子どもと母親の健康の確保

◇現状・課題

●核家族化の進行や地域とのつながりの希薄化、共働き世帯の増加な
どにより、子育て環境は大きく変化しています。
●妊産婦に対する健康診査をはじめ、母子保健に関する知識の普及、
妊産婦等への保健指導その他母子保健関連事業等を推進することが必
要となっています。
●母親が住み慣れた地域で安心して子どもを産み育てられるように、
相談や指導の体制、質を充実させていくことが必要です。
●乳幼児期からの正しい食習慣の定着のため、離乳食等についての食
に関する学習の機会や適切な情報提供が必要となっています。

●核家族化や地域とのつながりの希薄化、共働き世帯の増加により、
育児環境は大きく変化しています。
●妊産婦の健康診査をはじめ、母子保健に関する知識の普及や保健指
導を推進して、母親が安心して妊娠・出産・育児できる環境整備が必
要です。
●住み慣れた地域で安心して子どもを育てられるよう、相談・指導の
支援体制を充実させるとともに質を向上させることが必要です。
●乳幼児期からの正しい食習慣の定着に向け、離乳食に関する学習機
会や適切な情報提供を拡充し、健康的な成長を促進することが必要で
す。

◇５年後のいなべ市の姿（施策の目的）

●母子保健事業のきめ細かな実施や関係機関との連携により、子ども
を安心して産み育てることのできる環境が整備されています。

●母子保健にかかる事業の実施や関係機関との連携により、子どもを
安心して産み育てることのできる環境が整備されています。
●「こんにちは赤ちゃん訪問」はいなべブランドとして定着していま
すが、デジタル化が進み、母子に必要な情報がより迅速に届くように
なっています。

◇基本事業１ 子どもと母親の健康の確保 ◇基本事業１ 子どもと母親の健康の確保

１．事業内容 １．事業内容
●保健師、栄養士などの専門職による教室や自宅訪問により、相談、
指導を行うことで、住み慣れた地域で安心して子どもを産み育てられ
る環境づくりを推進します。

●保健師や栄養士が教室や自宅訪問を行い、相談・指導を提供するこ
とで、安心して子どもを産み育てられる環境づくりを推進します。

２．主な事業名 ２．主な事業名
●母子保健事業
●不妊治療事業

●妊婦応援事業
●産後ママ・赤ちゃん支援事業
●子どもの健診・教室事業
●出産・子育てよりそい支援事業

３．基本事業の成果指標

第２次実績値 第３次目標値

こんにちは赤ちゃん訪問率
（各年）（訪問した赤ちゃん
の数／出生数）

不妊治療の助成申請者数（各
年延べ）

指標名（各年・累計）

こんにちは赤ちゃん訪問率
（各年）（訪問した赤ちゃん
の数／出生数）

妊娠８か月教室の満足度５
（最高点）の割合

◆指標の補足説明
・当市は新生児から乳幼児の定期的な全数把握を行っており、今後も継続する指標を設定した。
・妊娠８か月教室の満足度５・・・令和７年６月までの実績では７４％
（令和６年８月から、現状（相談＋沐浴体験）と同じ教室運営を開始した。）

いなべブランド
P26

第
２
次
総
合
計
画

指標名（各年・累計）
単
位

総合戦略
KPI

第
３
次
総
合
計
画
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◆第３次総合計画前期基本計画策定に係る施策・基本事業　整理シート

第２次総合計画 第３次総合計画

基本目標名 第３章 健やかに育ち個性が輝く人づくり 基本目標名 ２ 「こどもまんなか」みんなで学ぶまち

施策名 3-1 「豊かな心・確かな学力・健やかな体」の育成 施策名 ウェルビーイング溢れる学校の創造

◇現状・課題

●目の前の子どもの姿を出発点とし、「一人ひとりを大切にした授業
づくり・集団づくり」と「地域に根ざした教育活動」に、学校と地域
が一体となって取組を重ねてきました。本市の子どもたちが高い自己
肯定感を持ち、学校生活に満足感を持つことができるよう、今後も継
続した取組が必要です。
●近年では、コミュニケーション能力の低下や、それに基づく人間関
係の希薄化、個の確立ができにくいなどの課題がみられます。
●「生き抜く・生き合う・生き拓く」の３つの力を育み、義務教育９
年間の学びと育ちをつなぐ教育を推進するため、小中一貫教育による
新たな学校づくりを進めています。この際、地域が子育て支援に継続
して取り組めるような工夫が必
要です。

●目の前の子どもの姿を出発点とし、「一人ひとりを大切にした授業
づくり・集団づくり」と「地域に根ざした教育活動」に、学校、保護
者、地域が一体となって取組を重ねてきました。本市の子どもたちが
「基本的自己肯定感（自己受容）」と「社会的自己肯定感」をバラン
スよく涵養し、学校生活に満足感を持つことができるよう、今後も継
続した取組が必要です。
●「生き抜く力（智）・生き合う力（絆）・生き拓く力（志）」の３
つの力を育み、義務教育９年間の学びと育ちをつなぐ教育を推進する
ため、小中一貫教育による学校づくりを進めてきました。今後はさら
に、小中学校・こども園・家庭・地域がつながり、非認知能力の育成
に向け、乳幼児期から学童期をつなぐ一貫した保育・教育の推進に向
けた体制づくりが必要です。
●コミュニケーション能力の低下、それに基づく人間関係の希薄化、
個の確立ができにくいなどの課題がみられる中、対話や協働、学び合
いや教え合い等を通じて、教育活動における児童生徒の関わりを充実
させることが必要です。

◇５年後のいなべ市の姿（施策の目的）

●小中一貫教育を展開し、質の高い教育を実現することで、「生き抜
く力（智）・生き合う力（絆）・生き拓く力（志）」が育まれ、子ど
もたちの幸せが保証されています。
●一人ひとりの状況を的確に把握し、その子にあった支援を行うこと
で、全ての子も安心して学べる学級、学校づくりが実現されていま
す。
●心を耕す教育を進めるとともに、人権尊重の意識と実践力を養うこ
とで、人権文化を構築する主体者が育まれています。

●乳幼児期から学童期をつなぐ一貫した保育・教育の実践を通して、
質の高い、深い学びが実現し、「生き抜く力（智）・生き合う力
（絆）・生き拓く力（志）」が育まれ、ウェルビーイング溢れる学校
が創造されています。
●一人ひとりの状況を的確に把握し、その子にあった支援を行うこと
で、全ての子が安心して学べる学級、学校づくりが実現しています。
●すべての教育活動において人権教育を進めるとともに、人権尊重の
意識と実践力を養うことで、人権文化を構築する主体者が育まれてい
ます。
●市の教育水準の向上が図られるとともに、教職員の専門的知識、技
能が高まり、資質及び指導力の向上が図られています。

◇基本事業１ 一人ひとりを大切にする教育の推進 ◇基本事業１ 自律と共生を育む教育の推進

１．事業内容 １．事業内容
●小中学校における一人ひとりを大切にする教育の充実を図るため
に、支援が必要な子どもへの支援、教師の専門性の育成、外部（一人
ひとりを大切にする教育の推進機関）との連携等を推進します。ま
た、小中学校における特別支援教育等の充実を図ります。

●一人ひとりのよさや可能性を生かすことを大切にした教育を進める
とともに、関係機関と連携・協働することで、支援が必要な子どもの
成長を促します。
●子どもたちの育ちを人権の視点で捉え、中学校区において保小中の
連携を進めるための研修会を実施します。また、各校の取組の交流、
話し合いを通じて、いじめ等の人権問題についての感性を養います。
●温水プール水泳授業、社会見学等の校外活動、中学校の部活動等の
体験活動や、地域の方々をはじめ各専門分野で活動されている様々な
大人との出会い・交流の機会を保障し、豊かな人間性を育みます。

２．主な事業名 ２．主な事業名
●児童・生徒特別支援推進事業
●就学扶助事務（小学校）
●不登校児童・生徒対策事業
●生徒指導事業
●特別支援学級児童・生徒交流事業
●ことばの教室事業
●就学扶助事務（中学校）

●不登校児童・生徒対策事業
●特別支援教育推進事業
●人権教育推進事業
●生徒指導事業
●夢・未来プロジェクト２０３０事業
●部活動振興事業
●楽器寄附受入事業
●社会体験推進事業（小学校）
●社会体験推進事業（中学校）

いなべブランド
P16、17、18、19、21
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第２次目
標値

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

人 ― 1,577 1,822 2,088 2409 1,700

件 ― 44 50 46 42 50

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

人 ― 43 64 50 46 50 50 55 55 60

人 ― ー 153 209 194 220 220 230 230 240

％ ― 80.8 82.6 86.3 96.9 100 100 100 100 100

第２次目
標値

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

％ ― 100 100 100 100 100

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

％ ― 87.0 81.8 89.0 88.9 90.0 90.0 92.0 92.0 94.0

％ ○ 95.0 87.0 99.6 97.3 100 100 100 100 100

３．基本事業の成果指標

第２次実績値 第３次目標値

教育委員会主催の特別支援・
不登校対策の研修会参加者数
（累計） 

県スクールソーシャルワー
カーや関係機関との連携件数
（各年）

指標名（各年・累計）

不登校に関する研修会参加者
数（各年）

特別支援教育に関する研修会
参加者数（各年）

中学３年生の他者を尊重し協
働する力（肯定的回答生徒数
／総生徒数）

◆指標の補足説明
①②不登校・特別支援教育の研修に参加し、教員の指導力及び対応力を高めることは、「一人ひとりを大切にした教育」の推進につながると
考えるため、この指標を設定した。また、本テーマに関する研修の重要度も高まっていることから、この研修を受講する教員を増やすため
に、毎年の目標人数も増加させた。また、それぞれの研修の参加者を明確にするために、不登校と特別支援教育の指標を別々にした。
③人権教育を推進することで、指標にある「他者を尊重し協働する力」が育まれることにつながると考え、この指標を設定した。全国学力学
習状況調査「授業や学校生活では、友達や周りの人の考え方を大切にして、お互いに協力しながら課題の解決に取り組んでいますか。」の回
答に基づく割合。

◇基本事業２ 人権教育内容の充実 ◇基本事業２ 教育力・授業力の向上

１．事業内容 １．事業内容
●子どもたちの育ちを人権の視点で捉え、中学校区において保小中の
連携を進めるための研修会を実施します。また、
東員町とも連携を図り、員弁地区人権フォーラムを開催し、小学校・
中学校の児童生徒による、各校の取組や交流、話
し合いを通じて、いじめ等の人権問題についての感性を養います。

●ICT教育や外国語教育、読書活動等がより充実するための学習環境を
整備するとともに、教師の授業力・指導力の向上を図ります。
●客観的データ（学力調査・アンケート調査）を活用し、学習意欲の
向上や居心地のよい学級集団づくりにいかします。
●教職員研修の充実により、今日的な教育課題やいなべ市独自の教育
課題の調査、研究を進めるとともに、教職員一人ひとりの資質、指導
力の向上を図ります。
●乳幼児期から学童期を見通した連続性・一貫性のある学習指導・生
徒指導に向けて研究を進めます。また、５歳児から小学校１年生の架
け橋期の教育の充実に向け、保育と教育が協働して「架け橋プログラ
ム」を推進します。
●各校の地域的な特色を活かしたテーマ（環境、食育、国際理解、福
祉など）による学習活動の充実を図ります。また、地域の方々の教育
活動への参画の機会を計画することで、地域との交流促進を図りま
す。

２．主な事業名 ２．主な事業名
●人権教育推進事業 ●学習指導要領改訂事業

●学校ICT活用事業
●GIGAスクール構想整備事業
●外国人英語指導授業
●小中一貫教育推進事業
●学校図書館事業
●教育総合研究所事業
●未来いなべ科事業（小学校）
●未来いなべ科事業（中学校）

３．基本事業の成果指標

第２次実績値 第３次目標値

人権研修会の参加率（各年）
（研修参加教員数／総教員
数）

指標名（各年・累計）

中学３年生の学びに向かう主
体性（肯定的回答生徒数／総
生徒数）

研修会参加者が受講内容を授
業や公務で役立っていると回
答している割合（各年）

◆指標の補足説明
①小中一貫教育において、連続性・一貫性のある学習指導を推進することで、指標にある「学びに向かう主体性」が育まれることにつながる
と考え、この指標を設定した。全国学力学習状況調査「授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいますか。」の回
答に基づく割合。
②研修会参加者が受講内容を日々の実践等につなげることは、教員の指導力を向上させるとともに、児童生徒の学習意欲や仲間づくりを向上
させることにつながると考えるため、この指標を設定した。

第
２
次
総
合
計
画

指標名（各年・累計）
単
位

総合戦略
KPI

第
３
次
総
合
計
画

第
２
次
総
合
計
画

指標名（各年・累計）
単
位

総合戦略
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第
３
次
総
合
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◆第３次総合計画前期基本計画策定に係る施策・基本事業　整理シート

第２次目
標値

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

人 ○ 1,023 1,077 1,077 1,103 1,500

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

％ ― 48.7 40.4 75.1 84.1 88.0 88.0 90.0 90.0 92.0

第２次総合計画 第３次総合計画

基本目標名 第３章 健やかに育ち個性が輝く人づくり 基本目標名 ２ 「こどもまんなか」みんなで学ぶまち

施策名 3-2 創意と活気に満ちた特色ある学校づくりの推進 施策名 学校教育環境の充実

◇現状・課題

●地域の実情に応じて、環境や福祉教育、米づくりや栽培等の様々な
体験活動を通して、各校が特色ある学校づくりを展開するとともに、
家庭や地域との連携、協働関係を強化しながらコミュニティ・スクー
ルの指定や学援隊、学び舎事業の推進等を通じて地域とともに歩む学
校づくりを進めており、今後も継続した取組が必要です。
●ICT機器の整備による情報教育の推進や国際化の進展、社会の変化等
に柔軟に対応できる能力を育成する教育を推進しています。
●家庭、地域及び行政、関係機関等、社会全体で学校を支援する体制
を整えながら、創意と活気に満ちた特色ある学校づくりを行っていく
ことが重要です。
●義務教育の９年間を見通した小中一貫教育を小学校再編とともに進
めてきました。また、小中一貫教育の実施にあたっては、保護者、地
域、学校の連携がより深まるよう工夫することが重要です。

●学習環境の整備や、きめ細やかな教育を推進するための人的配置が
必要です。
●児童生徒の健康保持・増進を図るために、健康状態を把握し、必要
な指導助言を行うことで、健やかに学校生活を送れるようにすること
が必要です。
●義務教育に必要な経費を支援し、児童生徒が安心して教育を受けら
れる状況を保障することが必要です。
●学校を取り巻く問題の複雑化・困難化に社会総がかりで対応してい
くためには、地域と学校の連携協働体制の整備が必要です。また、未
来の創り手を育む「社会に開かれた教育課程」の実現に向け、「地域
と共にある学校づくり」と「学校教育を通じた地域づくり」の一体的
な推進と一層の充実が必要です。
●学校から離れた立地にある地区、小学校の統廃合及び分校の廃止に
伴い、通学が困難な児童生徒についてスクールバスを運行し、安全な
通学を支援することが必要です。

◇５年後のいなべ市の姿（施策の目的）

●PTAや地域、関係機関との連携によって学校への協力支援体制が確立
され、子どもたちが安心して学べる教育環境が整備されています。
●コミュニティ・スクールや学援隊の充実により、創意と活気に満ち
た特色ある学校づくりが推進されています。
●各小中学校の生徒数や学級数等の規模が適正であり、義務教育９年
間を見通した連続性、一貫性のある小中一貫教育が展開されていま
す。

●児童生徒が安心して過ごせる学習環境が保障され、意欲的に教育を
受けることができています。
●コミュニティ・スクールと地域学校協働活動の推進・充実によっ
て、学校と地域が子どもたちの夢と健やかな成長を応援するためにつ
ながり、豊かな学びが創造されています。
●北勢中学校、藤原中学校、十社小学校、員弁西小学校及び藤原小学
校の一部の地区について、スクールバスによる通学が行われていま
す。

◇基本事業１ 地域に開かれた学校づくりの推進 ◇基本事業１ 学校教育環境の充実

１．事業内容 １．事業内容
●未来いなべ科、学援隊事業、コミュニティ・スクールの各事業を密
接に関連づけ、それぞれの事業での地域との交流及び支援の機会を増
やすとともに、支援内容の広がりを図り、特色ある学校づくりを推進
します。

●授業に関わること、通学または健診に関することなど、それぞれの
事業で児童生徒及び保護者が安心して就学できるよう教育環境を整え
ます。
●学校と地域が一体となった教育活動を推進するために、「コミュニ
ティスクール（学校運営協議会を設置した学校）」と「地域学校協働
委員会」の充実を図ります。
●必要な小中学校に対し、安心安全な通学を保障するためスクールバ
スを運行します。

２．主な事業名 ２．主な事業名
●小規模特認校教育推進事業
●学校地域活性化対策事業
●コミュニティ・スクール推進事業
●学援隊事業
●PTA連合会事業

●学校支援事業
●教育振興事業（小学校）
●教育振興事業（中学校）
●就学前検診事業
●学校検診事業（小学校）
●学校検診事業（中学校）
●就学扶助事務（小学校）
●就学扶助事務（中学校）
●地域学校協働事業
●スクールバス運行事業

３．基本事業の成果指標

第２次実績値 第３次目標値

各校に登録する学援隊員数
（各年）

指標名（各年・累計）

中学３年生の社会参画への意
思（肯定的回答生徒数／総生
徒数）

◆指標の補足説明
①地域（保護者）と学校の連携協働体制の整備と協働活動を充実させるために、地域学校協働事業を推進している。活動を通じて、学校と地
域住民（保護者）が協働している様子を実感することで、指標にある「社会参画への意思」が育まれることにつながると考え、この指標を設
定した。全国学力学習状況調査「地域や社会を良くするために、何かしてみたいと思いますか。」の回答に基づく割合。
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◆第３次総合計画前期基本計画策定に係る施策・基本事業　整理シート

第２次目
標値

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

箇所 ― 3 3 7 7 2

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

％ 36 45 45 54 54 63 63

箇所 21 24 25 26 27 28 29

第２次総合計画 第３次総合計画

基本目標名 第３章 健やかに育ち個性が輝く人づくり 基本目標名 ２ 「こどもまんなか」みんなで学ぶまち

施策名
3-2 創意と活気に満ちた特色ある学校づくりの
推進

施策名 学校環境整備の充実

◇現状・課題

●学校施設の耐震補強は完了していますが、老朽化した施設が
あるため、改築や改修が必要です。
●大安学校給食センター及び藤原学校給食センターから小学校 
11校と中学校４校に給食を供給していますが、北勢町内の４小
学校は自校式給食となっています。子どもたちの心身の健康と
正しい食習慣の定着につながる、安全・安心な学校給食の提供
が必要です。

●学校施設は、耐震補強は完了していますが、老朽化のため、改築
や改修が必要です。学校施設は子どもたちが安全に安心して過ごす
場所であるため、また、災害時に避難場所として機能するため、長
寿命化やバリアフリー化を伴う工事を順次進めることが必要です。
●大安学校給食センター及び藤原学校給食センターから小学校７校
と中学校４校に給食を供給していますが、北勢町内の４小学校は自
校式給食となっています。自校式の４小学校の調理室及び調理設備
は老朽化しており、給食施設の統合も含めた検討が必要です。子ど
もたちの心身の健康と正しい食習慣の定着につながる、安全・安心
な学校給食の提供が必要です。

◇５年後のいなべ市の姿（施策の目的）

●児童生徒が安心安全で快適に過ごせる学校環境が確保されて
います。

●児童生徒が安心安全で快適に過ごせる学校環境が確保されていま
す。
●安全、安心な学校給食を安定的に供給しています。

◇基本事業１ 学校環境整備の充実 ◇基本事業１ 学校環境整備の充実

１．事業内容 １．事業内容
●安全で安心な学校給食を安定的に提供する体制を維持しま
す。
●学校施設を適正に維持管理し、児童生徒が安心して過ごせる
環境を確保します。
●老朽化した学校施設の改築・改修を進め、児童生徒の安全を
確保します。

●学校施設を適正に維持管理し、児童生徒が安心して過ごせる環境
を確保します。
●老朽化した学校施設の改築・改修を進め、児童生徒の安全を確保
します。
●安全で安心な学校給食を安定的に提供する体制を維持します。
●学校給食費の公会計化に伴い、物価高騰等の影響に対応し、安定
的に学校給食を実施します。

２．主な事業名 ２．主な事業名
●公立小学校建設事業
●公立中学校施設維持管理事業
●公立中学校施設整備事業
●公立小学校施設維持管理事業
●学校給食施設維持管理事業
●公立小学校施設整備事業
●学校給食施設整備事業

●公立小学校管理事業
●公立小学校施設整備事業
●公立中学校管理事業
●公立中学校施設整備事業
●学校給食管理事業
●学校給食施設整備事業

３．基本事業の成果指標

第２次実績値 第３次目標値

学校施設整備箇所数（災害
除く）（各年）

指標名（各年・累計）

小学校特別教室空調設備設
置率(校舎)

多機能トイレ整備数(校舎及
び体育館)30か所

◆指標の補足説明
●空調設備については、屋内運動場はR7及びR8に100％完了予定のため、小学校校舎特別教室のみの整備率としました(普通教室は
整備済)。設計と工事に２年かかることから２年間の目標値は同じになります。
●トイレ洋式化率については、学習面により和式トイレを残している学校もあるため、多機能トイレ整備率を成果指標としました。
多機能トイレは、日常でも避難所開設時でも、誰もが安心して利用ができるため、整備が必要です。
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◆第３次総合計画前期基本計画策定に係る施策・基本事業　整理シート

第２次目
標値

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

人 ― 318 454 1,467 1,088 1,200

人 ― 126 623 724 1,094 1,450

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

人 ― 318 454 1,467 1,088 1,200 800 850 900 950 1,000

人 ― 126 623 724 1,094 1,450 800 810 820 830 840

第２次総合計画 第３次総合計画
基本目標名 第３章 健やかに育ち個性が輝く人づくり 基本目標名 ２ 「こどもまんなか」みんなで学ぶまち

施策名 3-7 総合的なスポーツの推進 施策名 総合的なスポーツの推進

◇現状・課題

●市民の安全な利用のために、老朽化した施設の適正な維持管理業務
が必要です。
●本市では、参加者は子どもから高齢者まで幅広い世代がスポーツ団
体やサークルで活動しており、それぞれのニーズにあったスポーツラ
イフが求められています。
●競技スポーツから心身のリフレッシュや仲間づくりまで、スポーツ
やレクリエーション活動の目的や内容が多様化する中で、市民の自主
的なスポーツ活動を支援するとともに、誰もが気軽に継続的なスポー
ツ活動を行うことができる環境づくりが求められています。
●地域における公共スポーツ施設や学校体育施設を拠点に、地域住民
が主体的に運営や指導に携わり、多様な技術、技能レベル、多様な趣
味、目的をもつ誰もがスポーツに気軽に親しむことができる環境の整
備が必要です。

●心身の健全な発達、健康及び体力の保持増進、精神的な充足感の獲
得など、スポーツは市民の生活を豊かにします。市民のスポーツに対
する要求や市民の安全な利用のために、改修を含めた施設の適正な維
持管理業務が必要です。
●子どもから高齢者まで幅広い世代がスポーツ団体やサークルで活動
しており、それぞれのニーズにあったスポーツライフが求められてい
ます。
●スポーツやレクリエーション活動の目的や内容が多様化する中で、
市民の自主的なスポーツ活動を支援するとともに、誰もが継続的なス
ポーツ活動を行うことができる環境づくりが求められています。
●幼少期における水難事故を未然に防ぐため、正しい知識を得ること
ができる環境が求められています。

◇５年後のいなべ市の姿（施策の目的）

●市民誰もがスポーツを楽しむことができ、ニュースポーツ、軽ス
ポーツや体力づくりを行うための機会や情報交換、連携・協力できる
体制が確立されています。
●アマチュアスポーツ活動を支えるNPOの強化及び自主財源が確保さ
れ、市民のスポーツ活動及び競技力向上を支援する体制が確立されて
います。
●誰もが利用しやすいスポーツに適した施設が適正に維持、管理さ
れ、市民が安心してスポーツを楽しんでいます。

●市民が気軽にスポーツを楽しむことができるよう、ニュースポー
ツ、軽スポーツや体力づくりを行うための機会や情報交換できる体制
が確立されています。
●アマチュアスポーツ活動を支える団体の強化が進み、市民のスポー
ツ活動及び競技力向上を支援する体制が確立されています。
●誰もが利用しやすいスポーツに適した施設が適正に維持、管理さ
れ、市民が安心してスポーツを楽しんでいます。

◇基本事業１ 生涯スポーツの充実 ◇基本事業１ 生涯スポーツの充実

１．事業内容 １．事業内容
●様々な世代が多様なスポーツ活動に参加できるよう、スポーツ、レ
クリエーション活動の普及・啓発を行います。

●様々な世代が多様なスポーツ活動に参加できるよう、スポーツ、レ
クリエーション活動の普及・啓発を行います。
●指導者を養成し、スポーツ団体の育成を支援します。
●水の事故をゼロにするため、水の安全について正しい知識を学ぶ機
会を設けます。

２．主な事業名 ２．主な事業名
●スポーツ推進委員活動事業
●海洋センター事業
●地域スポーツ推進事業

●スポーツ推進委員活動事業
●海洋センター事業
●地域スポーツ推進事業
●全国大会等出場褒賞事業
●スポーツ団体支援事業
※「●ツアーオブ・ジャパン開催事業」は保留

３．基本事業の成果指標

第２次実績値 第３次目標値

スポーツイベント参加者数
（各年延べ）

ニュースポーツ、軽スポーツ
講習会年間参加者数（各年延
べ）

指標名（各年・累計）

スポーツイベント参加者数
（各年延べ）

ニュースポーツ、軽スポーツ
講習会年間参加者数（各年延
べ）

◆指標の補足説明
　市及び委託団体が行うイベントや各種講習会の参加者数を指標とした。

いなべブランド
P24、40
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第２次目
標値

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

人 ― 201,006 176,982 243,217 249,651 234,000

団体 ― 616 622 625 615 600

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

人 ― 201,006 176,982 243,217 249,651 234,000 230,000 231,000 232,000 233,000 234,000

第２次目
標値

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

人 ― 90 96 163 101 100

人 ― 682 663 688 738 700

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

◇基本事業２ スポーツ施設運営の充実 ◇基本事業２ スポーツ施設運営の充実

１．事業内容 １．事業内容
●多様なスポーツ活動の需要に応えることができるよう、環境の整備
を行います。
●市民が安全にスポーツを楽しめるよう、スポーツ施設を適正に維持
管理します。

●市民のスポーツ活動の要望に応えることができるよう、機会やその
場の提供等の環境の整備を行います。
●市民が安全にスポーツを楽しめるよう、スポーツ施設を適正に維持
管理します。

２．主な事業名 ２．主な事業名
●体育館運営事業
●運動場運営事業
●テニスコート運営事業
●野球場運営事業
●プール・艇庫運営事業
●スポーツ施設修繕事業

●体育館運営事業
●運動場運営事業
●テニスコート運営事業
●野球場運営事業
●プール・艇庫運営事業
●スポーツ施設修繕事業
●温水プール運営事業

３．基本事業の成果指標

第２次実績値 第３次目標値

スポーツ施設年間利用者数
（各年延べ）

スポーツ施設年間利用団体登
録数（各年)

指標名（各年・累計）

スポーツ施設年間利用者数
（各年延べ）

◆指標の補足説明
　スポーツ施設（学校施設利用者含む）の利用者（三カ年平均値）を指標とした。

◇基本事業３ スポーツ団体の育成支援 ◇基本事業３ 基本事業１に統合

１．事業内容 １．事業内容
●指導者の養成とコーディネーターの発掘、養成を行い、スポーツ団
体の育成を支援します。 基本事業１に統合

２．主な事業名 ２．主な事業名
●全国大会等出場褒賞事業
●スポーツ団体支援事業

３．基本事業の成果指標

第２次実績値 第３次目標値

全国大会出場選手数（各年延
べ）

スポーツ少年団団員登録者数
（各年延べ）

指標名（各年・累計）

◆指標の補足説明

第
２
次
総
合
計
画

指標名（各年・累計）
単
位

総合戦略
KPI

第
３
次
総
合
計
画

第
２
次
総
合
計
画

指標名（各年・累計）
単
位

総合戦略
KPI

第
３
次
総
合
計
画

25



◆第３次総合計画前期基本計画策定に係る施策・基本事業　整理シート

第２次目
標値

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

人 ― 445 451 457 418 440 450 460 470 480

人 ― 362 404 521 571 500 510 520 530 540

第２次目
標値

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

人 665 873 866 974 1,100

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12
人 1,058 2676 1,800 1,850 1,900 1,950 2,000

第２次総合計画 第３次総合計画

基本目標名 第３章 健やかに育ち個性が輝く人づくり 基本目標名 ２ 「こどもまんなか」みんなで学ぶまち

施策名 3-6 文化芸術活動の充実 施策名 文化芸術活動の充実

◇現状・課題

●文化や芸術に触れる機会と、自ら活動を行うための情報交換の場や
連携の機会が求められています。
●市内の文化財や天然記念物等について、環境の変化による滅失や個
体の減少が懸念されています。

●芸術文化活動を行うことは、人々に感動や生きる喜びをもたらして
人生を豊かにするものであると同時に、社会全体を活性化する上で大
きな力になるので、その芸術文化に触れる機会及びその成果を発表す
る場や機会が必要です。
●市内の文化財や天然記念物等について、適切な保護及び保存が必要
です。

◇５年後のいなべ市の姿（施策の目的）

●市民と行政が連携し、文化の高揚とふるさと意識を醸成すことによ
り、多彩で個性ある文化環境が創造されています。
●市民、行政、専門家が互いに交流して、天然記念物をはじめとする
文化財の適切な保存と活用を行い、文化財への理解と愛着を深めると
ともに、次の世代につなげる永続的な保護活動が行われています。

●市民主体で文化の高揚を醸成し、多彩で個性ある文化環境が創造さ
れるよう、行政がその活動を支援しています。
●市民、行政、専門家が連携して文化財を適切に保護するとともに、
文化財への理解と愛着を深めるため、市の広報活動や魅力発信のため
の事業に活用しています。

◇基本事業 ◇基本事業１ 文化芸術活動の推進

１．事業内容 １．事業内容

●市民と行政が連携し、文化意識の高揚とふるさと意識の醸成によ
り、多彩で個性ある文化の創造を図ります。

２．主な事業名 ２．主な事業名

●文化芸術活動促進事業

３．基本事業の成果指標

第２次実績値 第３次目標値

指標名（各年・累計）

市民祭作品出展者数（各年延
べ）

市民祭舞台発表出演者数（各
年延べ）

◆指標の補足説明
市民の日ごろの学習成果を発揮できる場を提供しているので、その出展者、出演者の数を指標とした。
指標は令和４年度～６年度の実績値の平均値を参考に設定した。

◇基本事業１ 文化財の保存活用支援 ◇基本事業２ 文化財の保存活用支援

１．事業内容 １．事業内容

●市民と行政が連携し、文化意識の高揚とふるさと意識の醸成によ
り、多彩で個性ある文化の創造を図ります。

●市民、行政、専門家が連携して、文化財を適切に保護します。ま
た、文化財への理解と愛着を深めるために広報事業等を活用して魅力
を発信していきます。

２．主な事業名 ２．主な事業名

●文化芸術活動促進事業
●埋蔵文化財調査記録保存事業
●国重要文化財等保存活用促進事業
●文化財保存活用支援事業
●文化財調査保護事業
●文化資料保存展示事業

●市史編さん事業
●埋蔵文化財調査記録保存事業
●文化財保存活用支援事業
●文化資料保存施設運営事業

３．基本事業の成果指標

第２次実績値 第３次目標値

いなべ市文化協会の会員数
（各年延べ）

指標名（各年・累計）

郷土資料館入場者数

◆指標の補足説明
郷土資料館（R5開館）の入場者の２か年平均値を指標とした。
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◆第３次総合計画前期基本計画策定に係る施策・基本事業　整理シート

第２次目
標値

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

人 ― 26,031 13,625 15,760 21,976 12,500

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

人 ― 26,031 13,625 15,760 21,976 17,800 17,900 18,000 18,100 18,200 18,300

第２次総合計画 第３次総合計画

基本目標名 第３章 健やかに育ち個性が輝く人づくり 基本目標名 ２ 「こどもまんなか」みんなで学ぶまち

施策名 3-8 自然環境の保全･充実 施策名 自然環境の保全･充実

◇現状・課題

●藤原文化センター内で、藤原岳を中心とした鈴鹿山系の動植物を展
示しています。また、一般市民を対象とする自然教室を開催し、鈴鹿
山系を中心に四季折々のいなべの自然を紹介するとともに、毎年、子
どもたちの自然科学作品展を実施しています。
●ふるさとの森や大井田西部公園等において、多様な植物の植栽や市
内に生息する魚類が見られる水槽の設置などを行っています。
●自然環境の保全･充実のため、各種取組を持続的に行っていくことが
必要です。

●藤原岳を中心とした鈴鹿山系の動植物・岩石・化石等の標本や小動
物の生体を展示し、一般市民を対象とする自然教室で自然に親しむ機
会を増やし、四季折々のいなべの自然をホームページ等で紹介してい
ます。
●若い世代が自然を学ぶ場として、児童や生徒たちの自然科学作品展
や研究発表会等を継続的に開催することが必要です。
●ふるさとの森や大井田西部公園等において、多様な植物の植栽や市
内に生息する魚類が見られる自然水族館を整備し、こども連れの親子
が訪れ、市民に学びの場、憩いの場となっています。
●ふるさとの森は、「生物多様性の保全が図られている区域」として
環境省から「自然共生サイト」の認定を受け、大井田西部公園とあわ
せて、これまでと同様に継続的な維持管理作業が必要です。

◇５年後のいなべ市の姿（施策の目的）

●市民がふるさとの自然環境を気軽に観察できるような環境が整備さ
れ、機会の提供が行われています。
●自然保護や動植物に関する情報を発信し、豊かな自然環境の保全、
充実に向けた意識が普及しています。
●大井田西部地区水環境整備事業（県事業）の施設に適応した植生が
整備されています。

●市民や市内小学校の児童たちがふるさとの自然環境を学び、観察で
きる環境が整備され、自然に親しむ機会が提供されています。
●動植物など自然に関する情報をホームページ等で積極的に発信する
ことで、身近な自然に親しむこども達が増えつつあります。

◇基本事業１ 自然環境の保全 ◇基本事業１ 自然環境の保全

１．事業内容 １．事業内容
●ふるさとの森公園の整備や大井田西部公園の適切な管理を行いま
す。また、希少動植物の保全に取り組みます。

●自然共生サイト ふるさとの森および大井田西部公園の適切な維持管
理を行い、自然教室等で活用することで、自然の素晴らしさを再発見
し、誰でも気軽に自然を学べる場とします。また、ホームページやい
なべ市公式チャンネル等で自然情報を発信します。
●開発によって失われる植物を自然共生サイト ふるさとの森へ移植す
るなど希少動植物の保全にも取り組みます。
●ネコギギ保護増殖の取り組みでは、生息状況調査や飼育増殖、試験
放流などを行い、次の世代につながる川づくりと地域づくりの取組を
継続的に進めます。

２．主な事業名 ２．主な事業名
●ふるさとの森公園整備事業
●大井田西部公園管理事業
●希少動植物保全事業

●ふるさとの森公園監理事業
●大井田西部公園管理事業
●希少動植物保全事業
●国重要文化財等保存活用促進事業

３．基本事業の成果指標

第２次実績値 第３次目標値

市ホームページ内「いなべ市
の自然」の各ページのアクセ
ス件数（各年延べ）

指標名（各年・累計）

市ホームページ内「いなべ市
の自然」の各ページのアクセ
ス件数（各年延べ）

◆指標の補足説明
新型コロナ感染症対策の影響が考えられる期間（R2～R3）を除き、R4～R6の平均値17,760を目標値に設定。

いなべブランド
P25
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第２次目
標値

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

人 ― 462 570 395 399 500

人 ― 6,949 10,131 9,163 10,294 12,000

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

％ ― ― ― ― ― 70 72 74 76 78 80 

◇基本事業２ 自然学習施設の充実 ◇基本事業２ 自然学習施設の充実

１．事業内容 １．事業内容
●市民を対象に「藤原岳自然科学館自然教室」を開催し、鈴鹿山系を
中心とするいなべの自然を広く紹介するとともに、自然に触れ合う機
会を設け、ふるさとへの誇りを喚起します。

●動物、植物、岩石等様々な分野の自然教室を開催し、いなべ市の豊
かな自然環境を紹介し、自然に触れ合う機会を提供します。
●写真パネルや標本展示のほか、淡水魚や小動物の生体常設展示をと
おして、特にこども達が実物を見て学ぶ機会を提供します。

２．主な事業名 ２．主な事業名
●藤原岳自然科学館博物展示事業
●藤原岳自然科学館自然教室事業
●藤原岳坂本休憩所管理事業

●藤原岳自然科学館博物展示事業
●藤原岳自然科学館自然教室事業
●屋根のない学校事業

３．基本事業の成果指標

第２次実績値 第３次目標値

「藤原岳自然科学館自然教
室」参加者数（各年延べ）

藤原岳自然科学館の来館者数
（各年延べ）

指標名（各年・累計）

自然教室参加者（科学館+屋
根）アンケート満足度調査で
「大変よかった・よかった」
の割合

◆指標の補足説明
参加者数等からアンケート満足度調査へ変更。
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◆第３次総合計画前期基本計画策定に係る施策・基本事業　整理シート

第２次目
標値

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

人 ○ 3,057 3,772 6,493 4,200

人 ○ 10,611 12,137 11,824 11,000

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

人 ○ 3,057 3,772 6,493 4,200 4,000 4,100 4,200 4,300 4,400

第２次総合計画 第３次総合計画

基本目標名 第３章 健やかに育ち個性が輝く人づくり 基本目標名 ２ 「こどもまんなか」みんなで学ぶまち

施策名 3-4 青少年の夢を育む地域づくりの推進 施策名 青少年の夢を育む地域づくりの推進

◇現状・課題

●近年では、集団遊びや仲間との活動経験が乏しい子どもの増加や地
域のつながりの希薄化により、青少年を取り巻く環境の悪化が懸念さ
れています。
●インターネットやスマートフォン等の情報取得手段の多様化によ
り、問題行動の低年齢化や青少年の規範意識の低下が課題となってい
ます。
●両親の共働きなどにより、子どもの居場所づくりの必要性が増加し
ています。

●人々の意識や価値観の多様化に加え、近年では地域のつながりの希
薄化等により、異年齢の子どもや大人との交流が減っているため、青
少年の様々な体験の機会が必要です。
●スマートフォン等情報機器保有の低年齢化やＳＮＳをはじめとする
情報取得手段の多様化により、問題行動の低年齢化や規範意識の低下
が課題です。
●少子化、核家族化の進行や両親の共働きなどの環境における子ども
の居場所づくりが必要です。

◇５年後のいなべ市の姿（施策の目的）

●家庭、学校、地域、関係機関等の連携により、地域の青少年の育成
能力が向上しています。
●地域の教育力を活かした子どもの居場所づくりが行われるととも
に、学校などの教育機関との連携により、休日や長期休暇などを利用
した感性豊かな子どもの育成が行われています。

●家庭、学校、地域、関係機関等の連携により、地域社会及び家庭に
おける教育力の再生・向上が図られています。
●地域や家庭、関係機関との連携により子どもの居場所づくりが行わ
れるとともに、感性豊かな子どもの育成が行われています。

◇基本事業１ 青少年健全育成の推進 ◇基本事業１ 青少年健全育成の推進

１．事業内容 １．事業内容
●地域や家庭、関係機関と連携を図り、地域力を活かした青少年の育
成に取り組みます。
●子どもの居場所を確保し、子どもの社会性や協調性、自立性を育み
活動機会の創出を図ります。

●地域や家庭、関係機関等と連携を図り、地域社会及び家庭における
教育力の向上に取り組みます。
●子どもの社会性や協調性、自立性を育み、様々な体験の機会の創出
を図り、子どもの居場所を確保します。

２．主な事業名 ２．主な事業名
●青少年健全育成市民活動事業
●新成人記念祝賀事業
●放課後子ども教室事業
●教育集会所管理事業

●青少年健全育成事業
●二十歳の記念式典事業
●集会所管理事業

３．基本事業の成果指標

第２次実績値 第３次目標値

青少年育成市民会議諸事業へ
の市民参加者数（各年延べ）

放課後子ども教室への参加者
数（各年延べ）

指標名（各年・累計）

青少年育成市民会議諸事業へ
の市民参加者数（各年延べ）

◆指標の補足説明
地域社会及び家庭における教育力の再生・向上を図ることを目的に開催する諸事業への参加者数の三か年平均値を指標とした。
放課後子ども教室は健康こども部へ移動した。
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◆第３次総合計画前期基本計画策定に係る施策・基本事業　整理シート

第２次目
標値

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

人 ― 364 1,118 1,101 1,049 700

人 ― 321 538 365 523 850

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

人 ― 364 1,118 1,101 1,049 700 1,000 1,050 1,100 1,150 1,200

第２次総合計画 第３次総合計画

基本目標名 第３章 健やかに育ち個性が輝く人づくり 基本目標名 ２ 「こどもまんなか」みんなで学ぶまち

施策名 3-5 生涯学習の充実 施策名 生涯学習の充実

◇現状・課題

●価値観の多様化の進展等により、自らが学習し、教養を深めること
のできる多様な環境づくりが求められています。また、市民の学習
ニーズに応え、より一層幅広い世代が参加できるように取り組む必要
があります。
●インターネットの進展にともない、読書習慣の減少や活字離れが進
む中、読書活動の重要性が指摘されています。
●旧町ごとに設置されている生涯学習施設等について、適正な維持管
理を行っています。

●市民一人ひとりが生涯を通して学ぶことができる環境の整備、多様
な学習機会の提供、学習した成果が適切に評価され、それを生かして
様々な分野で活動できるようにするための仕組みづくりが求められて
います。
●インターネット及びスマホ等の移動端末の進展にともない、読書習
慣の減少や活字離れが進む中、読書活動の重要性の理解と習慣化が必
要です。
●市内に設置されている文化施設、公民館、図書館等について、適正
な維持管理が必要です。

◇５年後のいなべ市の姿（施策の目的）

●市民の需要に応じた生涯学習講座が開催され、幅広い世代における
市民の学習、教養及び技能習得の機会が効果的に提供されています。
●施設及び付属施設等の維持管理並びに施設貸出業務が適切に行わ
れ、安全で快適に利用されています。

●生涯学習講座や各種講座等が開催によって多様な学習機会が提供さ
れ、幅広い世代における市民の学習、教養及び技能習得の機会が効果
的に提供されています。
●施設及び付属施設等の維持管理並びに施設貸出業務が適切に行わ
れ、安全で快適に利用されています。

◇基本事業１ 学びの機会の充実 ◇基本事業１ 学びの機会の充実

１．事業内容 １．事業内容
●体系的で効果的な学習機会の提供と拡充を行い、幅広い世代におけ
る生涯学習を通じた人づくりを推進します。
●小学校の児童を対象とした「屋根のない学校」を開催し、子どもた
ちが自然と触れ合うことにより、ふるさといなべの自然のすばらし
さ、大切さを感じられるようにします。

●多様な学習機会を提供し、幅広い世代において生涯学習を通じた人
づくりを推進します。
●国際化に対応した地域社会を形成するため、市内在住の外国人と触
れ合う事業や外国語講座の開講、中学生の海外ホームステイ事業を行
う団体を支援します。

２．主な事業名 ２．主な事業名
●社会教育委員合同会議事業
●国際交流事業
●生涯学習講座開催事業
●屋根のない学校事業

●社会教育委員活動事業
●国際交流支援事業
●青少年国際交流支援事業
●生涯学習活動推進事業

３．基本事業の成果指標

第２次実績値 第３次目標値

生涯学習講座参加者数（各年
延べ） 

「屋根のない学校」受講者数
（各年延べ）

指標名（各年・累計）

生涯学習講座参加者数（各年
延べ） 

◆指標の補足説明
幅広い世代における市民の学習、教養及び技能習得の機会が提供されるよう、講座（市民大学講座、歴史と文化の講座）の参加者を指標とし
た。「屋根のない学校」受講者数は、自然学習室へ移行。
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第２次目
標値

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

件 ― 4,563 4,521 5,395 509 5,300

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

人 ― 60,823 88,756 106,255 109,980 100,000 101,000 102,000 103,000 104,000

第２次目
標値

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

件 ― 6,218 4,722 4,092 4,273 4,300

人 ― 19,445 20,026 11,439 12,020 19,400

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

件 ― 6,218 4,722 4,092 4,273 4,300 4,300 4,400 4,500 4,600 4,700

人 ― 200,224 197,632 194,573 187,215 190,000 191,000 192,000 193,000 194,000

◇基本事業２ 生涯学習施設の充実 ◇基本事業２ 生涯学習施設の充実

１．事業内容 １．事業内容
●生涯学習施設予約管理システム等の情報ネットワークシステムを適
切に運用し、利便性の向上により、生涯学習環境の充実を図ります。

●生涯学習施設予約管理システム等の情報ネットワークシステムを適
切に運用し、利便性の向上により、生涯学習施設の利用に対する環境
の充実を図ります。

２．主な事業名 ２．主な事業名
●員弁コミュニティプラザ管理事業
●大安公民館管理事業
●北勢市民会館修繕事業
●北勢市民会館管理事業
●員弁コミュニティプラザ施設整備事業
●公民館連絡協議会事業

●公民館活動推進事業
●北勢市民会館管理事業
●員弁コミュニティプラザ管理事業
●大安公民館管理事業
●北勢市民会館管理事業
●藤原文化センター整備事業
●社会教育施設整備事業

３．基本事業の成果指標

第２次実績値 第３次目標値

年間施設利用件数（各年延
べ）

指標名（各年・累計）

文化施設利用者数（各年）

◆指標の補足説明
北勢市民会館、員弁コミュニティプラザ、大安公民館、藤原文化センターの利用者数の過去３か年の平均値を指標とした。

◇基本事業３ 図書館の利便性向上 ◇基本事業３ 図書館の利便性向上

１．事業内容 １．事業内容
●市内図書館の図書資料情報を一元管理して連携を強化するととも
に、読書活動の推進と、図書館の利便性向上を図ります。

●一元管理している図書館の資料情報を活用して、利用者の利便性を
向上する取り組みや読書活動の推進を進め、また利用しやすい図書館
環境の整備を進めます。

２．主な事業名 ２．主な事業名
●図書館利用促進事業
●北勢図書館事業
●員弁図書館事業
●大安図書館事業
●藤原図書館事業

●図書館利用促進事業
●北勢図書館事業
●員弁図書館事業
●大安図書館事業
●藤原図書館事業

３．基本事業の成果指標

第２次実績値 第３次目標値

インターネットを利用した図
書館書籍予約件数（各年延
べ）

図書館の貸出利用登録者数
（各年）

指標名（各年・累計）

インターネットを利用した図
書館書籍予約件数（各年延
べ）

図書館の貸出冊数（各年）

◆指標の補足説明
インターネットを利用した図書館書籍予約件数のR4～R6の平均値を指標とした。
図書館の図書貸出冊数のR4～R6の平均値を指標とした。
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３ いつまでも笑顔で暮らせるまち
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◆第３次総合計画前期基本計画策定に係る施策・基本事業　整理シート

第２次目
標値

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

回 ○ 88 88 87 87 88

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

回 ― 1,046 1,201 1,086 1,198 1,200 1,210 1,220 1,230 1,240 1,250

第２次目
標値

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

人 ○ 26 25 27 25 24

人 ― 22 23 25 27 27

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

人 ○ 26 25 27 25 25 25 25 25 25 25

人 ― 22 23 25 27 28 29 30 31 32 33

第２次総合計画 第３次総合計画

基本目標名 第４章 生きがいと安心の地域づくり 基本目標名 ３　いつまでも笑顔で暮らせるまち

施策名 4-2 地域医療体制の充実 施策名 地域医療体制の充実

◇現状・課題

●市内中核病院において、一部の診療科では医師不足により市民が満
足できる医療を受けることが難しい場合があります。さらに、市民が
より安心して暮らしていくために、二次救急医療体制の構築に向けた
検討も必要となっています。
●近年、地域の新規開業医がなく、中核救急を担う医療機関に過度な
負担がかかっています。
●産科医の充実に向けて、いなべ総合病院においても継続的に取組が
行われています。

●市内中核病院では、大学との連携協定や寄附講座開設等の施策によ
り、内科医不足は改善されつつあります。しかし、一部診療科におい
て医師の確保が難しく、十分な医療が受けにくい場合があります。
●休日、夜間のケガや発熱等、軽度の救急患者が、入院を要する救急
医療を担う二次救急医療機関の休日・夜間診療を圧迫しています。二
次救急医療機関の負担が大きくならないよう、一次救急と二次救急の
役割を明確にすることが必要です。

◇５年後のいなべ市の姿（施策の目的）

●全ての市民が安心して医療機関を受診できる体制が構築されていま
す。

●住み慣れた地域で安心して暮らせる医療体制が構築されています。

◇基本事業１ 救急医療体制の確保 ◇基本事業１ 救急医療体制の確保

１．事業内容 １．事業内容
●医療機関との多様な連携などにより、地域の一次、二次救急医療体
制を確保します。

●市内中核病院の運営を支援することで、救急医療体制を確保し、休
日及び夜間における急患診療体制の充実を図ります。

２．主な事業名
●救急医療体制整備事業 ●一時救急医療体制事業

●救急医療体制（病院群輪番制）事業
●24時間医療体制運営事業

３．基本事業の成果指標

第２次実績値 第３次目標値

病院群輪番制病院の当番日数

指標名（各年・累計）

病院群輪番制病院の救急車搬
送件数

◆指標の補足説明
救急車の受入（搬送）の増加が、救急医療体制の充実につながることから目標に設定した。

◇基本事業２ 医療従事者の確保 ◇基本事業２ 医療従事者の確保

１．事業内容 １．事業内容
●地域医療体制を維持するために、医療機関の勤務医を確保します。
●医師養成奨学資金を貸し付けることで、貸付者の修学を容易にし、
医師の確保を図ります。

●医療従事者の確保に努めるとともに、地域医療の課題解決に向けた
検討を進めることで、地域医療体制の充実を図ります。

２．主な事業名 ２．主な事業名
●医療従事者緊急確保対策事業 ●医療従事者確保対策事業

●産婦人科医師等確保支援事業
●医師養成奨学金事業
●いなべ市地域医療連携推進学寄附講座

３．基本事業の成果指標

第２次実績値 第３次目標値

病院群輪番制参加病院の常勤
医師数（各年）

奨学金の貸付者数（累計）

指標名（各年・累計）

病院群輪番制参加病院の研修
医を除く常勤医師数（各年）

奨学金の貸付者数（累計）

◆指標の補足説明
・全国的に医師不足の中、医師を減らさず、現状を維持したい。
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◆第３次総合計画前期基本計画策定に係る施策・基本事業　整理シート

第２次目
標値

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

％ ― 65.8 67.0 68.0 62.0 40.0

％ ― 15.8 13.4 13.1 12.6 16.0

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

％ ― 65.8 67.0 68.0 62.0 40.0 76.0 76.0 77.0 77.0 78.0

％ ― 15.8 13.4 13.1 12.6 16.0 16.1 16.2 16.3 16.4 16.5

第２次総合計画 第３次総合計画

基本目標名 第４章 生きがいと安心の地域づくり 基本目標名 ３　いつまでも笑顔で暮らせるまち

施策名 4-3 生涯を通じた健康づくりの推進 施策名 生涯を通じた健康づくりの推進

◇現状・課題

●高齢化の進行にともない、疾病全体に占める生活習慣病の割合が増
加する傾向にあります。特に糖尿病についてハイリスクアプローチが
必要になっています。
●本市は県内では検診受診率が高い状態にありますが、引き続き受診
が疾病の早期発見、早期治療につながることを周知していく必要があ
ります。
●本市では、地域における食生活改善推進員と連携しながら、正しい
食習慣の定着に向けた取組を実施しています。生涯にわたり健康な生
活を維持していくため、こうした食育推進の取組を一層充実していく
ことが必要です。

●生活習慣の変化等から、全国的にがんの罹患者、死亡者が増えてい
ます。本市の検診は、いなべブランドに認定されているように、受診
環境の改善を日々行うことで、県内でも高水準の受診率を維持してい
ますが、未受診者への働きかけの強化など更なる取組も必要です。
●若い世代から働く世代に向けての健康づくりが、将来、健康寿命の
延伸や介護予防につながります。健康への気づき、実践につながる
きっかけとするため健康アプリの普及を進めています。
●「日常生活の中」において、「楽しみながら」「継続して」「運動
を習慣化する」といった健康づくりに取り組めるＩＴ技術を利用した
この健康アプリは、いなべブランドに認定されています。

◇５年後のいなべ市の姿（施策の目的）

●各種検診事業の積極的な受診勧奨が早期発見、早期治療につながっ
ています。
●住み慣れた地域で、元気づくりシステムに多くの市民が参加するこ
とにより、健康増進が促進されています。

●気軽に検診を受けられる環境が整備され、受診率が向上していま
す。
●病気の早期発見、早期治療が市民の間に定着しています。
●多くの市民が健康アプリを利用することで、健康意識が高まり、運
動習慣が定着しています。

◇基本事業１ 疾病の早期発見・早期治療の推進 ◇基本事業１ 疾病の早期発見・早期治療の推進

１．事業内容 １．事業内容
●市民への効率的な検診機会の設定と受診後における要検査者と未受
診者への勧奨を行うことで、疾病の早期発見・治療につなげます。

●市民が効率よく検診を受けられる体制を整えるとともに、受診後の
フォローアップ体制を充実させ、必要な支援を適切に提供すること
で、疾病の早期発見と治療につなげます。

２．主な事業名 ２．主な事業名
●健康推進事業 ●検診・疾病対策事業

３．基本事業の成果指標

第２次実績値 第３次目標値

大腸がんの要精密検査の市民
の受診率（各年）（要精密検
査受診者数／要精密検査対象
者数）

大腸がん検診受診者率（各
年）（受診者数／受診対象者
数）

指標名（各年・累計）

大腸がんの要精密検査の受診
率（要精密検査受診者数／要
精密検査対象者数）（各年）

大腸がん検診受診率（受診者
数／受診対象者数）（各年）

◆指標の補足説明
検診によって隔年受診が推奨されているものや、市町によって検査方法が異なるものがあるため、国や他市町と受診率が比較しやすい毎年検
査が推奨されている大腸がんの受診率を指標とした。

いなべブランド
P27、28

第
２
次
総
合
計
画

指標名（各年・累計）
単
位

総合戦略
KPI

第
３
次
総
合
計
画

34



第２次目
標値

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

％ ― 95.3 90.6 94.9 93.4 96.4

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

％ ― 95.3 90.6 94.9 93.4 96.4 95.0 95.5 96.0 96.5 97.0

第２次目
標値

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

人 ― 5,021 6,100 15,765 21,451 9,410

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

人 107 1,708 2,261 2,368 2,380 2,390 2,400 2,410 2,420 2,430

◇基本事業２ 感染症の予防 ◇基本事業２ 感染症の予防

１．事業内容 １．事業内容
●予防接種率向上のために、感染症に関する正しい情報を市民に提供
します。

こどもの予防接種率の向上を図るとともに、新型コロナウイルス感染
症の対応経験を踏まえ、感染症予防に関する正確な情報を市民へ発信
します。

２．主な事業名 ２．主な事業名
●感染症予防事業 ●こども予防接種事業

●成人感染症予防事業

３．基本事業の成果指標

第２次実績値 第３次目標値

MR（麻疹、風疹混合ワクチ
ン）２期の接種率（接種者数
／接種対象者数）（各年）

指標名（各年・累計）

MR（麻疹、風疹混合ワクチ
ン）２期の接種率（接種者数
／接種対象者数）（各年）

◆指標の補足説明
・麻疹は感染力が強く、重症化のリスクが高いため接種により感染率を低減させる必要がある。（国の指標：95％）
・成人の予防接種は、個人の判断での接種となるため接種率の指標は設定しない。

◇基本事業３ 健康づくりの推進 ◇基本事業３ 健康づくりの推進

１．事業内容 １．事業内容
●関係機関との連携により保健事業を実施し、健康づくりを推進しま
す。

健康アプリの活用推進とポピュレーション事業の実施を通じて、年齢
を問わず誰もが気軽に、楽しく健康づくりに取り組める環境づくりを
進めます。

２．主な事業名 ２．主な事業名
●保健衛生負担金･補助事業
●健康増進事業

●健康づくり事業

３．基本事業の成果指標

第２次実績値 第３次目標値

健康増進事業に参加する市民
の数（各年延べ）

指標名（各年・累計）

健康増進事業に参加する市民
の数（各年延べ）

◆指標の補足説明
参加者を増やすことで、健康習慣の改善や疾病予防につながる可能性があります。
第２次総合計画では関連事業も計上していましたが、今回から健康推進課が主催する事業における参加者の増加を図る指標としました。
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◆第３次総合計画前期基本計画策定に係る施策・基本事業　整理シート

第２次目
標値

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

件 ○ 3,471 3,923 3,573 3,370 4,000

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

件 ○ 3,471 3,923 3,573 3370 4,000 3,600 3,700 3,800 3,900 4,000

人 175 180 180 185 185 190 190

件 38 35 35 33 33 33 30

第２次総合計画 第３次総合計画

基本目標名 第４章 生きがいと安心の地域づくり 基本目標名 ３　いつまでも笑顔で暮らせるまち

施策名
4-9 高齢者が笑顔で自分らしく暮らせるまちづくりの推
進

施策名
高齢者が笑顔で自分らしく暮らせるまちづく
りの推進

◇現状・課題

●本市の平成 31（2019）年４月現在の高齢化率は26.9％で、全国及び
三重県平均よりは下回るものの、緩やかに上昇しており、高齢化が
ピークを迎える2040年には、約 31％に上昇すると見込まれています。
●地域包括ケアシステムを深化・推進するため、介護予防・日常生活
支援総合事業（平成 28年４月～）、地域ケア会議の推進（平成 27年
４月～）、在宅医療・介護連携推進事業（平成 26年６月～）、生活支
援体制整備事業（平成 28年４月～）、認知症総合支援事業（平成 28
年 10月～）に取り組んでいます。
●認知症高齢者等SOSネットワークの充実により、認知症が原因で行方
不明になる恐れがある高齢者等を対象に、QRコードワッペンの交付、
個人賠償責任保険の補助など、見守り体制の強化を図っています。

●地域包括ケアシステムを深化・推進するため、介護予防・日常生活
支援総合事業（平成 28年４月～）、地域ケア会議の推進（平成 27年
４月～）、在宅医療・介護連携推進事業（平成 26年６月～）、生活支
援体制整備事業（平成 28年４月～）、認知症総合支援事業（平成 28
年 10月～）高齢者の保健事業と介護予防の一体的な実施事業（令和4
年4月～）に取り組んでいます。
●高齢化が進む中で認知症の方も増えてきており、令和22年（2040）
には65歳以上の27.8%の方が認知症または軽度認知症になると予想され
ています。認知症が原因で行方不明になる恐れがある高齢者の方と家
族の方を支援するために身元情報を事前に登録していただき行方不明
になった際の捜索に役立てます。またGPS端末機を購入した場合にその
費用の一部を補助したり、個人賠償責任保険の加入を補助したりし
て、見守り体制の強化を図っています。
●令和7年（2025）は「団塊の世代」が後期高齢者になり、4月現在の
高齢化率は28.13%になりました。さらにその先の「団塊ジュニア世
代」が65歳以上になる令和22年（2040）には32.2%となる見込みです。
今後、高齢者の一人暮らし・高齢者のみの世帯が増え、福祉委員会等
の地域での見守り・支え合いが大事になってきます。

◇５年後のいなべ市の姿（施策の目的）

●地域包括ケアシステムの実現により、高齢者等が住み慣れた地域
で、地域とのつながりを持ちつつ、医療や介護のサービスを利用しな
がら、安心して暮らせるまちづくりが推進されています。

●地域ケアシステムのさらなる進化・推進に取り組むことで、制度・
分野ごとの「縦割り」や「世代」、「支え手」「受け手」という関係
を越えて地域住民や地域の多様な主体が参画し住民一人一人が暮らし
と生きがい、地域を共に創っています。

◇基本事業１ 高齢者の包括的な支援の充実 ◇基本事業１ 高齢者の包括的な支援の充実

１．事業内容 １．事業内容
●高齢者等の多様化するニーズや多くの問題を抱えた世帯からの相談
等にも対応できるよう、相談支援体制の充実と、医療・介護の連携体
制の強化など、地域包括支援センターの機能強化を図ります。

●高齢者等の多様化するニーズや多くの問題を抱えた世帯からの相談
等にも対応できるよう、相談支援体制の充実と、医療・介護・保健の
連携体制の強化など、地域包括支援センターの機能強化を図ります。

２．主な事業名 ２．主な事業名
●地域包括支援センター運営事業
●在宅医療・介護連携推進事業

●地域包括支援センター運営事業
●在宅医療・介護連携推進事業
●高齢者の保健事業と介護予防の一体的な実施事業

３．基本事業の成果指標

第２次実績値 第３次目標値

地域包括支援センターにおけ
る総合相談件数（各年延べ）

指標名（各年・累計）

地域包括支援センターにおけ
る総合相談件数（各年延べ）

在宅医療・介護連携研修会の
参加者数

健康不明者訪問数

◆指標の補足説明　地域包括支援センターの総合相談件数は委員の指摘により目標値を下げた。在宅医療・介護連携支援センターの実施する
研修会への専門職の参加者数により在宅医療・介護連携推進事業を評価。健康不明者訪問数により高齢者の保健事業と介護予防の一体的な実
施事業を評価。健康不明者が減るということは健康状態を把握できているということなので訪問数が減る目標にした。

いなべブランド
P33、34
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３．基本事業の成果指標
第２次目

標値

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

人 ― 44 46 55 90

人 ○ 9,615 9,925 10,443 9,300

団体 ○ 332 337 363 360

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

人 ○ 9,615 9,925 10,443 10,783 9,300 11,000 11,300 11,400 11,600 11,800

団体 ○ 332 337 363 343 360 365 370 375 380 385

25 25 30 30 30

第２次目
標値

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

箇所 ○ 84 85 85 85 90

人 ○ 687 691 683 684 755

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

人 33,280 41,058 42,805 44,228 45,000 45,500 46,000 46,500 47,000 47,500

人 ○ 687 691 683 684 755 685 685 690 690 695

◇基本事業２ 高齢者が地域で安心して暮らすための支援 ◇基本事業２
高齢者がいつまでも地域で安心して自分らし
く暮らすための支援

１．事業内容 １．事業内容
●認知症ケアに関する専門職や生活支援コーディネーターの配置によ
るネットワークの構築、地域での見守り活動の推進により、認知症等
の早期発見、虐待の防止、生活支援サービスの充実など、高齢者が安
心して生活できる環境づくりを行います。

●認知症ケアに関する専門職や生活支援コーディネーターの配置によ
るネットワークの構築、地域での見守り活動の推進により、認知症等
の早期発見、虐待の防止、生活支援サービスの充実など、高齢者が安
心していつまでも住み慣れた地域で生活できる環境づくりを行いま
す。

２．主な事業名 ２．主な事業名
●認知症総合支援事業
●生活支援体制整備事業
●在宅老人福祉事業
●成年後見制度扶助事業
●老人短期保護事業
●老人福祉施設保護措置事業

●認知症総合支援事業
●地域力強化推進事業
●在宅老人福祉事業
●成年後見制度事業
●老人短期保護事業
●老人福祉施設保護措置事業

第２次実績値 第３次目標値

認知症高齢者等SOSネットワー
ク事前登録者数（各年）

認知症サポーター数（累計）

見守りネットワーク協力団体
数（各年）

指標名（各年・累計）

認知症サポーター数（累計）

見守りネットワーク協力団体
数（各年）

認知症高齢者等SOSネットワー
ク新規登録者数（各年）

◆指標の補足説明
SOSネットワーク事前登録者数は、状況変化により抹消することもあり、新規登録があっても総数が増えるわけでもない。
今回、事前登録者数から新規登録者数に変更する。
認知症高齢者等SOSネットワーク新規登録者数は同じ人口サイズの他市の状況を確認し、目標値を設定した。

◇基本事業３ 高齢者の元気づくりの推進 ◇基本事業３ 高齢者の元気づくりの推進

１．事業内容 １．事業内容
●高齢期になっても、就労や社会参加の機会を保ちながら、介護予防
や認知症予防に取り組み、心身ともに元気で、生きがいを持って生活
できる体制づくりを行います。

●高齢期になっても、就労や社会参加の機会を保ちながら、介護予防
や認知症予防に取り組み、心身ともに元気で、生きがいを持っていつ
までも住み慣れた地域で生活できる体制づくりを行います。

２．主な事業名 ２．主な事業名
●介護予防推進事業
●シルバー人材事業
●老人福祉施設センター等管理事業
●敬老事業

●介護予防推進事業
●シルバー人材事業
●老人福祉施設センター等管理事業
●敬老事業

３．基本事業の成果指標

第２次実績値 第３次目標値

元気リーダーコース実施箇所
数（累計）

シルバー人材センター登録会
員数（各年）

指標名（各年・累計）

元気リーダーコース参加者数
（累計）

シルバー人材センター登録会
員数（各年）

◆指標の補足説明
委員の意見より、元気リーダーコースの実施箇所から参加者数に変更。
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◆第３次総合計画前期基本計画策定に係る施策・基本事業　整理シート

第２次目
標値

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

件 ― 46,181 46,152 47,083 47,930 50,200

回 ― 64 41 29 52 30

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

％ ― 15 16 16 16 16 16 16 16 16

件 ― 46,181 46,152 47,083 47,930 48,500 49,000 49,500 50,000 50,551

人 ― - - 13 12 15 15 18 18 20

第２次総合計画 第３次総合計画

基本目標名 第４章 生きがいと安心の地域づくり 基本目標名 ３　いつまでも笑顔で暮らせるまち

施策名
4-10 高齢者がいつまでも安心して暮らせるまちづくり
の推進

施策名
高齢者がいつまでも安心して暮らせるまちづ
くりの推進

◇現状・課題

●平成 31（2019）年４月現在の要介護認定率は15.3％で、全国及び三
重県平均を下回る数値で推移しています。
●認定率は横ばいですが、高齢化にともなう高齢者数の増加と、認知
症高齢者等の増加により、認定者数は増加傾向にあります。
●要介護度別の内訳では、要介護１・２の軽度認定者の割合が高く、
要介護２・３の中度認定者の増加率が大きくなっています。
●高齢化が進む一方、現役世代人口が減少するため、介護人材の確保
と地域全体での支え合い（互助）の促進が必要です。

●令和７（2025）年４月現在の要介護認定率は16.1％で、全国及び三
重県平均を下回る数値で推移しています。
●認定率は横ばいですが、高齢化の進行が続いており、後期高齢者数
の増加や認知症高齢者数の増加等により、要介護認定者数は増加傾向
にあります。
●要介護度別の内訳では、要介護１・２の認定者の割合が高く、要支
援１・２を含む軽度認定者の増加率が大きくなっています。
●高齢化が進む一方、現役世代人口が減少するため、介護人材の確保
と地域全体での支え合い（互助）の促進が必要です。

◇５年後のいなべ市の姿（施策の目的）

●介護（予防）サービスの提供が適切に行われ、高齢者等がいつまで
も住み慣れた地域で、安心して生活できるまちづくりが行われていま
す。

●介護（予防）サービスの提供が適切に行われ、高齢者等がいつまで
も住み慣れた地域で、安心して生活できるまちづくりが行われていま
す。

◇基本事業１ 予防重視型サービスの充実 ◇基本事業１ 予防重視型サービスの充実

１．事業内容 １．事業内容
●介護予防・日常生活支援総合事業の効率的な実施による介護予防の
推進と、介護保険サービスの適正な実施による要介護状態の重度化防
止を図ります。
●保険者機能の強化により、持続可能な介護サービスの提供体制を構
築、維持します。

●介護予防・日常生活支援総合事業の効率的な実施による介護予防の
推進と、介護保険サービスの適正な実施による要介護状態の重度化防
止を図ります。
●保険者機能の強化により、持続可能な介護サービスの提供体制を構
築、維持します。
●介護初心者向けの講座の開催や研修費用の助成により、介護人材の
すそ野拡大を図ります。

２．主な事業名 ２．主な事業名
●介護保険事業
●介護サービス給付事業
●介護予防・生活支援サービス事業
●一般介護予防事業
●介護認定審査会事業

●介護保険事業
●介護サービス給付事業
●介護予防サービス給付事業
●員弁地区介護認定審査会共同設置事業
●介護給付費等費用適正化事業
●介護従事者確保事業

３．基本事業の成果指標

第２次実績値 第３次目標値

介護（予防）サービス給付件
数（各年延べ）

地域ケア会議開催回数（各
年） 

指標名（各年・累計）

介護認定率（年度末現在）

介護（予防）サービス給付件
数（各年延べ）

介護に関する入門的研修の修
了者数

◆指標の補足説明
・第2次計画における指標「地域ケア会議開催件数」に代えて、第3次計画では「介護認定率」を位置付けるとともに、その目標値については
過去の実績値を起点としながらも、今後、65歳以上高齢者数が横ばいで高止まりする中、その中に占める後期高齢者の割合が急増し、介護
サービスの需要度が更に高まるため、現在の認定率を今後も維持していくことで目標値を設定しました。
・第２次総合計画でご意見をいただいた介護人材確保に関する課題について、介護初心者向けの研修修了者数を増やし、介護助手等として介
護施設等で働いたり、地域の助け合い活動団体に参加してもらえる介護人材を養成していく成果目標を設定しました。
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◆第３次総合計画前期基本計画策定に係る施策・基本事業　整理シート

第２次総合計画 第３次総合計画

基本目標名 第４章 生きがいと安心の地域づくり 基本目標名 ３　いつまでも笑顔で暮らせるまち

施策名
4-11 地域でいきいきと安心して暮らせる障が
い者福祉の推進

施策名
地域でいきいきと安心して暮らせる障がい
者福祉の推進

◇現状・課題

●共生社会の実現のため、地域社会で、日常生活や社会生活を
営む支援が受けられるような環境整備が必要です。地域で自立
した生活を実現するため、障がい者グループホームや自由度の
高いひとり暮らしを希望する人が増えています。また、障がい
者雇用が進み、福祉就労から一般就労への移行の可能性が高く
なっています。こうした生活状況の変化により、新たに生活面
での様々な課題が生じていると考えられるため、相談支援のさ
らなる充実や福祉サービスの拡充が必要です。
●障がいのある子どもの多様化するニーズへの支援拡充、サー
ビスの質の確保や内容の充実が必要です。また近年、医学の進
歩にともない医療的ケアが必要な児童が増えています。医療、
保健、福祉、教育等の連携した支援が受けられるようにする必
要があります。

●障がい者の多様なニーズが増加する中で、障がい当事者とその家族
や支援関係機関が抱える課題も複雑化・多様化しています。
●障がい者の経済的自立に関しては、依然として大きな課題が存在し
ています。障がい者雇用率は徐々に上昇傾向にあるものの、就労継続
支援B型事業所における工賃は低水準にとどまっており、特に障がい
の程度が重い方にとっては、自立した生活の実現が難しい状況が続い
ています。
●障がい者に対する差別や偏見の解消についても、依然として大きな
社会的課題となっています。障害者差別解消法の施行により、差別の
是正や合理的配慮の推進が図られてきましたが、障がいへの理解不足
や無意識の偏見などにより、社会参加や自立の機会が制限される現状
があります。
●障がい福祉サービスの需要が拡大する中、専門的知識と技能を備え
た人材の確保・育成が喫緊の課題となっています。特に地方部におい
ては、都市部に比べて利用可能なサービスの種類や質に格差が存在し
ており、必要なサービスを受けられる体制づくりが課題です。

◇５年後のいなべ市の姿（施策の目的）

●障がいのある人の特性について正しく理解され、一人ひとり
の意思が尊重され、差別や偏見がなく安心して生活できる社会
となっています。
●相談支援体制が充実し、日常生活での相談のほか、自分に
合った福祉サービスが選択しやすいようになっています。乳幼
児期から学齢期、学校卒業後の就労や地域生活といったライフ
ステージ全体を支援する体制が進められています。

●「誰一人取り残さない持続可能で多様性と包摂性のある社会」の実
現を目指し、地域住民一人ひとりが協働し、日々支え合いながら、生
活の中に楽しみや生きがいを見出し、生活上のさまざまな困難を抱え
た場合であっても、誰もが社会から孤立することなく、安心してその
人らしい生活を送ることができる社会となっています。
●個人の価値観やライフスタイルの多様化など、社会構造の変化を踏
まえ、人と人とのつながりを大切にした多面的かつ柔軟な支援が提供
される地域づくり体制が進められています。

◇基本事業１ 障がい福祉サービスの充実 ◇基本事業１ 障がい福祉サービスの充実

１．事業内容 １．事業内容
●障がいのある人への正しい理解と啓発促進、相談支援体制の
充実、わかりやすい情報提供体制の構築、権利擁護の推進、差
別の解消、虐待の防止などに取り組みます。
●健康づくりの推進、医療体制の充実、障がいの早期発見、早
期療育を推進します。
●福祉サービスの充実、生活支援の拡充、福祉マンパワーの活
用、バリアフリーの推進、防災・防犯対策の充実に取り組みま
す。
●交流の促進、生涯学習活動の推進、就労支援、就労継続支援
等の充実により社会参加を促進します。
●就学前児童への支援、インクルーシブ教育の推進、途切れの
ない支援の整備を行います。

●障がいに対する正しい理解を深めるため、学校や地域における啓発
活動に取り組みます。
●障がいのある方に対する差別の解消を目指し、虐待防止に関する相
談体制の充実を図るとともに、早期発見・早期対応を図ります。
●障がいの重度化や高齢化といった将来的な課題を見据え、居住支援
機能を備えた拠点や支援体制の整備・充実を進めます。
●就労支援の充実を図るため、就業・生活支援センターおよび就労移
行支援・就労継続支援事業所の整備・拡充を図ります。
●障がいのある方が就労先や働き方についてより良い選択ができるよ
う、就労アセスメントの手法を活用し、本人の希望や就労能力、適性
等を踏まえた支援を実施していきます。これにあたり、管内の関係事
業所と連携し、個々のニーズに即したサービスの提供に努めます。

２．主な事業名 ２．主な事業名
●障害者福祉事業
●障害者補装具支給事業
●障害者手当支給事業
●地域生活支援事業
●手話通訳者等派遣事業
●障害者介護給付費等支給審査会共同設置事業
●障害者自立支援福祉サービス事業
●障害者自立支援医療給付事業
●農と福祉の活性化事業

●障害者福祉事業
●障害者手当支給事業
●地域生活支援事業
●障害者自立支援福祉サービス事業
●障害者自立支援医療給付事業
●障害者補装具支給事業
●障がい者グループホーム整備補助事業
●障害者介護給付費等支給審査会共同設置事業
●手話通訳者等派遣事業
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第２次目
標値

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12
件 ― 19,973 14,768 14,929 16,307 17,000

人 ― 5,983 6,343 7,347 7,452 7,460

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12
件 ― 19,973 14,768 14,929 16,307 16,700 16,900 17,100 17,300 17,500

人 ― 5,983 6,343 7,347 7,452 7,650 7,750 7,850 7,950 8,050

３．基本事業の成果指標

第２次実績値 第３次目標値

相談支援件数（各年延べ）

障がい福祉サービス等利用
者数（各年延べ）

指標名（各年・累計）

相談支援件数（各年延べ）

障がい福祉サービス等利用
者数（各年延べ）

◆指標の補足説明
　相談支援件数が増加することで、障がい福祉サービスのニーズの把握が可能となり、必要なサービスを提供する体制の整備促進に
つながり、地域で安心して暮らせる障がい者福祉の推進につながります。

第
２
次
総
合
計
画

指標名（各年・累計）
単
位

総合
戦略
KPI

第
３
次
総
合
計
画
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◆第３次総合計画前期基本計画策定に係る施策・基本事業　整理シート

第２次目
標値

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

件 ○ 187 178 177 214 120

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

187 178 177 214 210 220 210 220 230

第２次総合計画 第３次総合計画

基本目標名 第４章 生きがいと安心の地域づくり 基本目標名 ３　いつまでも笑顔で暮らせるまち

施策名 4-1 地域の助け合いによる福祉の充実 施策名 地域の助け合いによる福祉の充実

◇現状・課題

●地域住民相互の社会的なつながりを再構築するため、地域ごとの福
祉委員会設置やボランティア活動推進等、地域住民が主体的に参画で
きる環境づくりを進めていく必要があります。
●福祉サービスのニーズの多様化にともない、相談体制をより充実さ
せ、地域も含めた関係団体が連携して支援にあたる必要があります。

●少子高齢化の進行や家族形態の変化、地域社会の変容などにより、
社会環境は大きく変化し、福祉に対するニーズが多様化・複雑化して
います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
●住民主体による互助の体制を構築するため、自治会単位での「福祉
委員会」の設置やボランティア活動団体等との環境づくりを進め、支
え合える地域づくりを進めていくことが必要です。

◇５年後のいなべ市の姿（施策の目的）

●市民が互いに協力し、主体的な地域福祉活動が活発に展開されてい
ます。

●市民・福祉団体関係・社会福祉協議会・行政などが協力して、「助
け合い」「支え合い」の取組みを展開し、誰もが住み慣れた地域で安
心して自立した生活を送っています。

◇基本事業１ 地域福祉活動の充実 ◇基本事業１ 地域福祉活動の充実

１．事業内容 １．事業内容
●市民による自主的・自発的な地域福祉活動のために、支援・協働す
る社会福祉協議会等の活動を支援します。
●地域活動推進のために、市民が互いに協力し、主体的な福祉活動が
展開されるよう、各種機会の提供や相談等を行います。

●市民による自主的・自発的な地域福祉活動のために、「民生委員・
児童委員事業」をはじめ、「社会福祉団体事業」を担っている社会福
祉協議会を支援します。
●地域活動推進のために、市民が互いに協力し、主体的な福祉活動が
展開されるよう、社会福祉協議会を通じて、民生委員が参加する福祉
委員会をはじめとした地域福祉活動の各種機会の提供や民生委員によ
る一般相談をはじめ、各種相談事業を行います。

２．主な事業名 ２．主な事業名
●社会福祉団体事業
●戦傷病者・戦没者遺族等援護・追悼事業
●民生委員・児童委員事業
●保護司会事業
●地域自殺対策事業

●社会福祉団体事業
●戦傷病者・戦没者遺族等援護・追悼事業
●民生委員・児童委員事業
●保護司会事業
●地域自殺対策事業

３．基本事業の成果指標

第２次実績値 第３次目標値

民生委員から地域包括支援セ
ンターへの相談件数（各年延
べ） 

指標名（各年・累計）

民生委員から地域包括支援セ
ンターへの相談件数（各年延
べ）

◆指標の補足説明                                                                                                                                      
民生委員は地域に密着して活動しており、地域包括支援センターは専門性を活かして具体的な支援策を提供するという地域福祉において互い
に補完する関係です。この両者が連携することにより、支援の漏れ防止、重複回避、地域住民への安心感の提供、支援をタイムリーに届ける
ことが可能となります。このため、両者の連携度合を数値化するため、民生委員から地域包括支援センターへの相談件数を指標としておりま
す。ちなみに民生委員は３年毎に改選があります。

第
２
次
総
合
計
画

指標名（各年・累計）
単
位

総合戦略
KPI

第
３
次
総
合
計
画
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◆第３次総合計画前期基本計画策定に係る施策・基本事業　整理シート

第２次目
標値

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

％ ― 95.83 96.11 96.25 96.07 96.07

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

％ ― 54.50 53.40 55.40 55.40 57.00 57.20 57.40 57.60 57.80 58.00

第２次総合計画 第３次総合計画

基本目標名 第４章 生きがいと安心の地域づくり 基本目標名 ３　いつまでも笑顔で暮らせるまち

施策名 4-12 社会保障制度の健全で円滑な運用 施策名 社会保障制度の健全で円滑な運用

◇現状・課題

●国民健康保険は、高齢化の進行により医療に対する需要が大きい高
齢者や保険税の負担能力の低い低所得者が多く加入しているため、安
定的な運営が厳しくなっています。
●社会保障・税一体改革による社会保障制度改革により、平成30
（2018）年度から県が財政運営の責任主体となり、制度の安定化が図
られることとなりました。市は、市民と身近な関係の中、資格管理、
保険給付、保険税率の決定、賦課・徴収及び保健事業など地域におけ
るきめ細かい事業を引き続き担います。
●社会構造の変化にともない、福祉医療費扶助費が増加しています。

●平成30年度より、三重県が財政運営の責任主体となり、「三重県国
民健康保険運営方針」に基づく運営を実施しています。
●「三重県国民健康保険運営方針」に基づき、令和11年度（2029）の
標準保険料率への統一に向け、国保税率の段階的引き上げを実施して
います。
●令和6年（2024）12月より「マイナ保険証」の本格実施が開始となる
とともに、令和7年度（2025）には自治体基幹システムの標準化システ
ムへ移行します。
●令和8年度（2026）より「子ども・子育て支援金制度」の財源の国保
税からの徴収が開始されます。
●社会構造の変化にともない、福祉医療費扶助費が増加しています。

◇５年後のいなべ市の姿（施策の目的）

●国民健康保険が広域化され、医療費の適正化などにより制度の健全
な運営が図られています。
●生活習慣病対策のため、特定健康診査を実施し、医療費が適正化さ
れています。
●75歳以上の高齢者などの医療を確保するため、三重県後期高齢者医
療広域連合と連携し適正な運営が図られています。

●国民健康保険の広域化、マイナ保険証の実施、医療費の適正化など
により制度の健全な運営が図られています。
●生活習慣病対策のため、特定健康診査を実施し、医療費が適正化さ
れています。
●75歳以上の高齢者などの医療を確保するため、三重県後期高齢者医
療広域連合と連携し、適正な運営が図られています。

◇基本事業１ 国民健康保険の充実 ◇基本事業１ 国民健康保険の充実

１．事業内容 １．事業内容
●国民健康保険被保険者が安心して暮らす
ために、健全で円滑な運営を図ります。

●国民健康保険被保険者が安心して暮らすために、社会保障制度の変
革に沿った賦課徴収と給付事業を実施し、健全で円滑な運営を図りま
す。

２．主な事業名 ２．主な事業名
●国民健康保険事務
●運営協議会事業

●国民健康保険事務
●運営協議会事業
●療養給付事業
●高額療養費等給付事業
●出産育児一時金支給事業
●葬祭費支給事業
●保健衛生普及事業
●特定健康診査事業
●特定保健指導事業

３．基本事業の成果指標

第２次実績値 第３次目標値

国民健康保険税収納率（各
年）（収入金額／国民健康保
険税）　

指標名（各年・累計）

特定健康診査受診率（各年）
（受診者数／40～74歳の被保
険者数）

◆指標の補足説明
　病気の早期発見、早期治療に加えＰＨＲ（パーソナルヘルスデータ）による生活習慣の改善の第一歩として特定検診を推奨し医療費の抑制
をめざします。第２期三重県国民健康保険運営方針（令和6年3月）にある特定健診受診率（全国36.4％、三重県43.8％）を上回る実績を維持
することを目標にしました。

第
２
次
総
合
計
画

指標名（各年・累計）
単
位

総合戦略
KPI

第
３
次
総
合
計
画
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第２次目
標値

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

件 ― 142,242 144,362 140,382 134,396 146,500

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

第２次目
標値

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

％ ― 54.50 53.40 55.40 55.40 57.00

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

◇基本事業２ 国民健康保険医療費の適切な給付 ◇基本事業 基本事業１に統合

１．事業内容 １．事業内容
●予防の周知、啓発などにより、医療費の伸びを抑え運営の安定を図
ります。 基本事業１に統合

２．主な事業名 ２．主な事業名
●療養給付事業
●高額療養費給付事業
●高額介護合算療養費給付事業
●被保険者移送費事業
●出産育児一時金支給事業
●葬祭費支給事業

３．基本事業の成果指標

第２次実績値 第３次目標値

事業年報（C表様式15）にある
一般医療給付件数（各年）※
暦年並みの給付件数維持

指標名（各年・累計）

◆指標の補足説明

◇基本事業３ 国民健康保険による健康維持の推進 ◇基本事業 基本事業１に統合

１．事業内容 １．事業内容
●予防の周知、啓発などにより、医療費の伸びを抑え運営の安定を図
ります。 基本事業１に統合

２．主な事業名 ２．主な事業名
●保健衛生普及事業
●特定健康診査事業
●特定保健指導事業

３．基本事業の成果指標

第２次実績値 第３次目標値

特定健康診査受診率（各年）
（受診者数／40～74歳の被保
険者数）

指標名（各年・累計）

◆指標の補足説明

◇基本事業４ 後期高齢者医療保険制度の円滑な運営 ◇基本事業２ 後期高齢者医療保険制度の円滑な運営

１．事業内容 １．事業内容
●75歳以上の高齢者などの医療を確保するため、広域連合と連携し適
正な運営を図ります。

●75歳以上の高齢者などの医療を確保するため、広域連合と連携し社
会保障制度の変革に沿った適正な運営を図ります。

２．主な事業名 ２．主な事業名
●後期高齢者医療事業
●後期高齢者医療制度運営事業

●後期高齢者医療事業
●後期高齢者医療制度運営事業

第
２
次
総
合
計
画

指標名（各年・累計）
単
位

総合戦略
KPI

第
３
次
総
合
計
画
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第２次目
標値

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

％ ― 99.44 99.84 99.66 99.63 99.50

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

％ ― 46.65 45.22 45.33 46.09 47.00 47.01 47.02 47.03 47.04 47.05

第２次目
標値

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

千円 ― 277,365 282,891 313,911 324,602 327,000

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

千円 ― 277,365 282,891 313,911 324,602 327,000 325,200 325,400 325,800 326,000 327,000

第２次目
標値

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

件 ― 8,607 8,278 8,325 8,350 8,300

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12
件 ― 8,607 8,278 8,325 8,350 8,300 8,320 8,330 8,340 8,350 8,360

３．基本事業の成果指標

第２次実績値 第３次目標値

後期高齢者医療保険料収納率
（各年）（収入金額／後期高
齢者医療保険料）

指標名（各年・累計）

健康診査受診率（各年）（受
診者数／被保険者数）

◆指標の補足説明
　病気の早期発見、早期治療に加えＰＨＲ（パーソナルヘルスデータ）による生活習慣の改善の第一歩として特定検診を推奨し医療費の抑制
をめざします。三重県後期高齢者医療広域連合第3期データヘルス計画（令和6年3月）にある健診受診率（令和4年度41.0％ 目標値42.0）を上
回る実績を維持することを目標にしました。

◇基本事業５ 福祉医療制度の健全で円滑な運営 ◇基本事業３ 福祉医療制度の健全で円滑な運営

１．事業内容 １．事業内容
●重度の心身障がい者、母子、父子家庭の生活の自立・安定や子育て
支援の充実のため、医療費の支援を行います。

●重度の心身障がい者、母子、父子家庭の生活の自立・安定や子育て
支援の充実のため、社会保障制度の変革に沿った医療費の支援を行い
ます。

２．主な事業名 ２．主な事業名
●障がい者医療費扶助事業
●子ども医療費扶助事業
●一人親家庭等医療費扶助事業

●障がい者医療費扶助事業
●子ども医療費扶助事業
●一人親家庭等医療費扶助事業

３．基本事業の成果指標

第２次実績値 第３次目標値

福祉医療費の助成額（各年）

指標名（各年・累計）

福祉医療費の助成額（各年）

◆指標の補足説明
暦年並みの助成額の維持を目標に設定。

◇基本事業６ 国民年金の適正な運営 ◇基本事業４ 国民年金の適正な運営

１．事業内容 １．事業内容
●法定受託事業であり、市役所窓口や電話での届出受付、相談、問い
合わせなどと合わせ、国民年金制度の正しい理解のための周知を行い
ます。

●法定受託事業であり、市役所窓口や電話での届出受付、相談、問い
合わせなどと合わせ、社会保障制度の変革に沿った国民年金制度の正
しい理解のための周知を行います。

２．主な事業名 ２．主な事業名
●国民年金事業 ●国民年金事業

３．基本事業の成果指標

第２次実績値 第３次目標値

年金相談件数（各年延べ）

指標名（各年・累計）

年金相談件数（各年延べ）

◆指標の補足説明
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◆第３次総合計画前期基本計画策定に係る施策・基本事業　整理シート

第２次目
標値

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

‰ ― 3.1 3.3 3.2 3.3 3.2

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

人 14 16 11 19 20 22 24 24 26 27

第２次総合計画 第３次総合計画

基本目標名 第４章 生きがいと安心の地域づくり 基本目標名 ３　いつまでも笑顔で暮らせるまち

施策名 4-13 適切な生活保護制度の推進 施策名 適切な生活保護制度の推進

◇現状・課題

●生活保護世帯は減少傾向にあります。一方で生活困窮者自立支援法
による相談が増え、生活保護に至る前に支援が開始されて自立につな
がっています。
●生活困窮の原因の一つに、ひきこもり問題があります。ひきこもり
当事者が高齢化して世帯収入の増加が望めません。若年期の早期相
談、早期支援が必要です。
●自宅で暮らせなくなった高齢者がサービス付き高齢者住宅に入居
し、年金で不足する部分を生活保護費で賄うケースが増加していま
す。

●保護世帯数の変化は、ここ数年横ばい傾向ですが、物価高騰、家族
関係の希薄化など、今後、生活に困窮する世帯が増加すると考えられ
ます。生活保護を要する状況になる前に、早期からの相談支援体制を
充実させていく必要があります。寄り添った伴走型の支援を行うこと
による課題解決が求められます。
●生活困窮の原因の一つに、ひきこもり等の課題があります。ひきこ
もり当事者の自己決定・意思を尊重し、自立と自律が促進されるよ
う、支援体制の充実が必要です。
●失敗体験の繰り返しなど社会参加への不安や意欲の低下に加え、精
神疾患、家族関係など複合的な課題を抱える人が増えています。

◇５年後のいなべ市の姿（施策の目的）

●生活困窮者の状況が理解され、ひきこもりを含めた生活困窮世帯に
寄り添いながら、総合的な支援によって生活困窮世帯が自立できてい
ます。

●生活に困窮する人が、安心して希望をもって生活できる包摂的なま
ちへと進化しています。
●相談支援体制が充実し、属性にとらわれない相談支援により、金銭
的課題だけでなく、就労、住居、子育て、医療、介護など、切れ目の
ない総合的な相談支援体制が確立しています。

◇基本事業１ 生活保護制度の適切な運営 ◇基本事業１ 生活保護制度の適切な運営

１．事業内容 １．事業内容
●要保護者の多様な困窮要因を把握し、他法他施策の活用を図りなが
ら、要保護者の経済的、日常生活的、社会的自立を促進します。

●生活保護費を支給するだけでは、自立した生活を送れない人もいる
ことから、その人にふさわしい生活を支援するため、多職種・多機関
が、連携をとり、経済、日常生活、社会的自立に向けた支援を促進し
ます。

２．主な事業名 ２．主な事業名
●生活保護事業 ●生活保護事業

３．基本事業の成果指標

第２次実績値 第３次目標値

生活保護率（各年）（生活保
護受給者数／市の総人口）

指標名（各年・累計）

就労及び就労のための準備訓
練等を行った被保護者の人数

◆指標の補足説明
再考し、生活保護は、憲法に基づいた制度のため、指標に保護率を設定することは好ましくないと判断した。
生活保護は、経済的自立だけでなく、社会的自立も目指した制度であるため、就労支援を行った数と社会性を身に着けるための支援を行った
数を成果指標として新たに設定する。

第
２
次
総
合
計
画

指標名（各年・累計）
単
位

総合戦略
KPI

第
３
次
総
合
計
画

45



第２次目
標値

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

件 ― 214 146 106 139 122

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

件 ― 214 146 106 139 122 122 125 125 130 130

◇基本事業２ 生活困窮者の相談支援 ◇基本事業２ 生活困窮者の相談支援

１．事業内容 １．事業内容
●生活保護に至る前に、様々な課題をかかえている生活困窮者・生活
困窮世帯に対して、各機関と連携して支援を行
い、生活基盤の安定化と自立に向けた環境整備を図ります。

●生活保護に至る前に、様々な課題をかかえている生活困窮者に対し
て、各機関と連携して支援を行い、生活基盤の安定化と自立に向けた
環境整備を図ります。

２．主な事業名 ２．主な事業名
●生活困窮者自立支援事業（ひきこもり支援を含む）
●行旅人事業

●生活困窮者自立支援事業（ひきこもり支援を含む）
●行旅人事業

３．基本事業の成果指標

第２次実績値 第３次目標値

生活困窮者自立支援事業にお
ける相談件数（各年延べ） 

指標名（各年・累計）

生活困窮者自立支援事業にお
ける相談件数（各年延べ） 

◆指標の補足説明
コロナ禍での相談件数が、一時的な要因で、Ｒ2、Ｒ3は急増しました。一時的な要因が目標値となり、実態と乖離があるため、Ｒ５、Ｒ６の
２年間の平均値を目標値に変更し、以降、相談窓口の周知の拡充により、相談件数が増えると見込み、目標値を変更します。
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４ 自然と調和した快適で安心・安全なまち
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◆第３次総合計画前期基本計画策定に係る施策・基本事業　整理シート

第２次目
標値

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12
人 ○ 1,923,377 2,084,178 2,150,364 2,204,921 2,569,000

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12
人 ○ 1,923,377 2,084,178 2,150,364 2204921 2,569,000 2,215,000 2,220,000 2,225,000 2,230,000 2,235,000

第２次目
標値

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

人 ○ 72,110 75,781 76,366 79,823 103,750

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

人 ○ 72,110 75,781 76,366 79,823 103,750 80,100 80,200 80,300 80,400 80,500

第２次総合計画 第３次総合計画

基本目標名第1章　快適で豊かな交流を生むまちづくり 基本目標名 ４　自然と調和した快適で安心・安全なまち

施策名 1-1 公共交通の充実 施策名 公共交通の充実

◇現状・課題

●本市で運行している三岐鉄道三岐線及び北勢線は、両線とも安全・
安定運行のための施設整備への投資や沿線市町の補助が必要となって
おり、北勢線は運行費についても沿線市町の支援が必要となっていま
す。
●交通困難者の買い物、通院などの交通手段としても福祉バスが活用
されており、今後も安定した運行が必要となっています。

●三岐鉄道北勢線は独立採算での運行は難しく、沿線市町による運行
経費の補助が必要です。更には運行経費の他にも車両が老朽化してい
るため、利用者からの要望が多い冷房車両更新等経費の補助が必要で
す。
また、三岐鉄道三岐線においても安全運行を確保するために、設備更
新経費として、国・県・沿線市町による協調補助が必要です。
●交通困難者の買い物、通院などの交通手段としても福祉バスが活用
されており、今後も安定した運行が必要です。
また、多くの住民からの要望に応えるために、市民4,000世帯へ公共交
通に関するアンケート調査を実施し、より便利で使いやすく、持続可
能な公共交通の在り方の検討が必要です。

◇５年後のいなべ市の姿（施策の目的）

●電車やバスなどの公共交通機関が身近な地域で安定的に運行してお
り、多くの市民が利用しています。

●電車やバスに加え、デマンドタクシー等新たなモビリティの導入に
よる交通手段が増え、多くの市民が利用しています。

◇基本事業１ 鉄道交通の整備 ◇基本事業１ 鉄道交通の整備

１．事業内容 １．事業内容
●三岐鉄道との連携強化を図り、三岐鉄道北勢線の利用者数の増加に
向けて、多様な広報やイベントなどを開催します。また、駅駐車場を
活用したパークアンドライドの効果により、乗客数の増加を推進しま
す。

●三岐鉄道との連携強化を図り、三岐鉄道北勢線の利用者数の
増加に向けて、多様な広報やイベントなどを開催します。ま
た、駅駐車場を活用したパークアンドライドの効果により、乗
客数の増加を推進します。

２．主な事業名 ２．主な事業名
●三岐鉄道支援事業
●駐輪場・駐車場管理事業

●三岐鉄道支援事業
●駐輪場・駐車場管理事業

３．基本事業の成果指標

第２次実績値 第３次目標値

北勢線利用者数（各年延べ）

指標名（各年・累計）

北勢線利用者数（各年延べ）

◆指標の補足説明
第２次目標値（令和７年度）は、コロナ禍前の目標値であったため、近年の実績数と大きな乖離がありました。そのため、過去３年の全線利
用者の実績から人口減少を踏まえて目標値を設定しました。なお、第４次いーとこ定住自立圏共生ビジョンの指標は、市内４駅で人口減少に
伴う減数予測から設定していましたが、増数予測に変更します。

◇基本事業２ バス交通の整備 ◇基本事業２ バス交通の整備

１．事業内容 １．事業内容
●地域住民の身近な交通手段として、福祉バスの効率的で利便性及び
安全性の高い運行を推進します。また、交通空白地への対策を進めま
す。

●地域住民の身近な交通手段として、福祉バスの効率的で利便性及び
安全性の高い運行を推進します。また、利用者ニーズや運行課題を把
握し、より持続可能で効果的な公共サービスの提供に取り組みます。

２．主な事業名 ２．主な事業名
●福祉バス運行事業 ●福祉バス運行事業

３．基本事業の成果指標

第２次実績値 第３次目標値

福祉バス利用者数（各年延
べ）

指標名（各年・累計）

福祉バス利用者数（各年延
べ）

◆指標の補足説明
第２次目標値（令和７年度）は、コロナ禍前の目標値であったため、近年の実績数と大きな乖離がありました。そのため、過去３年の全線利
用者の実績から人口減少を踏まえて目標値を設定しました。なお、第４次いーとこ定住自立圏共生ビジョンの指標は、人口減少に伴う減数予
測から設定していましたが、増数予測に変更します。
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◆第３次総合計画前期基本計画策定に係る施策・基本事業　整理シート

第２次総合計画 第３次総合計画

基本目標名 第1章　快適で豊かな交流を生むまちづくり 基本目標名 ４　自然と調和した快適で安心・安全なまち

施策名 1-2 快適な道路網の充実 施策名 快適な道路網の充実

◇現状・課題

●国道 306号の滋賀県方面との広域道路ネットワークの整備
や、県道・市道の未改良箇所の順次改良、幹線道路を軸とした
市域の一体的な道路網の形成、冬期の除雪・融雪体制の充実な
どが必要です。
●道路の多様な機能を十分に発揮させ、子どもや高齢者をはじ
めとする全ての人にとって安全で、環境や防災に配慮した整備
や、広域的な整備、まちづくりとの一体的な整備など、多方面
からの道路整備が求められています。
●市道に架かる橋梁等の老朽化により、修繕・架け替え等にか
かる費用の増加が懸念されるため、定期点検の実施や計画的な
橋梁の維持管理を通じた、橋梁の寿命の延伸が必要となってい
ます。
●東海環状自動車道の機能を十分に発揮できるよう、市内道路
網整備の充実が必要です。また、アクセス道の整備をはじめ、
周辺地域の生活環境への配慮や環境保全対策等についての国や
県への要請が必要です。

●大規模自然災害に対応する国道、県道を軸とした広域道路ネット
ワークの構築や災害防止対策が必要な道路施設を強化した道路網の構
築が必要です。
●歩道未整備の通学路など改良が必要な生活道路では、通学時の歩行
者、自転車の安全対策を図るため、歩道や安心路肩の設置を始めとす
る道路整備が必要です。
●災害が激甚化・頻発化する中、防災・減災、国土強靱化対策へのさ
らなる取組が必要です。
●市が管理する道路施設は老朽化による修繕・更新等にかかる費用の
増加が懸念されるため、定期点検を実施し、計画的な整備を行うこと
で道路施設の長寿命化が必要です。
●東海環状自動車道の全線開通に伴う交通量の増加によるインター
チェンジ周辺地域の交通安全対策や生活環境の保全対策について、国
や県などの関係団体への要請が必要です。

◇５年後のいなべ市の姿（施策の目的）

●市民生活や産業活動を支える道路整備が早期に実施され、市
内及び広域幹線道路網の計画的な整備が行われるとともに、緊
急時の災害時避難拠点を結ぶ道路環境が整備されています。
●東海環状自動車道北勢インターチェンジの開通によりアクセ
ス機能が向上し、ヒト・モノ・情報の交流がさらに活発にな
り、定住人口や交流人口、関係人口が増加しています。

●幹線道路と生活道路の計画的な整備により、地域の安全性及び地域
内外への移動空間の利便性・災害時避難拠点を結ぶ道路環境が整備さ
れています。
●東海環状自動車道の全線開通によりヒト・モノ・情報の交流がさら
に活発になり、交流人口や関係人口が増加しています。

◇基本事業１ 生活道路網の整備 ◇基本事業１ 生活道路網の整備

１．事業内容 １．事業内容
●国道 306号新鞍掛トンネルの整備や国道 365号・国道 421号
バイパスの早期完成を促進します。また、主要地方道・県道で
は、北勢多度線をはじめ、近隣市町、工業団地などを結ぶ道路
網の整備を促進し、市内幹線道路の充実を図ります。
●集落間や公共施設間を結ぶため、自治会や地権者の協力を得
て生活道路や橋梁の整備を図ります。また、市道に架かる橋
梁、トンネル、歩道橋等の定期点検や長寿命化のための修繕工
事を行い、適正に維持管理します。さらに、歩行者や自転車の
安全のため、歩道等の整備を進めます。

●国・県道を始め近隣市町、工業団地などを結ぶ幹線道路網の充実を
図ります。
●集落間や公共施設間を結ぶ生活道路については、自治会や地権者の
協力を得て整備を図ります。
●歩行者、自転車の安全対策として自転車歩行者道や安心路肩などの
整備を進めます。
●道路施設の維持管理については定期的な点検を実施し個別施設計画
を策定し適正な道路インフラの整備を行います。

２．主な事業名 ２．主な事業名
●社会基盤施設整備促進事業
●簡易パーキング管理事業
●県単道路改良事業
●社会資本整備総合交付金事業
●道路台帳整備事業
●防災・安全交付金事業
●道路メンテナンス事業
●道路橋梁維持補修事業
●市単独道路改良事業

●道路台帳整備事業
●簡易パーキング管理事業
●社会基盤施設整備促進事業
●県単道路改良事業
●道路橋梁維持補修事業
●道路災害防止対策事業
●防災・安全交付金事業
●市単独道路改良事業
●道路メンテナンス事業
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第２次目
標値

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

㎞ ○ 536 536 537 537 540

㎞ ○ 69 69 70 70 75

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12
ｍ 100 200 280 360 440

第２次目
標値

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

km ○ 2.8 2.8 2.8 9.3 9.4

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

回 ○ 8 8 8 8 8 8 8 8 8

３．基本事業の成果指標

第２次実績値 第３次目標値

市道の改良延長（累計）

歩道の設置延長（累計）

指標名（各年・累計）

歩道の設置延長（累計）

◆指標の補足説明
道路改良の計画がないため市道の改良延長（累計）の削除
歩道の設置延長累計を単年度ごとの整備数量の累計とし単位をｍに変更

◇基本事業２ 高速交通網の整備促進 ◇基本事業２ 高速交通網の整備促進

１．事業内容 １．事業内容
●東海環状自動車道の残り区間が早期に開通されるよう、県内
外の市町村と連携しながら、国・県等の関係機関に早期の全線
開通に向けた働きかけを行います。

●東海環状自動車道が早期に全線開通されるよう、県内外の市町村と
連携しながら、国・県等の関係機関に向けた働きかけを行います。

２．主な事業名 ２．主な事業名
●高速道路整備促進事業 ●高速道路整備促進事業

３．基本事業の成果指標

第２次実績値 第３次目標値

市内の高速道路設置延長
（累計）

指標名（各年・累計）

関係機関（国、県）への要
望活動回数

◆指標の補足説明
R7.8月現在、東海環状自動車道におけるいなべIC～養老IC間は、湧水によりトンネル工事完了時期が見通せない状況である。
いなべ市として、一刻も早く開通に向けた調査や工事を進捗してもらうため、要望活動を継続することで早期開通につなげる。

第
２
次
総
合
計
画

指標名（各年・累計）
単
位

総合
戦略
KPI

第
３
次
総
合
計
画

第
２
次
総
合
計
画

指標名（各年・累計）
単
位

総合
戦略
KPI

第
３
次
総
合
計
画
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◆第３次総合計画前期基本計画策定に係る施策・基本事業　整理シート

第２次目
標値

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12
m ― 17,212 17,978 18,619 19,282 19,000

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12
％ ― 11.7 11.7 11.7 11.7 11.7 11.7 12.0 12.2 12.5 12.8

％ ― 1.8 1.8 1.8 1.8 1.8 1.8 2.3 2.7 3.2 3.7

第２次総合計画 第３次総合計画

基本目標名第1章　快適で豊かな交流を生むまちづくり 基本目標名 ４　自然と調和した快適で安心・安全なまち

施策名 1-3 暮らしを支える上水道の充実 施策名 暮らしを支える上水道の充実

◇現状・課題

●老朽化が進む施設を計画的に更新する必要があります。
●有収率向上を図るため、漏水の調査を進め、修繕を行う必要があり
ます。
●近い将来起きると言われている大地震に備え、施設の耐震化を図る
必要があります。
●人口減少にともない、使用水量、料金収入ともに減少していきま
す。

●老朽化が進む施設を計画的に更新することが必要です。
●有収率向上を図るため、漏水調査を進め、管路の修繕や更新が必要
です。
●近い将来起きると言われている大地震に備え、管路及び施設の耐震
化が必要です。
●水道法に基づく水質管理の徹底により、安全な水の供給が必要で
す。
●人口減少にともない、使用水量、料金収入の減少が見込まれます。
健全経営を維持するための更なる努力が必要です。

◇５年後のいなべ市の姿（施策の目的）

●市民の暮らしを支える水道の維持管理や施設の更新や耐震化が進
み、非常時の給水能力が向上しています。
●平成 30年度に策定された新水道ビジョンに基づき、効果的な経営が
行われています。
●災害等に備え、他市町との連携が強化されています。

●市民の暮らしを支える水道施設の更新や耐震化が進み、非常時の給
水能力が向上しています。
●老朽管の更新により有収率が向上しています。
●「いなべ市水道事業経営戦略」により健全な経営基盤を維持し、安
全な水道水を安定的に供給しています。

◇基本事業１ 水道施設の整備促進 ◇基本事業１ 水道施設の整備及び耐震化

１．事業内容 １．事業内容
●大地震の被害を軽減し、災害発生時にも最低限の給水を確保するた
め、基幹施設の耐震化を進めます。

●大地震の被害を軽減し、災害発生時にも最低限の給水を確保するた
め、重要給水施設管路及び基幹管路の耐震化を進めます。
●老朽化した施設や管路の更新作業を進めます。

２．主な事業名 ２．主な事業名
●水道施設耐震化事業 ●水道施設耐震化事業

●配水管布設事業
●施設更新事業

３．基本事業の成果指標

第２次実績値 第３次目標値

基幹管路耐震化延長（累計）

指標名（各年・累計）

基幹管路耐震化率

重要給水施設管路耐震化率

◆指標の補足説明
基幹管路耐震化事業及び重要給水施設管路耐震化事業は、令和６年度能登半島地震による水道施設の甚大な被害を教訓とし、避難所、病院、
防災拠点等で水道を使えるようにするため、全国の水道事業者に求められている事業です。

◇基本事業２ 安定給水の推進 ◇基本事業２ 安定給水の推進

１．事業内容 １．事業内容
●通常の施設維持管理を継続して実施するとともに、老朽化した施設
や配水管の更新作業を進めます。

●日常の水道監視システムのデータ確認や定期的な施設巡回、また施
設点検、修理、更新等の施設維持管理を継続して実施します。

２．主な事業名 ２．主な事業名
●水道防災対策事業
●施設更新事業
●配水及び給水施設維持管理事業
●水源建設事業
●原水及び浄水施設維持管理事業
●配水管布設事業

●原水及び浄水施設維持管理事業
●配水及び給水施設維持管理事業

第
２
次
総
合
計
画

指標名（各年・累計）
単
位

総合戦略
KPI

第
３
次
総
合
計
画
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第２次目
標値

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

％ ― 83.6 81.7 81.8 82.4 90.0 

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

％ ― 83.6 81.7 81.8 82.4 90.0 82.6 82.8 83.0 84.0 85.0

第２次目
標値

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12
 円  ― 145.84 153.60 153.08 148.65 150.00 

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12
％ ― 99.55 94.50 94.68 97.74 98.00 98.00 100.00 100.00 100.00 

３．基本事業の成果指標

第２次実績値 第３次目標値

上水道の有収率（年間の有収
水量／年間の配水量）（各
年）

指標名（各年・累計）

上水道の有収率（年間の有収
水量／年間の配水量）（各
年）

◆指標の補足説明

◇基本事業３ 運営の効率化の推進 ◇基本事業３ 持続可能な経営基盤の充実

１．事業内容 １．事業内容
●水道事業を健全に運営するため、事業の効率化に努め、経費の上昇
を抑えます。

●経営状況の把握・分析により健全な経営を行います。
●水道料金の見直しを定期的に行います。

２．主な事業名 ２．主な事業名
●水道料金経営安定化事業 ●水道経営安定化事業

３．基本事業の成果指標

第２次実績値 第３次目標値

上水道の給水原価（各年）

指標名（各年・累計）

料金回収率

◆指標の補足説明
【料金回収率】給水に係る費用が、どの程度水道料金で賄えているかを表した指標

第
２
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総
合
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画

指標名（各年・累計）
単
位

総合戦略
KPI
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次
総
合
計
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第
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合
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指標名（各年・累計）
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◆第３次総合計画前期基本計画策定に係る施策・基本事業　整理シート

第２次目
標値

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

箇所 ― 1 2 3 3 4

% ― 95.7 96.2 98.4 99.0 100.0

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

％ ― 80.1 82.2 80.5 81.1 81.5 81.7 81.9 82.1 82.3

第２次総合計画 第３次総合計画

基本目標名第1章　快適で豊かな交流を生むまちづくり 基本目標名 ４　自然と調和した快適で安心・安全なまち

施策名 1-4 美しい水環境の創出 施策名 美しい水環境の創出

◇現状・課題

●市内住宅地のほぼ全域となる約 2,446haの大部分で、農業集落排水
事業または公共下水道事業が供用開始しています。一方で、老朽化に
よる更新が必要となっている施設があります。
●災害時でも必要な最低限の事業が継続できる施設の強化と体制の構
築が求められています。
●平成 26（2014）年度に「いなべ市下水道ビジョン」を策定し、下水
道施策に関する10年間の方向性を示しました。

●市内住宅地のほぼ全域となる約 2,351haの大部分で、公共下水道事
業または農業集落排水事業が供用開始し、区域内の水洗化率も97％と
ほぼ全ての市民の方に利用されています。
●農業集落排水施設については、平成26（2014）年度に策定した「い
なべ市下水道ビジョン」により12箇所あった処理施設のうち4箇所を公
共下水道に編入する計画を立て、令和9（2027）年4月に全て編入完成
予定です。
●平時はもちろん、震災等の災害時でも必要な最低限の事業が継続で
きる施設の強化と体制の構築が求められています。一方で、老朽化に
よる更新が必要となっている施設があります。

◇５年後のいなべ市の姿（施策の目的）

●老朽化した施設の更新に合わせ、災害時に必要な事業が継続するた
めの施設強化と体制づくりが進んでいます。
●「いなべ市下水道ビジョン」に基づき、着実に下水道施設の整備が
進んでいます。

●老朽化した施設の更新に合わせ、災害時に必要な事業が継続するた
めの施設強化と体制づくりが進んでいます。
●「いなべ市下水道事業経営戦略」に基づき、下水道施設の整備と強
化、適切な管理を行い、経営の効率化・安定化を進めています。

◇基本事業１ 下水道施設の整備と強化 ◇基本事業１ 下水道施設の整備と強化

１．事業内容 １．事業内容
●農業集落排水地区を公共下水道へ統合していきます。
●未整備区域を計画的に整備します。

●農業集落排水地区を公共下水道へ統合を進めます。（令和9年まで）
●老朽化の調査を行い更新・改築を行います。
●不明水浸入調査のうえ改築を進めます。
●農業集落排水施設の再編計画を検討し、効率的な事業を進めます。
●震災等の災害時でも必要な最低限のライフラインが継続できる施設
強化として、重要施設に接続する管路等の耐震化を進めます。

２．主な事業名 ２．主な事業名
●農業集落排水施設整備事業
●下水道施設整備事業

●農業集落排水施設整備事業
●下水道施設整備事業

３．基本事業の成果指標

第２次実績値 第３次目標値

農業集落排水地区の下水道 編
入個所数（対象４地区）（累
計）

公共下水道区域の整備率（累
計）（供用開始面積／計画区
域面積）

指標名（各年・累計）

下水道の有収率（各年）（年
間の有収水量／総汚水処理水
量）

◆指標の補足説明
不明水対策のための下水道管更新・更生工事により不明水浸入を抑える。下水道本管への不明水の浸入を抑えることで、下水道施設の適切な
運営管理が行えるほか、三重県に支払う維持管理負担金の抑制にもなり、健全な上下水道事業会計の運営につながる。

いなべブランド
P14
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指標名（各年・累計）
単
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第２次目
標値

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

％ ― 80.1 82.2 80.5 81.1 85.0

％ ― 96.7 96.9 97.0 97.3 100.0

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12
％ ― 40.81 36.44 36.39 38.10 42.00 42.00 43.00 44.00 45.00 

％ ― 75.04 74.80 74.90 90.10 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 

◇基本事業２ 下水道施設の適正管理と体制の構築 ◇基本事業２ 下水道施設の適正管理と体制の構築

１．事業内容 １．事業内容
●管路の老朽化を確認するため、内部の調査を進めます。また、更新
においては耐震化を行います。
●未接続世帯への啓発に取り組み、地域や公共用水域の環境改善を図
ります。

●民間の技術ノウハウ・資金を活用し効率的な管理運営をマネジメン
トしていくため、アウトソーシングを検討していく必要があります。
●「いなべ市下水道事業経営戦略」に基づき、持続可能な下水道事業
の経営を行います。

２．主な事業名 ２．主な事業名
●農業集落排水施設維持管理事業
●農業集落排水経営安定化事業
●下水道経営安定化事業
●下水道施設維持管理事業

●農業集落排水施設維持管理事業
●農業集落排水経営安定化事業
●下水道経営安定化事業
●下水道施設維持管理事業

３．基本事業の成果指標

第２次実績値 第３次目標値

下水道の有収率（各年）（年
間の有収水量／総汚水処理水
量）

下水道の水洗化率（累計）
（水洗化人口／汚水処理普及
人口）

指標名（各年・累計）

経費回収率（農集）

経費回収率（公共）

◆指標の補足説明
【経費回収率】使用料で回収すべき経費を、どの程度使用料で賄えているかを表した指票。農業集落排水については、経費回収率の向上をめ
ざします。公共下水道については、100以上を維持します。
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◆第３次総合計画前期基本計画策定に係る施策・基本事業　整理シート

第２次目
標値

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

ｔ ― 10,204 11,088 10,817 10,693 11,360

ｔ ― 2,388 2,322 1,968 1,880 2,100

件 ― 20 19 18 17 25

ｔ ― 6,804 6,697 6,761 6,994 6,580

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

ｔ ― 10,204 11,088 10,817 10,693 11,360 10,350 10,300 10,250 10,200 10,150

ｔ ― 2,388 2,322 1,968 1,880 2,100 1,895 1,890 1,885 1,880 1,875

ｔ ― 6,804 6,697 6,761 6,994 6,580 6,800 6,795 6,790 6,785 6,780

第２次総合計画 第３次総合計画

基本目標名第2章　安全で自然と調和した暮らしづくり 基本目標名 ４　自然と調和した快適で安心・安全なまち

施策名 2-4 環境にやさしいまちづくりの推進 施策名 環境にやさしいまちづくりの推進

◇現状・課題

●近年、もえるごみの搬入量は増加傾向にあり、資源化が横ばい状態
であるため、市民の意識向上が望まれます。中でも集積所でのごみの
分別がなされておらず、自治会での処理が大きな問題となっていま
す。増加する外国人にも対応した、ごみの適正な処理の啓発や、ごみ
の減量化を進める必要があります。
●環境パトロール事業や自治会、民間事業者と連携した継続監視を行
い、不法投棄の防止に取り組んでいますが、ここ数年、集積所や道
端、河川、山林等あらゆる場所で不法投棄が増加し、深刻な問題と
なっています。また、無料回収などの不法な回収場所も増加し、回収
後の不要物の放置が問題となっています。
●下水道整備区域外の生活排水処理を適正に行っています。
●北勢斎場の老朽化が進んでいるため、早急な修繕が必要です。

●近年、もえるごみの搬入量は人口減少等の影響もあり減少傾向にあ
ります。更なる資源化推進のため、一部分別がなされていない自治会
の集積所や、今後も増加が見込まれる外国人にも対応した、ごみの適
正な処理の啓発や、ごみの減量化を引き続き進める事が必要です。
●あじさいクリーンセンターの施設老朽化に伴い、菰野町との広域化
による新たな一般廃棄物処理施設の建設が必要です。また、資源循環
の促進の観点から、製品プラスチックの再商品化処理を実施する事が
必要です。
●生活排水（し尿及び浄化槽汚泥）について、桑名広域環境管理セン
ターと連携し引き続き適正に処理する事が必要です。
●環境パトロール事業や自治会、民間事業者と連携した継続監視を行
い、不法投棄の防止に取り組んでいますが、集積所や道端、河川、山
林等あらゆる場所で不法投棄があり、深刻な問題となっています。
●北勢斎場の建物及び火葬設備の老朽化に伴い、新しい斎場の建設が
必要です。
●水素の利活用でモビリティ分野のＣＯ2削減を促進することが必要で
す。
●環境省の再エネ交付金を活用することで、いなべ市地球温暖化対策
実行計画（事務事業編）に掲げる温室効果ガス排出削減量を増加させ
る更なる取組が必要です。

◇５年後のいなべ市の姿（施策の目的）

●外国人を含む市民全体の意識向上により、もえるごみ等の減量や再
資源化が推進されています。
●警察と連携して取り締まりを行い、不法投棄が減少しています。
●生活排水の保全が推進され、安心できる生活環境が整備されていま
す。
●市民が安心して利用できるように、斎場の適切な維持管理が行われ
ています。

●外国人を含む市民全体の意識向上により、もえるごみ等の減量や再
資源化が推進されています。
●生活排水の保全が推進され、安心できる生活環境が整備されていま
す。
●市民が安心して利用できるように、斎場の適切な維持管理が行われ
ています。
●温室効果ガス排出削減目標の達成に向けて取り組みが進められてい
ます。

◇基本事業１ 廃棄物の適正な処理 ◇基本事業１ 廃棄物の適正な処理

１．事業内容 １．事業内容
●ごみカレンダーを作成して分別収集を推進します。また、外国人が
理解できるように、ホームページ等で外国語の案内を行います。
●桑名広域環境管理センターで、し尿及び浄化槽汚泥を適正処理し、
水質汚濁を防ぎます。

●ごみカレンダーを作成して分別収集を推進します。また、外国人が
理解できるように、ホームページ等で外国語の案内を行います。
●桑名広域環境管理センターで、し尿及び浄化槽汚泥を適正処理し、
水質汚濁を防ぎます。

２．主な事業名 ２．主な事業名
●不法投棄処理事業
●ごみ収集事業
●ごみ処理事業
●ごみ分別収集啓発事業
●あじさいクリーンセンター事業
●し尿処理事業

●ごみ収集事業
●ごみ処理事業
●ごみ分別収集啓発事業
●あじさいクリーンセンター事業
●し尿処理事業

３．基本事業の成果指標

第２次実績値 第３次目標値

もえるごみの処理量（各年延
べ）

粗大ごみ場に搬入されたごみ
の処理量（各年延べ）

自治会からの分別に関する苦
情件数（各年延べ）

し尿処理量（各年延べ）

指標名（各年・累計）

もえるごみの処理量（各年延
べ）

粗大ごみ場に搬入されたごみ
の処理量（各年延べ）

し尿処理量（各年延べ）

◆指標の補足説明
過去の実績値や取組に対する分析結果から、この数値を目標値とした
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第２次目
標値

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12
ｔ ― 747 635 632 651 800

人 ― 2,853 2,878 2,902 2,932 2,905

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12
ｔ ― 747 635 632 651 800 655 660 665 670 675

人 ― 2,853 2,878 2,902 2,932 2,905 2,965 2,980 2,995 3,010 3,025

第２次目
標値

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12
件 ― 38 40 30 28 60

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12
件 ― 38 40 30 28 60 28 27 26 25 24

◇基本事業２ 循環型社会形成の推進 ◇基本事業２ 循環型社会形成の推進

１．事業内容 １．事業内容
●リユースやリサイクルの推進及び各リサイクル品目の分別回収を促
進します。
●ごみの再資源化を促進します。
●生ごみの堆肥化促進により生ごみの減量化を図り、ごみの搬入量を
低下させます。

●リユースやリサイクルの推進及び各リサイクル品目の分別回収を促
進します。
●ごみの再資源化の更なる促進として、製品プラスチックの分別及び
回収の実施に向けて取り組みます。
●生ごみの堆肥化促進により生ごみの減量化を図り、ごみの搬入量を
低下させます。
●いなべ市及び菰野町の老朽化したごみ処理施設の集約化・広域化の
検討を行い、整備方針及び事業計画を策定して新規施設建設を推進し
ます。

２．主な事業名 ２．主な事業名
●ごみ減量化推進事業
●ごみ資源化推進事業

●ごみ減量化推進事業
●ごみ資源化推進事業

３．基本事業の成果指標

第２次実績値 第３次目標値

資源ごみの搬入量（各年延べ）

コンポストの利用者数（累計）

指標名（各年・累計）

資源ごみの搬入量（各年延べ）

コンポストの利用者数（累計）

◆指標の補足説明
過去の実績値や取組に対する分析結果から、この数値を目標値とした

◇基本事業３ 環境保全対策の推進 ◇基本事業３ 環境保全対策の推進

１．事業内容 １．事業内容
●不法投棄や無料回収等の不法な回収場所の増加に対して、地域住民
や民間事業者と連携して監視を行います。
●環境保全に関する公害の苦情や相談に対応し、騒音や振動、大気汚
染、水質汚濁等を適正に処理します。

●法令や地元との協議に基づき環境調査を実施することにより、環境
基準に適合しているかを継続監視し、生活環境及び自然環境の保全に
取り組みます。
●騒音や振動、大気汚染、水質汚濁等の環境保全に関する公害の苦情
や相談を適正に対処します。
●自治会に対し不法投棄防止看板を配布するとともに、環境パトロー
ルや地域清掃を補助することで不法投棄の防止に取り組みます。ま
た、地域清掃などで回収した不法投棄物の処理を行います。

２．主な事業名 ２．主な事業名
●環境問題調査事業
●環境調査事業
●生活環境対策事業
●不法投棄防止啓発事業

●環境問題調査事業
●生活環境対策事業
●環境調査事業
●不法投棄防止啓発事業

３．基本事業の成果指標

第２次実績値 第３次目標値

不法投棄処理件数（各年）

指標名（各年・累計）

不法投棄処理件数（各年）

◆指標の補足説明
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第２次目
標値

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

件 ― 0 0 0 0 0

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

件 ― 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

第２次目
標値

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12
回 ― - - - 65 80 90 100 120 120 120

t-CO2 ― - - - 815 1,630 2,445 3,260 4,075 4,075 4,075

◇基本事業４ 斎場の適切な維持管理 ◇基本事業４ 斎場の適切な維持管理

１．事業内容 １．事業内容
●施設を適正に維持管理し、遺族が安心して故人を弔える場を提供し
ます。

●北勢斎場を適正に維持管理し、遺族が安心して故人を弔える場を提
供します。
●北勢斎場の建物及び火葬設備の老朽化に伴い、新しい斎場を建設し
ます。

２．主な事業名 ２．主な事業名
●北勢斎場事業 ●北勢斎場事業

●新斎場建設事業

３．基本事業の成果指標

第２次実績値 第３次目標値

斎場利用者からの苦情件数
（各年） 

指標名（各年・累計）

斎場利用者からの苦情件数
（各年） 

◆指標の補足説明

◇基本事業５ 地球温暖化対策の推進

１．事業内容 １．事業内容
●水素を利活用し、モビリティ分野の温室効果ガス排出を削減しま
す。
●環境省の再エネ交付金を活用し、温室効果ガス排出を削減します。

２．主な事業名 ２．主な事業名
●水素エネルギー活用促進事業
●地域脱炭素移行重点対策加速化事業

３．基本事業の成果指標

第２次実績値 第３次目標値

指標名（各年・累計）

水素ガス充填回数（各年）

重点対策加速化事業による温
室効果ガス削減量（累計）

◆指標の補足説明
・水素ステーションでの燃料電池車への水素ガス充填回数を指標としました。令和10年度以降の指標については給食車（燃料電池トラック
車）を導入する予定があるため水素ステーション充填能力の上限予想数値としました。
・環境省の再エネ交付金「重点対策加速化事業」は、令和６年度から令和10年度までの５年間の補助事業であることから、令和10年度までの
削減量累計値として設定しました。そのため、令和11年度以降は、令和10年度目標値と同数値としました。
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◆第３次総合計画前期基本計画策定に係る施策・基本事業　整理シート

第２次目
標値

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

人 ― 59,430 48,350 50,720 39,620 58,000

R3 R4 R5 R6 R7

本 600 550 500 450 400 350

第２次目
標値

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12
団体 ― 17 19 20 19 20

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12
団体 ― 17 19 20 19 20 23 24 25 26 27

第２次総合計画 第３次総合計画

基本目標名 第2章　安全で自然と調和した暮らしづくり 基本目標名 ４　自然と調和した快適で安心・安全なまち

施策名 2-5 みどり豊かなまちづくりの推進 施策名 みどり豊かなまちづくりの推進

◇現状・課題

●暮らしの中で自然環境を身近に感じられる都市公園を適正に管理す
る必要があります。
●市内の道路際や地域の空きスペースに、花などを植えて景観をよく
しようとする気運が住民の中で広がっているため、活動を後押しでき
るよう支援を行っていく必要があります。

●住民が安全・安心に利用出来るように遊具等の点検、整備、改修が
必要です。
●国の事業を活用した、公園施設の改築更新が必要です。
●市内の道路際や地域の公共スペースに花などを植えて景観をよくし
ようとする気運が住民の中で広がっているため、活動を後押しできる
よう支援を行いながら、活動団体を増やすための周知を行うことが必
要です。

◇５年後のいなべ市の姿（施策の目的）

●自然を活かした公園が整備され、市民の憩いの場所が充実し、生活
環境と調和の取れた緑化の取組が推進されています。
●景観をよくしようとする住民活動が、市域全体に波及しています。

●市民が安全に公園を利用できるように、公園施設の改修等が計画的
に行われています。
●景観をよくしようとする市民活動団体が増え、道路際や公共スペー
ス、公園に花の定植がされることで、地域の視覚的な魅力が向上して
います。

◇基本事業１ 都市公園の整備 ◇基本事業１ 都市公園の整備

１．事業内容 １．事業内容
●遊歩道や散策路の整備により、子どもの遊び場や高齢者の健康増進
の場として都市公園を整備します。

●老朽化が進んでいるシンボルタワー等を含める園内施設の改修や、
園内の木々の倒木の危険度を増していることから、安全に利用できる
都市公園の整備を進めます。

２．主な事業名 ２．主な事業名
●都市公園管理事業
●都市公園整備事業

●都市公園管理事業
●都市公園整備事業

３．基本事業の成果指標

第２次実績値 第３次目標値

いなべ公園の入園者数（各年
延べ）

指標名（各年・累計）

いなべ公園内の整備が必要な
樹木数

◆指標の補足説明
園内の倒木の危険度が高い木々を調査した。危険度の高い木から伐採をして、安全に利用できるように園内の整備を進める。

◇基本事業２ 緑化活動の推進 ◇基本事業２ 緑化推進事業

１．事業内容 １．事業内容
●地域の緑化推進を目的とした主体的な団体活動に対して、補助金の
交付を通じて活動を支援します。

●地域の緑化推進を目的とした主体的な団体活動に対して、補助金の
交付を通じて活動を支援し、優良で見本となるような取組は広報等で
取り上げて活動を紹介します。

２．主な事業名 ２．主な事業名
●緑化推進事業 ●緑化推進事業

３．基本事業の成果指標

第２次実績値 第３次目標値

花づくり団体数（各年）

指標名（各年・累計）

花づくり団体数（各年）

◆指標の補足説明
自治会、老人会などが行うコミュニティ活動の中で地域内の美化・環境活動に視点をおいた当事業は、ボランティアの参加者を募りやすく、
制度の周知により実施団体が増えることで、景観の維持効果を期待できることから指標に設定している。

第
２
次
総
合
計
画

指標名（各年・累計）
単
位

総合戦略
KPI

第
３
次
総
合
計
画

第
２
次
総
合
計
画

指標名（各年・累計）
単
位

総合戦略
KPI

第
３
次
総
合
計
画

58



◆第３次総合計画前期基本計画策定に係る施策・基本事業　整理シート

第２次目
標値

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

戸 ― 18 19 19 19 36

件 ― 205 205 207 210 213

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

戸 ― 13 15 12 4 15 15 15 15 15 15

第２次総合計画 第３次総合計画

基本目標名 第2章　安全で自然と調和した暮らしづくり 基本目標名 ４　自然と調和した快適で安心・安全なまち

施策名 2-6 良好な居住環境づくりの推進 施策名 良好な居住環境づくりの推進

◇現状・課題

●昭和 56（1981）年以前に建築された旧耐震基準の木造住宅が多数存
在しています。
●住宅土地統計によると、市内の空き家は増加傾向にあります。
●平成 12（2000）年度建築のいなべ中央住宅、平成 19（2007）年度
建築のフォレスト大安住宅以外の市営住宅は、建築より20年以上が経
過し、老朽化等による修繕や解体等の対応が求められています。
●平成 26（2014）年に制定された「空き家等対策の推進に関する特別
措置法」に基づき、平成 30（2018）年に策定した「いなべ市空き家等
対策計画」に沿って、空き家等に関する情報収集や、空き家及びその
跡地等の有効活用に向けた取組を行っています。

●昭和 56（1981）年５月以前に建築された旧耐震基準の木造住宅が多
数存在しています。大きな地震が発生した場合に倒壊する危険性が高
いため、耐震補強工事を促進することが必要です。
●建築から20年以上経過した市営住宅は、老朽化により修繕の対応が
増加しています。著しく老朽化した市営住宅は解体が必要です。
●若い世代の流出が進み、空き家が増加しています。空き家の管理が
適正に行われていないため、防災、衛生、景観等の観点から地域住民
に影響を及ぼしています。空き家等対策の推進に関する特別措置法及
びいなべ市空き家等対策計画（平成30年策定）に基づき、有効利用が
不可能であれば除却工事を促し、適正な空き家管理の助言・指導が必
要です。
●空き家・空き地の有効活用を目的に、空き家バンク・空き地バンク
制度の取組を進めています。更なる空き家バンク・空き地バンク制度
の推進と活用が必要です。

◇５年後のいなべ市の姿（施策の目的）

●耐震補強工事による住宅の耐震性の確保等により、良好な住環境が
形成されています。
●市営住宅が適正に管理され、良好な居住環境が維持管理されていま
す。
●空き家バンク制度の運用により、市内の空き家の増加に歯止めがか
かっています。

●木造住宅の除却工事及び耐震補強工事が進み、安全な住環境が形成
されています。
●老朽化した市営住宅を解体し、迅速な修繕をはじめとする適正な管
理により良好な住環境が維持されています。
●令和７年度に改定するいなべ市空き家等対策計画に基づく助言・指
導により、空き家の適正な管理が促進されています。
●空き家バンク、空き地バンク制度の認知度が高まることで利活用が
促進されています。

◇基本事業１ 良好な住環境づくりの推進 ◇基本事業１ 良好な住環境づくりの推進

１．事業内容 １．事業内容
●昭和 56（1981）年以前に建築された木造住宅の耐震化を促進しま
す。
●割賦償還により、貸付金の確実な回収を図ります。

●昭和 56（1981）年5月以前に建築された木造住宅に無料の耐震診断
を実施し、活用する住宅は耐震補強工事を、活用しない空き家は除却
を促進します。

２．主な事業名 ２．主な事業名
●木造住宅耐震事業
●住宅新築資金等貸付金事業

●木造住宅耐震事業

３．基本事業の成果指標

第２次実績値 第３次目標値

耐震補強工事実施戸数（累
計）

住宅新築資金貸付の返済完了
件数（累計）

指標名（各年・累計）

除却工事戸数（各年）

◆指標の補足説明 
・これまでの無料耐震診断後の実績から、耐震補強工事と比較して圧倒的に除却を行う所有者が多いため、国からの除却工事補助金の割当て
戸数（15戸／年）を新たに指標にしました。
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第２次目
標値

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12
戸 ― 55 54 49 48 51

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12
％ 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100

第２次目
標値

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

件 ○ 7 11 4 4 7

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

件 ○ 211 174 151 156 ― 160 165 170 175 180

◇基本事業２ 市営住宅の適正管理 ◇基本事業２ 市営住宅の適正管理

１．事業内容 １．事業内容
●著しく老朽化した住宅に関して修繕や解体を行い、安全で快適な市
営住宅を提供します。

●市営住宅７団地のうち、著しく老朽化している４団地は、入居者が
退去した後に解体を進めます。他の３団地は、空室が発生した際は随
時募集を行い、必要な修繕を迅速に行うことにより安全で快適な市営
住宅の提供に努めます。

２．主な事業名 ２．主な事業名
●市営住宅入居管理事業
●市営住宅維持管理事業
●市営住宅整備事業

●市営住宅入居管理事業
●市営住宅維持管理事業
●市営住宅整備事業

３．基本事業の成果指標

第２次実績値 第３次目標値

入居者管理戸数（各年）

指標名（各年・累計）

市営住宅入居率（各年）

◆指標の補足説明
老朽化が著しく入居募集を行っていない市営住宅（棟続きのため取り壊しができない市営住宅）を除き、入居可能な市営住宅を適正管理して
いるため、市営住宅入居率（入居戸数／入居可能戸数）に指標名を変更しました。

◇基本事業３ 空き家活用の促進 ◇基本事業３ 空き家活用の促進

１．事業内容 １．事業内容
●空き家バンク制度の活用により、空き家住宅の有効利用を図り、地
域の生活環境の保全を図ります。

●空き家の適正管理を推進するために、新聞広告などを活用して空き
家バンク制度の更なる周知を行います。また、関係団体と協力して空
き家活用相談会の開催及び各種団体への説明会を開催して空き家の利
活用を促進します。

２．主な事業名 ２．主な事業名
●空き家住宅活用事業
●空き家リノベーション支援事業

●空き家住宅活用事業

３．基本事業の成果指標

第２次実績値 第３次目標値

空き家バンク登録物件の契約
成立数（各年）

指標名（各年・累計）

空き家相談件数（各年）

◆指標の補足説明
過去３年は、空き家バンク登録数が減少傾向にあるため、空き家活用相談会・各種団体への説明会の開催を増やして空き家バンク登録を推進
しています。空き家の利活用が進むように市民の相談体制を強化していくことから空き家相談件数に指標名を変更しました。なお、令和８年
度の目標値は過去３年間の相談を受けた件数の平均値とし、以後増加していく方向で指標を設定しました。
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◆第３次総合計画前期基本計画策定に係る施策・基本事業　整理シート

第２次目
標値

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12
ha 473 473 473 473 500

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12
% 69 69 69 69 70 70 71 71 72

第２次総合計画 第３次総合計画

基本目標名 第1章　快適で豊かな交流を生むまちづくり 基本目標名 ４　自然と調和した快適で安心・安全なまち

施策名 1-5 秩序ある土地利用の推進 施策名 秩序ある土地利用の推進

◇現状・課題

●本市には桑名都市計画区域といなべ都市計画区域、いなべ準都市計
画区域、都市計画区域外という4…種類の区域が存在しています。
●桑名都市計画区域以外の都市計画区域については統合する必要があ
ります。また高速道路の開通にともない開発圧力の高まりが想定され
るため、適切な土地利用を誘導すべき地域には新しい用途地域の指定
を検討する必要があります。

●本市には桑名都市計画区域といなべ都市計画区域、いなべ準都市計
画区域、都市計画区域外という区域が存在しています。
●市街化区域の適切な土地利用が必要です。。
●東海環状自動車道の開通に伴い、適切な土地利用を誘導すべき地域
には新しい用途地域の指定の検討が必要です。

◇５年後のいなべ市の姿（施策の目的）

● 土地利用を規制すべきエリアについて、早急に新たな用途地域を指
定することにより、適切な土地利用が図られています。

●秩序ある土地利用の誘導を図り、市街化区域の未利用土地の有効活
用を促すとともに、市街化調整区域における既存住宅エリアの計画的
な土地利用が進んでいます。

◇基本事業１ 計画的な土地利用の推進 ◇基本事業１ 計画的な土地利用の推進

１．事業内容 １．事業内容
●用途地域の指定により、適切な土地利用の規制・誘導を行います。 ●既存の用途地域及び市街化調整区域内の既存住宅エリアへの適切な

土地利用の誘導を促し、未利用地の有効利用を促進します。
また、必要に応じた適正な用途地域の見直しを行います。

２．主な事業名 ２．主な事業名
●都市計画審議会事業
●都市計画推進事務

●都市計画審議会事業
●都市計画推進事務

３．基本事業の成果指標

第２次実績値 第３次目標値

用途地域面積（累計）

指標名（各年・累計）

市街化区域の宅地化率

◆指標の補足説明
市街化区域内の宅地面積/市街化区域内の利用可能な土地（道路、鉄道、学校用地等を除いた面積）の面積
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◆第３次総合計画前期基本計画策定に係る施策・基本事業　整理シート

第２次目
標値

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12
食 ― 29,516 31,700 31,600 34,540 31,500

人 ○ 110 418 639 65 1,200

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12
食 ― 29,516 31,700 31,600 34,540 31,500 31,500 31,500 31,500 31,500 31,500

人 ○ 110 418 639 65 1,200 880 920 960 1,000 1,040

自治会 ○ 52 54 56 58 62 64 66 68 70

第２次総合計画 第３次総合計画

基本目標名第2章　安全で自然と調和した暮らしづくり 基本目標名 ４　自然と調和した快適で安心・安全なまち

施策名 2-1 安全で安心な危機管理対策の推進 施策名 安全で安心な防災対策の推進

◇現状・課題

●近年、予測できない自然災害が起きやすくなっており、南海トラフ
地震の発生も危惧される中、市民をはじめ近隣の自治体や企業などと
協同で防災訓練を実施することなどで、市民の防災意識や防災力の向
上が必要です。また、発災時には同時に多くの自治体が被災し、物流
も停止することから、市の防災備蓄を段階的に引き上げ、確保する必
要があります。
●消防団員の減少にともなう消防力の低下が懸念されています。災害
時には常備消防と協力し災害対応をする必要があるため、消防団員の
確保と資質向上が必要です。また、企業との協力により、消防団員を
確保する必要があります。
●将来の地域防災を担う人材の育成を目的に、少年消防クラブ活動が
活発に活動しています。

●近年、各地で自然災害が起きており、南海トラフ地震の発生が危惧
されるなか、企業と協働で応急対策の実施が必要です。
また、発災時は同時に多くの自治体が被災し、物流も停止することか
ら、市の備蓄食料や資機材を段階的に引き上げ、確保することが必要
です。平常時から防災意識の向上を行うため、企業・地域ごとで防災
訓練の実施が必要です。
●消防団員の減少にともない消防力の低下が懸念されています。災害
時には常備消防と協力し災害対応をする必要があるため、消防団員の
確保と資質向上が必要です。また、機能別団員の導入など新たな消防
団員の確保が必要です。
●いなべブランドとして消防団活動を掲載しており、将来の地域防災
を担う人材の育成を目的に、少年消防クラブ活動を始めています。
●豪雨による災害が頻発する中、河川の護岸の修復や堆積土砂の撤去
は災害防止に欠かせません。市が管理する河川では上流から多量の土
砂が流入し堆積している状況です。河川災害を未然に防止するための
対策が必要です。

◇５年後のいなべ市の姿（施策の目的）

●南海トラフ地震が危惧される中、迅速な災害対応が可能となってお
り、防災訓練を通して市民と地域の防災意識も向上し防災力が高まっ
ています。
●消防団員の資質の向上、体制ともに十分に確保されています。

●南海トラフ地震が危惧されるなか、企業と連携した応急対策の実施
に向け市内企業間の連携及び応援活動の内容を検討し迅速な応急対策
が可能となっています。また、自治会の防災訓練を通して市民の防災
意識も向上し防災力が高まっています。
●消防団員の資質の向上、体制ともに十分に確保されています。
●護岸の整備や河床の掘削により河川災害を未然に防ぐための維持管
理が適正に行われています。

◇基本事業１ 危機管理体制の整備 ◇基本事業１ 防災対策の整備

１．事業内容 １．事業内容
●市民の日常の防災意識の向上に取り組むとともに、災害時に適切な
情報発信が行える体制を構築します。

●市民や企業の日常の防災意識の向上に取り組むとともに、災害時に
適切な情報発信が行える体制を構築します。
●災害時には隣近所同士や地域での助け合いが重要となるため、自主
防災組織設立に向けた支援を積極的に行います。
●女性消防団員に防災・防火知識習得させ、自治会等防災組織の訓練
を支援します。

２．主な事業名 ２．主な事業名
●国民保護事業
●防災施設管理事業
●防災会議事業
●防災無線事業
●災害対策本部事業
●広域防災事業
●災害対策用備蓄資材購入事業

●国民保護事業
●防災会議事業
●災害対策本部事業
●防災無線事業
●災害対策用備蓄資材購入事業
●広域防災事業
●防災施設管理事業
●自主防災活動事業

３．基本事業の成果指標

第２次実績値 第３次目標値

非常食の備蓄数（各年）

防災講演受講者数（各年延
べ）

指標名（各年・累計）

非常食の備蓄数（各年）

防災講演受講者数（各年延
べ）

避難行動要支援者制度実施自
治会数

◆指標の補足説明
非常食の備蓄数は、目標数31，500食を確保する。

いなべブランド
P15
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第２次目
標値

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12
人 ○ 327 322 322 320 327

社 ― 25 25 25 26 28

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12
人 ○ 327 322 322 320 327 322 327 327 327 327

社 ― 25 25 25 26 28 29 30 31 32 33

第２次目
標値

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12
自治会 ○ 63 64 64 64 66

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12
3 6 8 10 12

2 4 6 8 10

◇基本事業２ 組織強化による消防力向上 ◇基本事業２ 組織強化による消防力向上

１．事業内容 １．事業内容
●企業に協力を求め、消防団員数の確保を進めるとともに、消防団員
の資質向上をめざします。また、様々な形で積極的
に消防団活動への支援を行います。

●企業に協力を求め、消防団員数の確保を進めるとともに、消防団員
の資質向上を目指し、市外勤務の消防団員が増加するなか、市外消防
団員の補完的役割の機能別団員を創設するなど新たな支援策を行いま
す。

２．主な事業名 ２．主な事業名
●常備消防事業
●消防団研修訓練事業
●常備消防整備事業
●消防団施設整備事業
●消防団事業
●消防水利整備事業

●常備消防事業
●常備消防設備事業
●消防団事業
●消防団研修訓練事業
●常備消防整備事業
●消防団員報酬支払事務
●集落支援員事業
●消防団施設整備事業
●消防水利整備事業

３．基本事業の成果指標

第２次実績値 第３次目標値

消防団員数（各年）

消防団協力企業数（各年）

指標名（各年・累計）

消防団員数（各年）

消防団協力企業数（各年）

◆指標の補足説明

◇基本事業３ 災害に強いまちづくり ◇基本事業３ 災害に強いまちづくり

１．事業内容 １．事業内容
●災害時には隣近所同士や地域での助け合いが重要となるため、自主
防災組織設立に向けた支援を積極的に行います。また、市民に対し自
主防災組織の重要性を伝えるとともに、既存自主防災組織の訓練を支
援します。

●近年の異常気象による台風の大型化や激化する豪雨により河川の氾
濫や浸水被害が頻繁に発生しており、市が管理する河川の維持修繕計
画を策定し、護岸の整備や堆積した土砂撤去を行い、被害の拡大を未
然に防止します。
●被災した河川・道路・橋梁については、二次災害を防止するため、
安全対策を実施し災害復旧工事を実施します。

２．主な事業名 ２．主な事業名
●自主防災活動事業 ●市単独河川維持改良事業

●河川道路橋梁災害復旧事業

３．基本事業の成果指標

第２次実績値 第３次目標値

自主防災組織設置数（累計）

指標名（各年・累計）

護岸整備河川数（累計）

河道掘削河川数（累計）

◆指標の補足説明
個別施設計画での
護岸整備河川数　緊急自然災害防止対策事業（R12まで）で実施する河川改修、護岸及び河床整備を実施する河川数　12河川
河道掘削河川数　緊急浚渫推進事業（R11まで）で実施する河床掘削、樹木伐採を実施する河川数　6河川　2河川/年を目標
令和8年度に修繕計画変更あり
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◆第３次総合計画前期基本計画策定に係る施策・基本事業　整理シート

第２次目
標値

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

ｍ ― 3,288 3,751 3,841 4,481 3,900

件 ― 69 38 57 84 45

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

ｍ 600 1,200 1,800 2,400 3,000

人 1,082 1,028 1,112 1,120 1,086 1,053 1,021 990 960 931

第２次総合計画 第３次総合計画

基本目標名 第2章　安全で自然と調和した暮らしづくり 基本目標名 ４　自然と調和した快適で安心・安全なまち

施策名 2-2 交通事故のない安全なまちづくりの推進 施策名 交通事故のない安全なまちづくりの推進

◇現状・課題

●本市では、自動車は日常生活や社会経済活動を支えるために欠かせ
ないものとなっています。近年、全国的に通学路での交通事故など交
通弱者が犠牲となる事故が増加しており、本市では「いなべ市通学路
安全推進会議」を立ち上げ、アクションプログラムを策定しました。
●道路交通法の改正等における動向について、警察や交通安全協会と
連携を図りながら、市民への広報啓発と交通安全意識の高揚に取り組
んでいく必要があります。

●自動車は日常生活や社会経済活動を支えるために欠かせないものと
なっています。通学路での交通事故など交通弱者が犠牲となる事故が
増加していることから、通学路交通安全アクションプログラムによる
安全対策が必要です。
●物損事故の件数は減少傾向にありますが、人身事故が多く発生して
いることから、特に高齢者や子どもの交通事故撲滅に向けた啓発活動
に、より一層取り組むことが必要です。
●交通安全施設の老朽化等による事故防止のため点検や更新など施設
の予防保全を目的とした適正な維持管理が必要です。

◇５年後のいなべ市の姿（施策の目的）

●交通安全施設が充実し、危険箇所が減少するとともに、幹線道路の
除草や除雪作業の適切な実施により安全な交通環境が確保されていま
す。
●市民への交通マナーの普及徹底が図られ、地域ぐるみで交通安全意
識が高まり、高齢者や子どもを中心とした交通安全教育が効果的に推
進されています。

●交通安全施設の更新が進み、幹線道路の安全な交通環境が確保され
ています。
●市民に交通ルールの遵守と正しい交通マナーの実践が習慣づけら
れ、交通安全の普及啓発活動が推進されています。

◇基本事業１ 交通安全対策の推進 ◇基本事業１ 交通安全対策の推進

１．事業内容 １．事業内容
●見通しの悪い幹線道路の除草や降雪時の除雪を的確に実施し、通
勤、通学時の安全を確保します。
●安全で円滑な交通環境を確保するため、ガードレール、道路標識、
カーブミラー等の交通安全施設の整備を促進します。また、歩道の設
置が困難な通学路については、グリーンベルト等を設置し、安全を確
保します。
●いなべ警察署、いなべ地区交通安全協会と連携を図りながら、市民
への広報や啓発等を通じて交通安全意識の高揚を促進します。

●見通しの悪い幹線道路の除草や降雪時の除雪を的確に実施し、通
勤、通学時の安全を確保します。
●安全で円滑な交通環境を確保するため、ガードレール、道路標識、
カーブミラー等の整備を促進します。また、通学路の安全対策として
グリーンベルト等の交通安全施設整備を進めます。
●いなべ警察署、いなべ地区交通安全協会と協力し、新しい交通安全
啓発の方法を取り入れるなどして、市民の交通安全意識の高揚を促進
します。

２．主な事業名 ２．主な事業名
●道路除草事業
●交通安全施設整備事業
●交通安全啓発事業
●雪害対策事業

●道路除草事業
●交通安全施設整備事業
●交通安全啓発事業
●雪害対策事業

３．基本事業の成果指標

第２次実績値 第３次目標値

グリーンベルト（通学路）の
設置延長（累計）

交通死傷事故件数（各年）

指標名（各年・累計）

グリーンベルト（通学路）の
設置延長（累計）

交通事故発生件数

◆指標の補足説明
グリーンベルト（通学路）の設置延長（累計）：Ｒ７末を起点０としＲ８から600ｍ/年を計画値へ変更
交通事故発生件数：交通安全対策の取組の成果として、平均減少率約3％を目指す。
参考：三重県の事故発生件数（R6）は、55,780件で近年増加傾向。人口割合としては3.2％であり、いなべ市は2.5％。
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◆第３次総合計画前期基本計画策定に係る施策・基本事業　整理シート

第２次目
標値

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

団体 ○ 59 59 59 59 60

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

307 301 300 297 294 291 288 285

第２次目
標値

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

％ ― 97.3 96.7 97.2 100 100

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

％ ― 97.3 96.7 97.2 100 100 100 100 100 100 100

第２次総合計画 第３次総合計画

基本目標名 第2章　安全で自然と調和した暮らしづくり 基本目標名 ４　自然と調和した快適で安心・安全なまち

施策名 2-3 安心して暮らせる犯罪のないまちづくりの推進 施策名 被害を未然に防ぐまちづくりの推進

◇現状・課題

●夜間に不特定多数の人が通行する道路や暗くて通行に不便な道路が
あります。
●近年の犯罪は低年齢化、複雑化、凶悪化等の傾向にあるため、警察
を中心に関係機関が連携を取りながら多様な視点から犯罪防止に取り
組む必要があります。
●近年、消費者トラブルは悪質・巧妙化しており、本市でも消費生活
に関する相談件数は年々増加し、内容も複雑かつ多様化しています。
本市では、こうした状況に対応し、消費生活相談員による消費者トラ
ブルの解決に取り組んでいます。

●夜間に外灯がなく不安を感じる場所があります。
●近年の犯罪は多様化、複雑化、凶悪化、無差別化等の傾向があるた
め、警察を中心に関係機関が連携を取りながら多様な視点から犯罪防
止に取り組むことが必要です。
●高齢者を中心とした悪質商法が継続しており、消費生活相談の需要
が高まっています。また、インターネット取引の拡大により、若年層
の契約トラブルも増加しており、世代を超えた消費者教育や地域・関
係機関との連携による啓発活動が必要です。

◇５年後のいなべ市の姿（施策の目的）

●市民の防犯意識の向上と関係機関の連携強化により、安心して暮ら
せる犯罪のないまちづくりが進められています。
●消費者トラブルについて、関係機関の協力を得ながら注意喚起を行
うとともに、トラブルに対応できる体制が構築されています。

●市民の防犯意識が高まり、関係機関の連携強化が図られることで、
安心して暮らせる犯罪のないまちづくりが進められています。
●だれもが安心して暮らせる、相談しやすく学び続けられる地域社会
が形成されています。

◇基本事業１ 地域防犯体制の充実 ◇基本事業１ 地域防犯体制の充実

１．事業内容 １．事業内容
●夜間の犯罪等を未然に防ぐため、防犯灯を設置する自治会に対して
費用を支援します。
●地域の防犯意識を高めるとともに、防犯活動を行う団体に対して、
パトロール物品等を貸与します。

●夜間の犯罪防止を図るため、世界的に生産中止が決定している蛍光
灯防犯灯からＬＥＤ防犯灯への切り替えを進めます。
●犯罪防止を図るため、自治会の防犯カメラの設置を促進するため補
助を行います。
●地域の防犯意識を高めるため、防犯活動を行う団体に対して、パト
ロール物品等を貸与します。

２．主な事業名 ２．主な事業名
●防犯灯事業
●生活安全対策事業

●防犯灯事業
●生活安全対策事業
●防犯カメラ設置事業

３．基本事業の成果指標

第２次実績値 第３次目標値

防犯ボランティア団体結成数
（物品貸与自治会含む）（累
計）

指標名（各年・累計）

刑法犯認知件数
（いなべ警察署管轄内）

◆指標の補足説明
刑法犯認知件数について、三重県全体では令和5年から令和6年にかけて、9955件から10933件と大きく増加しているところ、いなべ警察署管
内においては、307件から301件と若干減少しました。近年の多様化、複雑化、凶悪化、無差別化等の中で、様々な施策を実施することで、刑
法犯認知件数の減少を図ります。

◇基本事業２ 消費者保護対策の推進 ◇基本事業２ 消費者保護対策の推進

１．事業内容 １．事業内容
●消費者トラブルの未然防止及び拡大防止を図るため、研修会の開催
やパンフレット配布等の啓発活動を行います。

●相談窓口の設置のほか、出前講座や啓発活動、関係組織と連携した
広報を実施します。

２．主な事業名 ２．主な事業名
●消費者行政事業 ●消費者行政事業

指標名（各年・累計）

第２次実績値 第３次目標値

消費者相談解決率（各年延
べ）（消費者相談解決件数／
消費者相談件数）

指標名（各年・累計）

消費者相談解決率（各年延
べ）（消費者相談解決件数／
消費者相談件数）

◆指標の補足説明

第
２
次
総
合
計
画

指標名（各年・累計）
単
位

総合戦略
KPI

第
３
次
総
合
計
画

第
２
次
総
合
計
画

指標名（各年・累計）
単
位

総合戦略
KPI

第
３
次
総
合
計
画

65



５ 「にぎわい・愛着」創生のまち
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◆第３次総合計画前期基本計画策定に係る施策・基本事業　整理シート

第２次総合計画 第３次総合計画

基本目標名 第５章 活発な産業による賑わいづくり 基本目標名 ５　「にぎわい・愛着」創生のまち

施策名 5-1 魅力ある農林業の振興 施策名 持続可能な農林業の振興

◇現状・課題

●本市の農業は、水稲、麦、大豆、そば等を主体に行われています
が、農業所得の低下、兼業農家の後継者不足、高齢化等が課題となっ
ています。また、農村の集落機能低下により共同活動が難しくなって
いることなどから、集落単位で
「人・農地プラン」を策定し、課題解決に取り組んでいます。
●畜産では、家畜から排出されるふん尿の排出規制等、家畜全般を取
り巻く環境が厳しくなっており、鳥インフルエンザ等の感染予防対策
も必要となっています。
●林業では、採算性の悪化や高齢化等による担い手不足のため、放置
される森林が増加しており、森林機能の低下が課題となっています。
●農業者とともに、環境保全や施設点検など集落ぐるみの取組を行っ
ていますが、高齢化による担い手不足となっており、若年層の参加が
課題です。
●特産品では、そばによる取組を行っています。今後は、そばに次ぐ
特産品を見出すため、生産団体の育成が必要です。
●鳥獣被害の増加により、農業の生産性が著しく低下しています。ま
た、高齢者の野菜づくりにおいても鳥獣被害が増えており、生きがい
づくりの視点からも対策が必要となっています。

●本市の農業生産活動は、水稲を基幹作物として、麦、大豆、そば等
を主体に行われています。また、畜産、茶、施設園芸等多様な農業が
展開されています。しかし、担い手の高齢化や後継者の減少により、
これまで地域で守ってきた農地が適切に利用されなくなることが懸念
されています。
●安心・安全な農産物への意識が高まっています。農薬や化学肥料の
使用量低減などの環境負荷低減が必要です。
●畜産では、高病原性鳥インフルエンザや豚熱が国内で毎年発生して
います。感染時の畜産経営体及び地域農業に及ぼす影響・被害は甚大
であり、家畜伝染病の予防対策が必要です。
●鳥獣被害の増加により、農業の生産性が著しく低下しています。ま
た、高齢者の野菜づくりにおいても鳥獣被害が増えており、生きがい
づくりの視点からも有害鳥獣の捕獲や追い払い、農地への侵入防止対
策などが必要です。
●獣害対策及びシティプロモーションとして「いなべの里の蕎麦」の
取組を行っています。今後は、そばに次ぐ特産品を見出すため、獣害
に強い作物の選定、生産団体の育成が必要です。
●農業用施設の老朽化に伴う修繕や更新工事が必要です。
●林業では、放置森林の増加により土砂災害のリスクが高まっている
ため、早急な対策が必要です。

◇５年後のいなべ市の姿（施策の目的）

●集落ぐるみで支え合いながら営農が継続され、農村環境が守られて
います。また、環境にやさしい資源循環型農法の確立や、農産物を活
用した特産品による産業振興が行われています。
●有害鳥獣捕獲の実施や防除を行うとともに、市民自らの手によっ
て、集落に鳥獣を近づけない状況がつくり上げられています。
●森林が適切に管理され、森林が持つ多面的機能が維持されていま
す。

●地域計画で指名された地域内の農業を担う者を中心に農産物の生産
が行われ、集落による農地保全活動により農地が守られています。
●有害鳥獣捕獲の実施や防除を行うとともに、市民自らの手によっ
て、集落に鳥獣を近づけない状況がつくり上げられています。
●農業用施設・農地を適切に管理することにより施設の機能が十分に
発揮され、安定した地域営農活動がなされています。
●適切に管理された森林面積の増加により、災害の発生が抑制されて
います。

◇基本事業１ 集落を基軸にした担い手への支援 ◇基本事業１ 集落を基軸にした担い手への支援

１．事業内容 １．事業内容

●「人・農地プラン」にもとづき、集落単位で認定農業者、認定新規
就農者及び集落営農組織を明確にし、集落ぐるみ型農業生産活動を推
進します。
●農業の有する多面的機能の維持・発揮するため、集落ぐるみで地域
における共同活動や営農活動を支え合う体制の整備を推進します。

●地域計画で指名された地域内の農業を担う者が効率的な作業ができ
るよう、農地の集積、集約を行い、安定的な農業経営を支援します。
●中山間地域直接支払交付金や多面的機能支払交付金により、非農業
者の参画や近隣の組織とのネットワーク構築を支援し、地域が一体と
なって支えあう体制の整備を推進します。

２．主な事業名 ２．主な事業名

●中山間地域等直接支払事業
●多面的機能支払交付金事業
●農業振興事業
●経営体等育成支援事業
●経営所得安定対策推進事業

●中山間地域等直接支払事業
●多面的機能支払交付金事業
●農業振興事業
●経営体等育成支援事業
●経営所得安定対策推進事業
●農業振興地域整備計画事業

いなべブランド
P36
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第２次目
標値

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12
人 ○ 104 103 102 102 113

％ ― 71 71 75 79 80

人 ○ 3 3 6 14 3

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

％ ― 71 71 75 79 80 81 82 83 84 85

第２次目
標値

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

ha ― 190 259 203 282 200

ha ― 54 27 63 41 100

人 ○ ― 2,000 6,000 10,000 10,500

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

ha ― 190 259 203 282 200 284 285 286 287 288

人 ○ ― 2,000 6,000 10,000 10,300 10,500 10,600 10,700 10,800 11,000

３．基本事業の成果指標

第２次実績値 第３次目標値

認定農業者数（各年）

農地利用集積率（各年）（担
い手への集積の利用面積／農
地面積）

新規就農者数（自営就農者
数、雇用就業者数、新規参入
者）（各年）

指標名（各年・累計）

農地集積率（各年）（担い手
の利用面積／農地面積）

◆指標の補足説明
・農地利用集積率：第２次では、担い手（認定農業者数、新規就農者数）を確保し、農地を集積することで集積率の向上を図る指標設定でし
た。第３次では、担い手や個人農家の減少が進行する中、新たな担い手の確保が困難なため、地域の話し合いにより現状の担い手に農地を集
積し、作業効率の向上と経営の安定化を図る必要があることから、「農地集積率」の指標を設定しました。

◇基本事業２ 安心、安全で安定した農業の振興 ◇基本事業２ 安心、安全で安定した農業の振興

１．事業内容 １．事業内容

●耕種農家に対して、家畜ふん尿を適切に処理した堆肥を供給し、環
境に配慮した資源循環型農法を推進します。
●いなべ産品利用宣言店の認定証及びのぼり旗の交付や、ホームペー
ジでの広報等を実施し、地産地消活動を推進します。
●市内の特産品を活用し、産業振興につなげます。特にそばについて
は、そば祭りを中京圏に発信します。また、手打ちそばの段位認定会
を利用し、市民へのそば打ちの普及に取り組みます。

●農薬や化学肥料の使用量低減、家畜排せつ物等の堆肥化による有効
利用などの環境負荷低減事業活動に取り組みます。
●安定的な畜産経営のために家畜伝染病対策を推進します。
●認定されたいなべ産品利用宣言店に対し、のぼり旗の更新やホーム
ページでの広報等を活用して支援し、地産地消活動を推進します。
●市内の特産品を活用し、産業振興につなげます。作付け面積三重県
１位であるそばについては、いなべ市のブランド産品として位置付け
ており、そば祭りを中京圏に発信し動員数の増加に努め、シティプロ
モーションに取り組みます。また、農業活性化施設を活用した市民へ
のそば打ちの普及に取り組みます。

２．主な事業名 ２．主な事業名

●農業活性化施設管理事業
●農業振興施設事業
●農業関係組織育成事業
●地産地消推進事業
●畜産事業
●家畜伝染病対策事業

●農業活性化施設管理事業
●農業関係組織育成事業
●地産地消推進事業
●畜産事業
●家畜伝染病対策事業

３．基本事業の成果指標

第２次実績値 第３次目標値

家畜ふん尿堆肥散布面積（各
年）

そば栽培面積（各年） 

そば祭り入場者数（各年）

指標名（各年・累計）

家畜ふん尿堆肥散布面積（各
年）

そば祭り入場者数（各年）

◆指標の補足説明
・家畜ふん尿堆肥散布面積：家畜排せつ物を適切に堆肥化し、有効利用することで化学肥料の使用量を低減し、安心、安全な農作物の生産に
繋がるため指標を設定しました。

◇基本事業３ 有害鳥獣対策の推進 ◇基本事業３ 有害鳥獣対策の推進

１．事業内容 １．事業内容

●有害鳥獣による農産物への被害を軽減するため、防護柵設置整備、
獣害防除用檻購入及び獣害駆除用煙花購入等助成事業を行います。
●マンパワーの育成として、有害鳥獣駆除、サルパトロール、緩衝帯
整備支援及び獣害対策講座を行い、市民が獣害に強い集落づくりに取
り組めるよう支援します。

●有害鳥獣による農産物への被害を軽減するため、防護柵設置整備、
獣害防除用檻購入及び獣害駆除用煙花購入等助成事業を行います。
●マンパワーの育成として、有害鳥獣駆除、サルパトロール、緩衝帯
整備支援及び獣害対策講座を行い、市民が獣害に強い集落づくりに取
り組めるよう支援します。

２．主な事業名 ２．主な事業名

●農作物有害鳥獣追払事業
●農作物有害鳥獣防除施設整備事業

●農作物有害鳥獣追払事業
●農作物有害鳥獣防除施設整備事業
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第２次目
標値

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

千円 ― 2,154 5,040 6,948 6,104 4,350

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

千円 ― 2,154 5,040 6,948 6,104 4,350 3,910 3,910 3,520 3,520 3,170

第２次目
標値

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

箇所 ― 4 8 6 4 4

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

箇所 ― 3 9 4 7 4 6 6 6 6 6

第２次目
標値

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

団体 ― - 16 27 36 50

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

団体 ― 68 22 27 36 40 40 40 40 40 40

ha ― 0 0 14 14 40 60 80 100 120

３．基本事業の成果指標

第２次実績値 第３次目標値

水稲、小麦の獣害被害額（各
年） 

指標名（各年・累計）

水稲、小麦の獣害被害額（各
年） 

◆指標の補足説明

◇基本事業１ 農業生産基盤の整備 ◇基本事業４ 農業生産基盤の整備

１．事業内容 １．事業内容
●農業生産基盤の適切な機能確保に取り組みます。
●農地の利用集積の推進など農業経営の効率化と安定を図ります。

●農業生産基盤の適切な機能確保に取り組みます。

２．主な事業名
●農業基盤整備事業
●農地災害復旧事業
●農業用施設災害復旧事業

●農業基盤整備事業
●農地・農業用施設等災害復旧事業

３．基本事業の成果指標

第２次実績値 第３次目標値

農業用施設整備個所数（各
年）

指標名（各年・累計）

補助・起債事業を活用した工
事発注箇所数（災害除く）

◆指標の補足説明
　地元負担金・市負担双方を軽減できる補助事業を積極的に活用することにより、施設の更新を推進します。

◇基本事業４ 森林の適正管理の推進 ◇基本事業５ 森林の適正管理の推進

１．事業内容 １．事業内容

●森林の持つ多面的機能を維持するため、下草刈や間伐等を継続的に
行い、強い森林づくりを推進します。
●効率的で安全な森林整備を行うための林道整備を実施します。

●放置森林の災害リスクを軽減するため、森林経営管理制度を活用し
た市発注による森林の間伐や、地元が実施する里山や集落周辺の森林
整備を支援するための補助金を交付します。
●林業経営体所有森林の整備に対し補助金を交付します。
●森林整備を行うための林道の維持管理を行います。

２．主な事業名 ２．主な事業名

●林業事業
●森と緑の基金事業
●市単独林道改良事業
●林道長寿命化対策事業

●林業事業　　　　　　　　　●林道長寿命化対策事業
●森と緑の県民税事業
●森林環境譲与税事業
●県単林道改良事業
●市単独林道改良事業

３．基本事業の成果指標

第２次実績値 第３次目標値

危険木撤去団体数（各年延
べ）

指標名（各年・累計）

危険木撤去団体数（各年延
べ）

森林整備実施面積（累計）

・危険木撤去は整備が進めば０件となるのが理想ですが、成長して危険木となるもの（張り出した枝の再撤去含む）があるため、最終的に一
定数で推移すると想定しています。
・森林整備面積は、原資となる譲与税額から毎年必要となる他事業充当分を引いた額で整備可能な面積（20ha)を目標としています。
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◆第３次総合計画前期基本計画策定に係る施策・基本事業　整理シート

第２次目
標値

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

箇所 ― 3 9 4 7 4

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

第２次総合計画 第３次総合計画
基本目標名 第５章 活発な産業による賑わいづくり 基本目標名 ５　「にぎわい・愛着」創生のまち

施策名 5-2 強い農業基盤の整備 施策名

◇現状・課題

●農業用施設の老朽化にともなう修繕や更新工事が必要となっていま
す。
●農地の効率的な活用を行い、農業経営の安定化に取り組む必要があ
ります。

（施策名：持続可能な農業に統合）

◇５年後のいなべ市の姿（施策の目的）

●農業の生産基盤となる施設整備等が適切に実施されています。ま
た、農業が安定的に経営され、農業者の農業への意欲が向上していま
す。
●水源涵養機能や洪水防止機能等の多面的機能を有する農用地によ
り、下流域における豊かな暮らしや生命、財産が守られています。

◇基本事業１ 農業生産基盤の整備 ◇基本事業１

１．事業内容 １．事業内容【第３次総合計画（次期計画の内容を記入】
●農業生産基盤の適切な機能確保に取り組みます。
●農地の利用集積の推進など農業経営の効率化と安定を図ります。

２．主な事業名 ２．主な事業名
●農業基盤整備事業
●農地災害復旧事業
●農業用施設災害復旧事業

３．基本事業の成果指標

第２次実績値 第３次目標値

市発注整備事業箇所数（災害
除く）（各年）

指標名（各年・累計）

◆指標の補足説明
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◆第３次総合計画前期基本計画策定に係る施策・基本事業　整理シート

第２次目
標値

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

件 ○ 0 0 0 3 1

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

ha - - - - 0 3 6 9 12 15

第２次目
標値

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

件 ○ 3 2 2 10 3

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12
件 10 15 15 15 15 15 15

第２次総合計画 第３次総合計画

基本目標名 第５章 活発な産業による賑わいづくり 基本目標名 ５　「にぎわい・愛着」創生のまち

施策名 5-3 企業立地による産業の振興 施策名 企業誘致による産業振興と雇用促進

◇現状・課題

●米中の貿易摩擦の影響が中部地方の経済にも出始めていますが、輸
送機器産業が本市の産業構造の中心であることには変わりなく今後も
推移すると見られています。高速道路などのインフラ整備における計
画の見通しから、企業の積極的な新規進出や設備投資、雇用増加に期
待がかかります。一方で、本市には即時に誘致できる産業用地が無い
ため、経済動向と企業の需要を見極めながら産業用地の確保を進める
必要があります。

●本市の産業構造は、これまで輸送用機械器具製造業が中心的な役割
を担ってきましたが、貿易摩擦や為替の変動など社会情勢や規制への
対応が厳しく求められています。こうした産業構造の変化に対応する
ため、サプライチェーンの強化や半導体、ＡＩ、エネルギー企業など
異業種との連携により技術の高度化や環境規制への投資が高まり持続
的な産業の発展が必要です。
●一方で、地域経済を牽引してきた自動車産業が直面する課題に加
え、少子高齢化や若者の市外流出、特に女性の流出は人口の減少に繋
がっている現状があり、働く女性の雇用機会の充実を図るとともに次
世代の若者が魅力的に感じる企業の誘致と産業用地の確保が必要で
す。

◇５年後のいなべ市の姿（施策の目的）

●魅力的な企業の誘致が実現し、雇用の創出と安定が図られていま
す。
●市内に多様な就職の受け皿があり、就業率が向上しています。

●東海環状自動車道が全線開通したことにより、人・モノの流通が活
性化しています。
●企業立地が進み、職業選択の幅が広がり就業率が向上しています。

◇基本事業１ 企業誘致活動の推進 ◇基本事業１ 企業誘致活動の推進

１．事業内容 １．事業内容
●企業ニーズに合った土地の確保を行います。
●既存企業との定期的な情報交換会を継続し、情報収集を行います。
●市内企業の魅力のPRや、雇用と就労のマッチングを行います。

●企業のニーズに応じた産業用地を確保します。
●既存企業との情報交換を通じて、相互の課題解消に努めます。
●企業と連携し雇用と就労のマッチングやＰＲ活動を行い若者の市内
採用に繋げます。
●市が窓口となり企業の人手不足の解消に取り組みます。

２．主な事業名 ２．主な事業名
●企業誘致推進事務 ●企業誘致推進事務

３．基本事業の成果指標

第２次実績値 第３次目標値

企業立地協定締結件数（各
年）

指標名（各年・累計）

公共による産業用地の開発面
積

◆指標の補足説明
企業立地の協定件数から産業用地の開発面積に指標を見直しました。開発許可を得られる時期を想定しています。

◇基本事業２ 産業用地の整備及び確保 ◇基本事業２ 産業用地の確保、工業団地の維持管理

１．事業内容 １．事業内容
●産業用地が不足しているため用地の確保を進めるとともに、設備投
資を促すための企業訪問や拡張のサポートに取り組みます。

●産業用地が不足しているため用地の確保と整備を行います。
●設備投資を促すための企業訪問や拡張のサポートに取り組みます。

２．主な事業名 ２．主な事業名
●工業団地管理事務 ●工業団地管理事務

３．基本事業の成果指標

第２次実績値 第３次目標値

企業相談件数（各年） 

指標名（各年・累計）

企業面談件数（各年）

◆変更、追加した指標の補足説明があれば記載
企業進出や拡張に伴う相談、事業活動を行うのための日常的な打合せなど内容は様々ですが、会議、面談等を通じて企業サポートを行ってい
ることから指標の考え方を改めました。
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◆第３次総合計画前期基本計画策定に係る施策・基本事業　整理シート

第２次目
標値

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

団体 ○ 981 985 994 978 920

件 ○ 33 64 66 27 65

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12
団体 ○ 981 985 994 978 980 983 986 990 993 996

件 ○ 33 64 66 27 65 65 65 65 65 65

第２次総合計画 第３次総合計画

基本目標名 第５章 活発な産業による賑わいづくり 基本目標名 ５　「にぎわい・愛着」創生のまち

施策名 5-4 にぎわいのある商工業の振興 施策名 にぎわいのある商工業の振興

◇現状・課題

●阿下喜周辺の商店街が中心街としての役割を担えるよう、空き店舗
対策等を通じた活性化の取組が必要です。
●工業では、多くの工場が誘致されています。一方、商業では集客力
の向上や観光面の力を向上させていく必要があります。
●いなべ市の豊かな自然と、風土を活かした地域産業の創出と販路開
拓を総合的に支援していく必要があります。

●商工会と連携し、経営支援、事業承継、小規模事業者支援、起業・
創業支援を総合的に推進することで、地域全体の商工業の振興を図る
とともに、中心市街地の役割を担っている阿下喜周辺においては、地
域資源や歴史的景観を活かしたにぎわいの創出や交流の場づくりをさ
らに進めることが必要です。
●勤労者福祉の充実を図るため、市が金融機関に資金を預託し、生活
資金を低利で融資する制度を設けていますが、利用者が少ない状況に
あるため、制度の周知徹底や利用促進に向けた取組が必要です。

◇５年後のいなべ市の姿（施策の目的）

●中心市街地が活気にあふれ、にぎわっています。
●新規創業支援により、新たな雇用が生まれ、にぎわいと活気のある
まちとなっています。

●地域の商工業事業者が活発に活動し、まちはにぎわいを見せていま
す。
●新規創業の支援により新たな雇用が生まれ、地域には活気とにぎわ
いが広がっています。
●勤労者福祉の充実により、労働環境が改善されています。

◇基本事業１ 商工業の活性化支援 ◇基本事業１ 商工業の活性化支援

１．事業内容 １．事業内容
●空き店舗の効果的な活用に取り組むとともに、市内企業の異業種間
交流などを実施し、にぎわいのある商工業の推進を図ります。

●商工会と連携し、経営支援、事業承継支援、小規模事業者支援、起
業・創業支援などを推進することで、にぎわいのある商工業の振興を
図ります。
●勤労者生活資金制度を活用し、勤労者の生活の安定と労働環境の充
実を図ります。

２．主な事業名 ２．主な事業名
●商工団体イベント補助事業
●いなべ市商工会運営補助事業
●ウッドヘッド三重指定管理事業
●小規模事業者支援事業

●いなべ市商工会運営補助事業
●商工団体イベント補助事業
●ウッドヘッド阿下喜指定管理事業
●小規模事業者支援事業
●勤労者生活資金貸付制度事業

３．基本事業の成果指標

第２次実績値 第３次目標値

商工会への加入団体数（各
年）

創業相談件数（各年延べ）

指標名（各年・累計）

商工会への加入団体数（各年）

創業相談件数（各年延べ）

◆指標の補足説明

第
２
次
総
合
計
画

指標名（各年・累計）
単
位

総合戦略
KPI

第
３
次
総
合
計
画
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◆第３次総合計画前期基本計画策定に係る施策・基本事業　整理シート

第２次目
標値

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

人 ― 0 0 0

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

第２次総合計画 第３次総合計画
基本目標名 第５章 活発な産業による賑わいづくり 基本目標名 ５　「にぎわい・愛着」創生のまち

施策名 5-6 良好な労働環境づくりの促進 施策名

◇現状・課題

●勤労者福祉の充実のため、金融機関に資金を預託し、生活資金を低
利で融資していますが、利用者が少ない状況であるため、一層の周知
が必要です。 「にぎわいのある商工業の振興」に統合

◇５年後のいなべ市の姿（施策の目的）

●勤労者福祉が充実し、労働環境が向上しています。

◇基本事業１ 勤労者福祉制度の充実 ◇基本事業１

１．事業内容 １．事業内容【第３次総合計画（次期計画の内容を記入】
●勤労者生活資金制度を活用し、勤労者の福祉を充実します。

２．主な事業名 ２．主な事業名
●勤労者生活資金貸付制度事業

３．基本事業の成果指標

第２次実績値 第３次目標値

勤労者生活資金貸付制度事業
利用者数（各年）

指標名（各年・累計）

◆指標の補足説明

第
２
次
総
合
計
画

指標名（各年・累計）
単
位

総合戦略
KPI

第
３
次
総
合
計
画
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◆第３次総合計画前期基本計画策定に係る施策・基本事業　整理シート

第２次目
標値

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

人 ○ 10,422 92,178 114,470 85,021 111,000

人 ○ 95,495 104,659 21,564 - 130,000

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

人 681,328 738,224 642,898 590,699 593,000 594,000 595,000 596,000 597,000

第２次総合計画 第３次総合計画

基本目標名 第５章 活発な産業による賑わいづくり 基本目標名 ５　「にぎわい・愛着」創生のまち

施策名 5-5 魅力ある観光地づくりの推進 施策名 魅力ある観光地づくりの推進

◇現状・課題

●近年、農業公園や阿下喜温泉における観光交流人口が減少する一方
で、ツアー・オブ・ジャパン等の新しい取組による交流人口の増加も
みられます。今後も、地域資源を活かして、市内外の多様な人々が活
発に活動し交流できる機会づくりに取り組む必要があります。
●本市では、サイクルツーリズムによる自転車を活かしたまちづくり
を推進しています。近年ではツアー・オブ・ジャパンを開催するな
ど、整備された幹線道路や豊かな自然景観のもとでサイクリングを楽
しむ人が増加しています。今後もいなべの魅力をPRするコースの設定
や店舗及び看板の整備、サイクリストと地元住民との交流の促進等に
取り組む必要があります。

●近年、グリーンクリエイティブいなべの理念に基づき、「自然と調
和した持続可能なまちづくり」を推進しています。その取組の一環と
して、「にぎわいの森」をはじめ、アウトドア施設の整備や温泉施設
の再整備、観光案内所の機能強化など、観光拠点の整備と受入環境の
向上を進めてきました。これらの取組は、いなべ市が誇る自然、食、
文化、人の魅力を総合的に発信する「いなべブランド」の確立にもつ
ながるものであり、市内外からの来訪者に対して、いなべらしさを体
感できる場を提供しています。
●今後は、こうした整備された各施設や地域の飲食店、商業施設、体
験コンテンツなどを組み合わせた一体的な周遊ルートの構築が重要で
す。交通や回遊性の工夫、魅力的な観光情報の発信、地域資源を活か
した体験型観光との連携を図ることで、観光客の滞在時間を延ばし、
消費額の増加や地域経済への波及効果を高めることが求められていま
す。加えて、いなべブランドの価値を高めるストーリー性のある観光
体験の創出と発信により、いなべ市全体の魅力を高め、地域住民に
とっても誇れる観光地としてのまちづくりを推進することが必要で
す。

◇５年後のいなべ市の姿（施策の目的）

●既存の観光資源の効果的なＰＲや、新たな観光メニューの開発等に
より、市内外からの注目が高まり、観光を通じた交流人口が増加して
います。

●いなべ市の自然、地元の食、人とのふれあいといった地域固有の魅
力を活かし、滞在・体験・回遊を促す観光スタイルが定着していま
す。観光と地域がともに発展する持続可能な観光振興が進み、いなべ
ならではの価値を発信する“いなべブランド”の認知と魅力が広がっ
ています。

◇基本事業１ 多様な観光施設の充実 ◇基本事業１ 多様な観光施設の充実

１．事業内容 １．事業内容
●市内外からの集客を図るため、農業公園や阿下喜温泉、青川峡キャ
ンピングパークなど、市の観光施設の維持管理を行います。

●観光客が快適に滞在できる環境を整えるため、観光案内所や休憩
所、観光施設トイレ、駐車場などの観光施設について、清掃や補修を
定期的に行い、常に良好な状態を保ちます。さらに、高齢者やこども
連れなど幅広い層の利用に配慮した施設管理を進め、誰もがストレス
なく観光を楽しめる環境づくりを進めます。

２．主な事業名 ２．主な事業名
●阿下喜温泉施設指定管理事業
●阿下喜温泉施設管理事業
●農業公園指定管理事業
●観光客受入施設管理事業
●観光施設整備事業

●観光客受入施設管理事業
●阿下喜ビジターセンター管理事業
●観光施設整備事業

３．基本事業の成果指標

第２次実績値 第３次目標値

農業公園の集客数（各年延べ）

阿下喜温泉の集客数（各年延べ）

指標名（各年・累計）

観光レクリエーション入込客
数（各年）

◆指標の補足説明

いなべブランド
P13、37～40

第
２
次
総
合
計
画

指標名（各年・累計）
単
位

総合戦略
KPI
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第２次目
標値

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

人 ○ - - 16,000 18,000 26,000

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

人 373,621 352,689 339,082 338,858 340,000 345,000 350,000 355,000 360,000

◇基本事業２ イメージアップと集客力の向上 ◇基本事業２ イメージアップと集客力の向上

１．事業内容 １．事業内容
●自転車を活かしたサイクルツーリズムによるまちづくりを進め、ツ
アー・オブ・ジャパンの定着や集客の向上に取り組むとともに、市内
主要施設の効果的な活用を図り、森林や里山など、いなべの自然に価
値を見出し、誘客を図ります。
●本市の観光を支える団体や個人の活動の活性化に向けた支援及び補
助を行います。
●新たな観光メニューの開発等に取り組みます。

●グリーンクリエイティブいなべの理念に基づき、市内への誘客を図
るため、各キャンプ場や温泉、自然体験など、いなべならではの観光
資源を活かした情報発信を強化し、魅力あるプロモーションを展開し
ます。また、「いなべブランド」の認知向上を図り、市の自然、食、
文化、人の魅力を一体的に伝えることで、持続可能な地域のファンづ
くりにつなげます。
●市の観光を支える団体や事業者と連携し、SNSやメディア、イベント
などを活用した効果的なPRを実施するとともに、観光圏域の広がりを
見据え、隣接する菰野町など周辺自治体とも連携した広域的な情報発
信にも取り組みます。これにより、県内外からの来訪者の誘客促進
と、滞在・消費の拡大を目指します。

２．主な事業名 ２．主な事業名
●ツアー・オブ・ジャパン開催事業
●観光組織推進事業
●観光資源開発発信事業

●グリーンクリエイティブいなべ推進事業
●観光組織推進事業
●観光資源開発発信事業

３．基本事業の成果指標

第２次実績値 第３次目標値

ツアー・オブ・ジャパン観客
動員数（各年）

指標名（各年・累計）

にぎわいの森来場者数

◆指標の補足説明

第
２
次
総
合
計
画

指標名（各年・累計）
単
位

総合戦略
KPI

第
３
次
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合
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第３次総合計画前期基本計画策定に係る施策・基本事業整理シート　委員ご意見　　　　　

基本
目標

施策名 基本事業 担当課 説明順 委員からのご意見

市民の力で拓く未来
基本事業1　市民参画と協
働の推進

広報秘書課、
新産業創造課

3
(P4)

市民活動センターの成果指標が実績より下回る目標は好ましくない。
最終目標値を設定して段階的に増加させるようにはできないか？
目標値の根拠が実現可能な範囲で考慮し、数値を設定してほしい。
目標数値の捉え方がいまいちなので、見直して欲しい
満足度を解析して、今実施していることが効果あるか数値を設定すべき。そ
れを考慮した数値か？　中身があっての目標で、数値遊びをしないように。
成果指標に設定した考え方（現状や課題はこうで、どうしていきたいのか）が
重要。内容がわかりづらい。目標数値がつながらない。過去実績が増減して
いる理由も分析できていない。目標値据え置きもよくない。人口減少、財政
規模が小さくなっていく中で将来を具体的に想像して内容を検討してほし
い。
グリーンインフラについて、市民に共通認識を持ってもらい、目標を掲げない
と齟齬がでてくると思う。

市民の力で拓く未来
基本事業2　コミュニティ
組織の強化支援

総務課
1

(P5)

若年層の自治会加入率が減っているが、自治体加入世帯数を成果指標にす
ると難しいのではないか？
加入率などそれも含めて９月までに検討してほしい。

市民の力で拓く未来
基本事業３　選挙への意識
向上

総務課
2

(P5)

若年層の投票率の現状は？数値的な目標設定が必要と考える。低下を抑え
るために何が原因か考える必要がある。市の投票率、全国の投票率、10代の
投票率などを示すとよい。

思いやりのある人権のま
ちづくりの推進

基本事業1 人権が尊重さ
れる社会の推進

人権福祉課
5

(P6)

（SOJI）実績値の空欄は埋まらないのか？
指標について、人権フェスティバルに参加する人はそもそも人権意識が高い
のか？　人権に意識が低い人への成果指標を設定する必要があるのでは？　
フェスティバルに来ていない人の意見はどう把握するのか？
いなべブランドP35に掲げられている。総合計画の施策と合致していないよ
うに見える。

女（ひと）と男（ひと）が互
いに認め合うまちづくり
の推進

基本事業1 男女共同参画
の推進

人権福祉課
6

(P7)

新しい指標はどうやって測定するのか？数値のが1％づつ増えている根拠が
あるか？
固定的役割分担意識について、男女共同参画推進計画の特に進めていくべ
き内容になっているのか？
2次になくて、3次に追加された表現について、男女共同参画を進めれば、暴
力はなくなるのか？男女共同参画と暴力の関連性はあるのか？　初めて聞く
と意図が分かりづらく感じた。
アンケートの対象者の男女比率に偏りが大きすぎると成果として微妙。この
指標でいくなら不安に感じる。調整方法などを調べると検討してほしい。

広報広聴の充実
基本事業１　広報広聴の充
実

広報秘書課
4

(P8)

市民に必要な情報がきちんと発信されているか（市民が必要な情報を収集し
ているか）。どうやって市民ニーズを把握するかが重要なため、書き込んでい
ただきたい。　いなべブランドの関係をフォローしてほしい。
事業内容の部分でクロスコミュニケーションに関する部分を表記してほしい。
組織として設定した成果指標に向かって進めるようなものを課内の担当者と
協議して検討してほしい。

1　

み
ん
な
で
つ
く
る
ま
ち

資料２

1



第３次総合計画前期基本計画策定に係る施策・基本事業整理シート　委員ご意見　　　　　

基本
目標

施策名 基本事業 担当課 説明順 委員からのご意見

資料２

広域連携による定・移住の
促進

基本事業1 広域連携によ
る定住・移住の促進

政策課
7

(P9)
指標について、施策としては広域連携。人口だけでよいか検討してほしい。
交流人口のカウントに働く人も含めてほしい。

外部人材の活用による地
域活性化の推進

基本事業1 外部人材の活
用による地域活性化の推
進

政策課
8

(P10)

協力隊や起業人を合わせた数値が目標になっているが属性は同じか？別々
に数値目標を設定しては？
指標について、分けて記載したほうがよいのでは。菰野町・東近江と比較する
と地域おこし協力隊の定住率が低い。比較するためにも、分けて記載してほ
しい。

2



第３次総合計画前期基本計画策定に係る施策・基本事業整理シート　委員ご意見　　　　　

基本
目標

施策名 基本事業 担当課 説明順 委員からのご意見

資料２

生きる力を育む保育の推
進

基本事業1 保育サービス
の充実

保育課
11

(P12)

名古屋市でも待機児童は0人。保育士不足の問題はよいのか？
ウェルビーイングについて、小学校関係の施策のように施策名を検討してほ
しい
いなべブランドの視点も含めて再考してほしい。目標0の指標は微妙

地域における子育て支援
の充実

基本事業1 地域における
子育て支援の充実

母子保健課、
こども政策課

12
(P13)

いなべブランドの視点を踏まえて現状と課題等の再考。こども食堂補助金と
いう成果指標が実態把握をしたうえで問題ないか確認を。

地域における子育て支援
の充実

基本事業2 こどもの居場
所づくり

こども政策課
13

(P14)

地域における子育て支援
の充実

基本事業3 ひとり親家庭
等への支援の充実

こども政策課
14

(P15)

養育費補助金の申請件数は養育費をきちんともらえる人が増えるという認
識でよいか？
ひとり親の表現が目立つが、表現を変えられないか？

子どもの発達を支える
チャイルドサポートの充実

基本事業1 チャイルドサ
ポートの充実

発達支援課
15

(P16)

医療連携会議の日数等は例年同じか？（月1回？）同じであれば、目標から除
くべき。
成果指標　個別療育にシフトするなら分かるように記入してほしい。目標を定
めて目指すものなら、中身が分かる表現を考えて欲しい。指標を変更しない
のなら変更しない理由を説明してほしい。いなべブランドの視点を含める

要保護、要支援児童への
きめ細やかな取組の推進

基本事業1 児童虐待防止
対策の推進

家庭児童相談室
16

(P17)

・ 成果を表すような指標はない？
・ 児童虐待の防止について、いなべ市の全国的な立ち位置等把握しないと現
状・課題等決めれない。次回までにいなべ市が他市、全国と比べてどうなの
か調べて説明してほしい。文章の書き方検討してほしい。

子どもと母親の健康の確
保

基本事業1子どもと母親
の健康の確保

母子保健課
17

(P19)
そのほかの指標で参加者等の満足度を測定できるか検討してほしい。
100％が並ぶ指標だけでは不十分。

ウェルビーイング溢れる学
校の創造

基本事業1自律と共生を
育む教育の推進

学校教育課
18

(P20)

ウェルビーイング溢れる学
校の創造

基本事業2教育力・授業力
の向上

学校教育課
19

(P21)

いじめに関する件数等も成果指標に設定できないのか？いじめに対する対
応のアンケート結果等は使用できないのか？
小中一貫教育研究会参加者数はどんな数字か？→研究会に対象者が全員参
加するため200人になる。指標再検討必要
いなべブランドの視点も考慮してほしい。成果指標に同じ数字が並ぶの好ま
しくないの再考してほしい。いじめ・不登校の問題は総合計画等の指標として
明記し、市民に把握してもらうのは重要かと思う。

学校教育環境の充実
基本事業1学校教育環境
の充実

学校教育課
20

(P22)
施策にかかる成果指標を設定して欲しい。
学援隊の表記が変わっている注記などが欲しい

学校環境整備の充実
基本事業1学校環境整備
の充実

教育総務課
21

(P23) 学校給食のアレルギー対応について、記述する必要はないか？

総合的なスポーツの推進
基本事業1 生涯スポーツ
の充実

生涯学習課
1

(P24)

いなべブランドの視点記述をしてほしい。　→水辺の安全教室（着衣水泳）を
力を入れているが全１１校の学校プールが温水プールでの授業になるため、
先行きが未定。
成果指標の横置きを検討。そもそも指標として適切か再考を。
全体的に記述内容に変化がないため、再考。

総合的なスポーツの推進
基本事業2 スポーツ施設
運営の充実

生涯学習課
2

(P25)

文化芸術活動の充実
基本事業1 文化芸術活動
の推進

生涯学習課
3

(P26) 全体的に記述内容に変化がないため、再考。

文化芸術活動の充実
基本事業2 文化財の保存
活用支援

生涯学習課
4

(P26) 市史編纂に関する内容を記述する。

２　
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第３次総合計画前期基本計画策定に係る施策・基本事業整理シート　委員ご意見　　　　　

基本
目標

施策名 基本事業 担当課 説明順 委員からのご意見

資料２

自然環境の保全･充実
基本事業1 自然環境の保
全

自然学習室
5

(P27)

目標値横並びは市民が受ける印象が良くないので、検討してほしい。参加者
のアンケート結果（満足度）などを指標として設定できないか検討してほし
い。
事業内容の記述を事務担当者が考慮・工夫していることが分かるように表現
を検討してほしい。
いなべブランドについて、記述がないため、追記するのを検討してほしい。

自然環境の保全･充実
基本事業2 自然学習施設
の充実

自然学習室
6

(P28)

青少年の夢を育む地域づ
くりの推進

基本事業1 青少年健全育
成の推進

生涯学習課
7

(P29)

生涯学習の充実
基本事業1 学びの機会の
充実

生涯学習課
8

(P30) 全体的に記述内容に変化がないため、再考。

生涯学習の充実
基本事業2 生涯学習施設
の充実

生涯学習課
9

(P31) 国際化に対応した地域社会を形成するの意味が伝わりづらいので、再考を。

生涯学習の充実
基本事業3 図書館の利便
性向上

生涯学習課
10

(P31) 内容と成果指標が結びついていないので、整合をとるようにする。

4



第３次総合計画前期基本計画策定に係る施策・基本事業整理シート　委員ご意見　　　　　

基本
目標

施策名 基本事業 担当課 説明順 委員からのご意見

資料２

地域医療体制の充実
基本事業1 救急医療体制
の確保

健康推進課
1

(P33)

基本事業１の成果指標について、病院群輪番制の当番日数は、単に割り当て
られて決まるものであれば成果指標として好ましくない。他の指標を考えて
いただきたい。
どれだけ効果があったか測定する必要がある。前回の現状・課題とほぼ同じ
だが、良いか？
成果指標に同じ数字が並んでいるのは好ましくない。指標について工夫して
いただきたい。今の組織の中でやれることは何なのか、内部で共有して検討
してほしい。

地域医療体制の充実
基本事業2 医療従事者の
確保

健康推進課
2

(P33)

生涯を通じた健康づくり
の推進

基本事業1 疾病の早期発
見・早期治療の推進

健康推進課
3

(P34)
基本事業1の成果指標について、類似団体と比較して高いのか？数値横置き
は好ましくない。

生涯を通じた健康づくり
の推進

基本事業2 感染症の予防
健康推進課、
母子保健課

4
(P35) 勧奨できないのであれば、指標としての設定は適切でない。

生涯を通じた健康づくり
の推進

基本事業3 健康づくりの
推進

健康推進課
5

(P35)

健康増進事業に参加する人数だが、アンケート等取っているのであれば内容
をブラッシュアップできるため、アンケート結果を活用した指標を検討いただ
きたい。
帯状疱疹ワクチン等特定のものだけでもよいので、成果指標として設定して
いただきたい。
現状・課題について、食育推進の内容を具体的に記述していただきたい。
いなべ市が発行するいなべブランドに記載の内容を踏まえた記述内容に修
正いただきたい。
感染対策がコロナで変わったと感じる。今後の感染症対策として、行政の役
割、考え方や振り返ることが重要。受診率向上も大事だが、行政としての体制
づくりを考えていく必要がある。
こういった内容にも触れた内容も記載いただきたい。
成果指標の横置きは再考していただきたい。

高齢者が笑顔で自分らし
く暮らせるまちづくりの推
進

基本事業1 高齢者の包括
的な支援の充実

長寿福祉課
6

(P36) 目標値が急増しすぎではないか？

高齢者が笑顔で自分らし
く暮らせるまちづくりの推
進

基本事業2 高齢者がいつ
までも地域で安心して自
分らしく暮らすための支
援

長寿福祉課
7

(P37)
指標の補足説明がわかりずらいのだが、SOSネットワークの事前登録と新規
登録の違いでどう変わるのか。他市町と比較してどうか？

高齢者が笑顔で自分らし
く暮らせるまちづくりの推
進

基本事業3 高齢者の元気
づくりの推進

長寿福祉課
8

(P37)

参加者数を成果指標に設定してはどうか？
医療・介護連携について、アンケート結果等を活用して設定してはどうか？
いなべブランドの内容を再確認。高齢者の居場所づくり、若年性認知症の方
の雇用等これからいなべ市も団塊の世代の人が後期高齢者になることに
よって影響があるため、その点も含めて再考してほしい。もう一度見直して、
課としての目標を考えてほしい。

高齢者がいつまでも安心
して暮らせるまちづくりの
推進

基本事業1 予防重視型
サービスの充実

介護保険課
9

(P38)
要介護状態の低減を成果指標として設定できないか。介護認定が増えている
状況で事業の成果を示すものが好ましい。

３　
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第３次総合計画前期基本計画策定に係る施策・基本事業整理シート　委員ご意見　　　　　

基本
目標

施策名 基本事業 担当課 説明順 委員からのご意見

資料２

地域でいきいきと安心し
て暮らせる障がい者福祉
の推進

基本事業1 障がい福祉
サービスの充実

障がい福祉課
10

(P39)

伸ばしたほうがよいものと抑えたほうがよいものが混在していないか、種類
に応じて細分化したほうが指標としては好ましい。
指標数値の横並びは好ましくない。障害福祉サービスの利用者数が成果指標
としてよいのか検討してほしい。
全体としてはこれで良いかと思う。指標については再考していただきたい。

地域の助け合いによる福
祉の充実

基本事業1 地域福祉活動
の充実

人権福祉課
11

(P41)

基本事業1の成果指標について、ごく一部の事業の内容になっているが、他
の内容に関する指標を設定できない？
数値についても、R6の実績と比較すると横這いとなっているがいかがか。
ボランティアの活動が地域にどれだけ根付いているのか指標等で見えるよい
のではないか？
民生委員活動で困まっている項目として、自治体未加入者が増えている事が
ある。自治会未加入者に対しての対応を検討してほしい。

社会保障制度の健全で円
滑な運用

基本事業1 国民健康保険
の充実

保健年金課
12

(P4)

成果指標について、収納率はすでに100％に近い。その数値をR7で1％上げ
ても大丈夫なのか。現実的な数値を置いた方が良い。
特定検診の率も伸ばしていく数値が良い。

社会保障制度の健全で円
滑な運用

基本事業２ 後期高齢者医
療保険制度の円滑な運営

保健年金課
13

(P42)
ただ横並びは、市民感情としても良く思われないことがあるため、工夫して
いただきたい。

社会保障制度の健全で円
滑な運用

基本事業３ 福祉医療制度
の健全で円滑な運営

保健年金課
14

(P44)

社会保障制度の健全で円
滑な運用

基本事業４ 国民年金の適
正な運営

保健年金課
15

(P44)

適切な生活保護制度の推
進

基本事業1 生活保護制度
の適切な運営

生活支援課
16

(P45)

適切な生活保護制度の推
進

基本事業2 生活困窮者の
相談支援

生活支援課
17

(P46)

6



第３次総合計画前期基本計画策定に係る施策・基本事業整理シート　委員ご意見　　　　　

基本
目標

施策名 基本事業 担当課 説明順 委員からのご意見

資料２

公共交通の充実
基本事業1 鉄道交通の整
備

交通政策課
10

(P48)

・具体的な課題を記述していただければより分かりやすいやすいものにな
る。
・歳出予算を伴うため、効率よく運行するにはどうすれば良いか検討してくだ
さい。
・一方の交通手段の増加による他方の数値の減少等、指標の適正な数値が分
かりづらいので、数値で表せない箇所は補足説明に記載してください。

公共交通の充実
基本事業2 バス交通の整
備

交通政策課
11

(P48)

快適な道路網の充実
基本事業1 生活道路網の
整備

建設課
12

(P49)

・道路に限った話ではないが、現在インフラ施設については老朽化の問題が
ある。チェックや管理体制を各課が考えていく必要がある。次回までに老朽
化したインフラに対する対応・体制を文章化していただきたい。

快適な道路網の充実
基本事業2 高速交通網の
整備促進

高速道路対策課
13

(P50)

・指標について、現状から5年後にはこんな状態に持っていきたいという方向
性を決めるものだと考えている。高速道路に関して他に指標として出せるも
のがないか検討してほしい。

暮らしを支える上水道の
充実

基本事業1 水道施設の整
備及び耐震化

水道総務課、
水道工務課

14
(P51)

耐震化の延長となっているが、耐震適合率等の％で示せないか。
本来必要な耐震化延長・率（全体）を100としたときに、R12年度までに実施
した内容は％又は延長で示すことができるか。％の方が分かりやすい。

暮らしを支える上水道の
充実

基本事業2 安定給水の推
進

水道総務課、
水道工務課

15
(P51)

暮らしを支える上水道の
充実

基本事業3 持続可能な経
営基盤の充実

水道総務課、
水道工務課

16
(P52)

延長は市町村毎に異なるため、成果指標を延長ではなく率で算出するとよ
い。
率については周辺市町と比較が必要である。
管径が小さいから大丈夫ということではなく、チェック体制を検討すること
が必要である。

美しい水環境の創出
基本事業1 下水道施設の
整備と強化

下水道課
17

(P53)

公共下水と農業集落排水の面積の範囲に上限があるはずだから、数値として
分かるようにしてほしい。いなべブランドの視点を踏まえて文章を記述して
ほしい。

美しい水環境の創出
基本事業2 下水道施設の
適正管理と体制の構築

下水道課
18

(P54)

環境にやさしいまちづくり
の推進

基本事業1 廃棄物の適正
な処理

環境衛生課
19

(P55)
全体的な話になるが、指標が難しいため、補足が必要と思う。解説をするよう
な形の記述にしてほしい。

環境にやさしいまちづくり
の推進

基本事業2 循環型社会形
成の推進

環境衛生課
20

(P56)

環境にやさしいまちづくり
の推進

基本事業3 環境保全対策
の推進

環境衛生課
21

(P56)

環境にやさしいまちづくり
の推進

基本事業4 斎場の適切な
維持管理

環境政策課
22

(P57)

環境にやさしいまちづくり
の推進

基本事業5 地球温暖化対
策の推進

新産業創造課
23

(P57)

みどり豊かなまちづくり
の推進

基本事業1 都市公園の整
備

管理課
1

(P58)
安全な公園を市民に提供することが必要。記述内容も安全な公園づくりに関
する内容に変えていただきたい。成果指標再考

４　
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第３次総合計画前期基本計画策定に係る施策・基本事業整理シート　委員ご意見　　　　　

基本
目標

施策名 基本事業 担当課 説明順 委員からのご意見

資料２

みどり豊かなまちづくり
の推進

基本事業2 緑化推進事業 都市整備課
2

(P58)
前回と全く一緒のため、見直しをお願いします。周知されていないことが問
題なので、注力してほしい。

良好な居住環境づくりの
推進

基本事業1 良好な住環境
づくりの推進

住宅課
3

(P59)

住宅新築資金等貸付は事業完了が見えているため、成果指標にはそぐわな
いため、削除
成果指標：無料耐震診断の結果、対応した件数（除却・補強工事）などにして
は？

良好な居住環境づくりの
推進

基本事業2 市営住宅の適
正管理

住宅課
4

(P60)

市営住宅の方向性は？→3つの住宅（大安樫の木住宅、）は空きがあればリ
フォームして入居。残り5つのうち4地区は未利用の場合は解体。現状は減ら
していく方向。
他の自治体は壊していくことを目標にしている。いなべ市も同じでは？現状
と課題、5年後の姿に合致した成果指標を設定してほしい。政策課と住宅課
で協議してほしい。

良好な居住環境づくりの
推進

基本事業3 空き家活用の
促進

住宅課
5

(P60)

行政として空き家があることがマイナスになるのであれば、空き家が減るこ
とが目標では？
今現在の空き家対策の事務内容は？→空き家の所有者探し、地元自治会か
ら自治会要望があがってきた物件の調査。（令和7年度はすでに4件）
自治会からの要望がなければ、自分たちから動けないのか？自治会要望以
外で空き家の情報収集をしているのか？今後考える必要がある。
成果指標の数値横並びを好ましくない。空き家バンクの登録物件数も指標と
してよいか検討してほしい。政策課、住宅課内と協議する。

秩序ある土地利用の推進
基本事業1 計画的な土地
利用の推進

管理課
6

(P61)

都市計画マスタープランの見直し、立地適正化計画など適切な都市の発展を
目指すものと照らし合わせて、今後も取り組んでいくことを書き込んでほし
い。東海環状の関係（交通量の増加、都市の発展）で傍観するだけでなく、特
定の場所だけでなく、広域的に検討する必要があると思う。資料を提供して
もらえれば一緒に考える。
成果指標要検討

安全で安心な防災対策の
推進

基本事業1 防災対策の整
備

防災課
24

(P62)

安全で安心な防災対策の
推進

基本事業2 組織強化によ
る消防力向上

防災課
25

(P63) 消防団の関係はいなべブランドの視点を含めて文章を検討してほしい。

安全で安心な防災対策の
推進

基本事業3 災害に強いま
ちづくり

建設課
26

(P63)

交通事故のない安全なま
ちづくりの推進

基本事業1 交通安全対策
の推進

建設課、
管理課

7
(P64)

市民の安全を確保するためには、国・県道であっても対応する必要はある。他
の市町の事例なども参考に可能であれば指標を再考してほしい。

被害を未然に防ぐまちづ
くりの推進

基本事業1 地域防犯体制
の充実

総務課
8

(P65)

防犯カメラの設置に障壁があるのは理解したが、行政の活動としてアピール
するために成果指標として設定しては？実績で需要がなければそれはそれで
問題ないと考える。
成果指標は１つでよいか？→設置した箇所が増えれば指標として機能しない
と考えている。防犯カメラの設置はR7年度から開始。費用の半分を自治会
負担のため、需要は少ないと考える。
防犯ボランティア団体結成数を指標とするのであれば、横おきは好ましくな
い。

被害を未然に防ぐまちづ
くりの推進

基本事業2 消費者保護対
策の推進

商工観光課
9

(P65) 前回と全く同じなので、検討をお願いします。

快
適
で
安
心
・
安
全
な
ま
ち

8



第３次総合計画前期基本計画策定に係る施策・基本事業整理シート　委員ご意見　　　　　

基本
目標

施策名 基本事業 担当課 説明順 委員からのご意見

資料２

持続可能な農林業の振興
基本事業1 集落を基軸に
した担い手への支援

農業振興課、
農林整備課

1
(P67)

いなべブランドの視点を追記いただきたい。基本計画は担当部局の目標共有
と市民への発信の効果があるため、記入できるなら記入してほしい。他の委
員の視点もあるため、政策課と協議し検討してほしい。
成果指標：そば祭りの入場者数年度ごとにゆるやかに増加するようにして
は？

持続可能な農林業の振興
基本事業2 安心、安全で
安定した農業の振興

農業振興課、
獣害対策課

2
(P68)

持続可能な農林業の振興
基本事業3 有害鳥獣対策
の推進

獣害対策課
3

(P68)

持続可能な農林業の振興
基本事業4 農業生産基盤
の整備

農林整備課
4

(P69)

持続可能な農林業の振興
基本事業5 森林の適正管
理の推進

農林整備課
5

(P69)

企業誘致による産業振興
と雇用促進

基本事業1 企業誘致活動
の推進

都市整備課
6

(P71)

自動車産業以外の企業誘致が進んだときの効果は？→女性の雇用機会の創
出を考えている。→記述内容が説明を受けた内容と相違があるように感じる
ので、表記を検討してほしい。
成果指標の内容検討してほしい。（100％or0％にならないような指標に）

企業誘致による産業振興
と雇用促進

基本事業2 産業用地の確
保、工業団地の維持管理

都市整備課
7

(P71)
表記を再検討、課内でもんでほしい。他部署との関係も意識すると連携しや
すくなるので、検討してほしい。

にぎわいのある商工業の
振興

基本事業1 商工業の活性
化支援

商工観光課
8

(P72)

現状と課題の表記で阿下喜の表記をとったことでぼやけている感じがする。
中心市として阿下喜を整備し、そこから全体に広がるような表記に修正して
ほしい。（都市計画マスタープランや立地適正化計画などと整合させる）
成果指標の設定は適切か？　創業件数は把握できるか？→できるが辞めて
いく事業者もあるため、商工会への加入団体数で考えている。
事業の継承件数などは指標とできないのか？相談件数、成功件数など。担当
課として目標となる指標を課内で検討してほしい。政策課とも相談

魅力ある観光地づくりの
推進

基本事業1 多様な観光施
設の充実

商工観光課
9

(P74)
いなべブランドの視点を表記してほしい。2次から内容がスリムになってい
る。しっかりと書き込みをしてほしい。

魅力ある観光地づくりの
推進

基本事業2 イメージアッ
プと集客力の向上

商工観光課
10

(P75)

観光資源開発発信事業はどんな取り組みをしているのか？→キャンプ場関
連の情報発信を行う。
すでに着手しているのなら、基本計画に書き込む必要がある。
観光資源の回遊・周遊を図るには具体的に考えているか？→観光拠点の点
から面にするために動いている（菰野町とも連携）→動いているのであれば、
記入をお願いします。
野遊びやノルディスクのことが触れられていないので、記載をすべきと考え
る。

５　

「
に
ぎ
わ
い
・
愛
着

」
創
生
の
ま
ち

9
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第３部 基本計画

第１章 みんなでつくるまち

第２章 「こどもまんなか」みんなで学ぶまち

第３章 いつまでも笑顔で暮らせるまち

第４章 自然と調和した快適で安心・安全なまち

第５章 「にぎわい・愛着」創生のまち

第６章 総合的取組事項

※下記のようなパターンもあると思いますが、第１章、２章のバランス

が悪い（２章が薄くなる）ので、いったん、上記の組み立てを採用し

ています。

（別案）

第３部 基本計画

第１章 基本目標

１ みんなでつくるまち

２ 「こどもまんなか」みんなで学ぶまち

３ いつまでも笑顔で暮らせるまち

４ 自然と調和した快適で安心・安全なまち

５ 「にぎわい・愛着」創生のまち

第２章 総合的取組事項

１ グリーンクリエイティブいなべの推進

２ フェアトレードタウンいなべの促進

３ ＳＤＧs 未来都市いなべの推進

４ チャレンジ・カーボンニュートラルいなべの推進

５ 元気みらい都市いなべの推進
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第６章 総合的取組事項

総合的取組事項 1 グリーンクリエイティブいなべの推進

１ 現状・課題

●「グリーンクリエイティブいなべ」は、市が推進する地域創生の取組で、地域特有の資源（＝グリー

ン）を都会的な感性（＝ローカルセンス）で磨き上げ、都市の人々を魅了するモノ・コト・トキを創りあ

げること（＝クリエイティブ）を目指す理念であり、この理念は、２０１５（平成２７）年度から市のまち

づくりの基本方針として掲げています。

●グリーンクリエイティブいなべの推進は、地域資源を活用した持続可能なまちづくりのモデルとなっ

ています。一方で、市民参画の促進や創造性の発揮、シビックプライドの醸成、そして持続可能なま

ちづくりの実現といった課題も残されています。今後は、これらの課題に対応するため、多様なステ

ークホルダーとの連携をさらに深めながら、継続的な取組が求められます。

●都市部へのＰＲやマーケティング、地域での起業・創業の支援、「にぎわいの森」を核とした山辺の

活用等の複数の取組を通じて、多様な人々を巻き込む仕組みづくりが必要です。

２ 2035 年のいなべ市の姿（目的）

●グリーンクリエイティブいなべの活動を通じて創りあげられた「モノ・コト・トキ」が人々を魅了し、交

流、移住、定住の促進や関係人口の拡充につながっています。

●グリーンクリエイティブいなべの推進により、分野の垣根を越えた横断的、一体的で効果的な取組

が行われています。

●森林、農地、里山などの自然資源を活用した産業振興（グリーンインフラ、薬草農業、再生可能エ

ネルギー等）が展開され、地域内で循環する自立型の地域経済の仕組みが構築されています。

●行政主導から、市民や事業者、地域団体が主導する「共創」のまちづくりへと転換され、文化やア

ート、教育活動を通じて、まちの価値を自ら高める仕組みが定着しています。

●地産地消、エコライフ、地域活動への参加など、持続可能なライフスタイルが市民に浸透し、地域に

誇りを持ち、次世代へと継承する意識が高まり、シビックプライドが醸成されています。

●グリーンクリエイティブいなべの取組（「にぎわいの森」「山・森・川」の活用事業等）が、SDGs の

先進モデルとして評価され、全国・世界に発信する地方都市として注目されています。

３ 基本事業
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■基本事業１ グリーンクリエイティブいなべの推進

４ 成果指標

■にぎわいの森来場者数（人）

事業内容 主な事業

●グリーンクリエイティブいなべを推進し、いな

べブランドを創造します。

●若者や都市部をターゲットとしたシティプロモ

ーションに取り組みます。

・グリーンクリエイティブいなべ推進事業

・観光組織推進事業

・観光資源開発発信事業

●グリーンインフラ推進基本方針に基づき、地

域林や水辺の環境を整備することにより親子

が長時間滞在できる空間づくりを行い、市民

協働や市民活動の活性化を図ります。

●子育て家庭が希望する全天候型、安全安心

で気軽に利用でき、木のぬくもりを感じること

ができる「こども子育て拠点施設」を整備し

ます。

●自然とのつながりを感じ、豊かな心を育める

よう乳幼児期から木のぬくもりに触れる機会

を増やすとともに、こどもや保護者が集える自

然体験イベントなど木育を推進する環境を整

えます。

・グリーンインフラ推進事業

・こども子育て拠点整備事業

・木育推進事業

実績値（年度）（R7 は目標値） 目標値（年度）

令和３

（2021）

令和４

（2022）

令和５

（2023）

令和６

（2024）

令和７

（2025）

令和８

（2026）

令和９

（2027）

令和 10

（2028）

令和 11

（2029）

令和 12

（2030）

373,621 352,689 339,082 338,858 340,000 345,000 350,000 355,000 360,000 365,000
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総合的取組事項２ フェアトレードタウンいなべの促進

１ 現状・課題

●いなべ市は、2019（令和元）年に日本で 6番目のフェアトレードタウンとして認定され、市民団体

「いなべフェアトレードタウン」をはじめ、行政、商店、学校などが連携し、フェアトレードの普及とエ

シカル消費の推進に取り組んでいます。この活動は、SDGs の理念と連動し、地域経済の活性化を

目指していますが、市民の認知度・関心度の低さ、活動の継続性、熱意ある市民団体や個人への

依存、担い手不足などが課題となっています。

２ 2035 年のいなべ市の姿（目的）

●市民が意識せずとも、日常の買い物や選択の中に「フェアトレード」、「エシカル消費」の価値観が

浸透し、地域の商店、学校、公共施設などでも当たり前にフェアトレード商品が取り扱われ、暮らし

の一部になっています。

●地元の農産物や加工品といった“いなべ産”とフェアトレード商品の共存が実現されています。

●教育現場では、フェアトレードや SDGs をテーマにした学びが定着し、市民全体に「人を想った行

動」や「未来を考える行動」が当たり前となり“思いやりと共感”の文化が定着しています。

●「フェアトレードタウンいなべ」の実績が、まちの魅力・ブランドとして確立され、地域住民が主体と

なり、地域資源を活用した地域ビジネスとして評価されています。

●行政、市民団体、教育機関、企業などが役割を分かち合いながら、継続的かつ有機的に取組を進

める体制が整っており、「誰かが頑張る運動」から「みんなで育てる文化」へと発展しています。
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３ 基本事業

■基本事業１ フェアトレードタウンいなべの促進

４ 成果指標

■フェアトレード商品取扱店舗数（店舗）

事業内容 主な実施項目

●フェアトレードタウンいなべが教育や啓発、商

品の普及、PR イベントが開催できるように連

携、支援を行います。

・フェアトレードタウンいなべの促進

・中学校での授業

・いなべ総合学園での講義

・にぎわいの森店舗でのフェアトレード商品

の取扱い

・フェアトレード月間（5 月）におけるマルシ

ェの開催

実績値（年度）（R7 は目標値） 目標値（年度）

令和３

（2021）

令和４

（2022）

令和５

（2023）

令和６

（2024）

令和７

（2025）

令和８

（2026）

令和９

（2027）

令和 10

（2028）

令和 11

（2029）

令和 12

（2030）

31 31 37 37 38 39 40 41 42 43
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総合的取組事項３ ＳＤＧｓ未来都市いなべの推進

１ 現状・課題

●いなべ市ＳＤＧｓは、「グリーンクリエイティブいなべ」の活動を通し、グリーンインフラ商業施設「にぎ

わいの森」を拠点に、誰もが気軽に参加できるＳＤＧｓの推進を目指すものです。この施設は、自然

環境を活かした空間で、地元食材を使用した飲食店や物販施設が集まり、訪れる人々に「おいし

い」、「心地よい」と感じてもらえるような体験を提供することで、ＳＤＧｓの理念を直感的に伝えるこ

とが必要です。

●INABE SDGs 4T PROJECT として、４つの T（Touch「触れる：実際に手を動かし、ものづくりや

体験を通じて学ぶ。」、Thinｋ「考える：体験を通じて得た気づきを深め、自分ごととして考える。」、

To make「つくる：持続可能な社会に向けたアクションを自ら起こす。」、Tell「伝える：学んだことや

感じたことを他者に共有し、広げていく。」）を軸に、「日常生活・体験から気付くＳＤＧｓ」をテーマに、

企業と行政が連携して、おしゃれでカジュアルな体験型ワークショップを開催することで、SDGs の

理念を市民に浸透させることが必要です。

●SDGｓを市内事業者に推進するため、自身の業務とＳＤＧｓとの関連性を認識する「いなべ市版ＳＤ

Ｇｓチェックシート」を活用し、取組を実践する事業者を「いなべＳＤＧｓ実践取組事業者」として認

定しています。また、市と連携し、ＳＤＧｓの推進に積極的に取り組む企業や団体を「いなべＳＤＧｓ推

進パートナー」として認定しています。これらの認定制度を通じて、地域全体でのＳＤＧｓの理解と実

践を促進し、持続可能な社会の実現を目指しています。

２ 2035 年のいなべ市の姿（目的）

●ワークショップや意見交換の場を通じて、市民参画型のＳＤＧｓの実践が強化され、「誰一人取り残

さない社会」が浸透し、市民・事業者・行政の協働により課題解決を推進しています。

（SDGs ゴール 11・16・17）

●地産地消やフェアトレードの普及により、「農」、「食」、「自然」、「アート」、「アウトドア」、「ものづく

り」などの地域資源を活かすことで、持続可能な産業や観光が展開されています。さらに、グリーン

インフラを取り入れたにぎわいの森が象徴的な拠点となっています。

（SDGs ゴール 8・9・12）

●移住・定住・交流人口の増加に向けた受け入れ体制が強化され、若者、高齢者、障がい者、外国人

など、多様な人々が安心して暮らせるまちづくりが行われています。また、地域の教育力やコミュニ

ティ支援を通じて、人づくりと健康づくりが推進されています。

（SDGs ゴール 1・3・4・10）
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●INABE SDGs 4T PROJECTの取組が進み、「日常生活・体験から気づくSDGs」をテーマに、企

業や団体との協働でカジュアルに SDGs が浸透しています。また、体験型ワークショップや商品開

発を通じて、市民の行動変容を促進しています。

３ 基本事業

■基本事業１ ＳＤＧｓ未来都市いなべの推進

４ 成果指標

■ＳＤＧｓ実践取組事業者数（者）

■ＳＤＧｓ推進パートナー数（累計）（団体）

事業内容 主な事業

●市内外の企業等と連携し、INABE SDGs

4T PROJECT の 4 つの「T」をキーワードと

してＳＤＧｓを推進します。

●持続可能な開発目標（SDGs）を地域レベル

で具体化し、地域課題の解決と持続可能な

まちづくり行います。

●いなべＳＤＧｓ実践取組事業者といなべＳＤＧ

ｓ推進パートナーを拡大し、市内でのＳＤＧｓを

推進します。

●モビリティによって“動くにぎわい”を実現し、

山辺エリアを都市と自然をつなぐ“開かれた

里山”としてブランド化を進め、“動くまち”モ

デルの確立を図ります。

●地域資源を活用した商品開発や体験メニュ

ーの創出を支援し、販路開拓支援や観光客

の誘致を図ることで、地域経済の活性化を促

進します。

・いなべカジュアル SDGs 推進事業

・グリーンクリエイティブいなべ推進事業

・ごみ減量化推進事業

・こども子育て拠点整備事業

・発達支援事業

・家庭児童相談事業

・夢・未来プロジェクト２０３０事業

・健康づくり事業

・多面的機能支払交付金事業

他

実績値（年度）（R7 は目標値） 目標値（年度）

令和３

（2021）

令和４

（2022）

令和５

（2023）

令和６

（2024）

令和７

（2025）

令和８

（2026）

令和９

（2027）

令和 10

（2028）

令和 11

（2029）

令和 12

（2030）

195 131 164 164 170 175 180 185 190 195

実績値（年度）（R7 は目標値） 目標値（年度）

令和３

（2021）

令和４

（2022）

令和５

（2023）

令和６

（2024）

令和７

（2025）

令和８

（2026）

令和９

（2027）

令和 10

（2028）

令和 11

（2029）

令和 12

（2030）

16 31 36 39 42 45 48 51 54 57
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総合的取組事項４ チャレンジ・カーボンニュートラルいなべの推進

１ 現状・課題

●本市は、2022（令和 4）年 7月 7日のクールアースデーに、「ゼロカーボンシティ」を表明し、「チ

ャレンジ・カーボンニュートラル いなべ」を掲げ、脱炭素社会の実現を目指しています。

●2024（令和6）年には、いなべ市水素ステーションの運用を開始してＦＣＶを所有している市内事

業所にも開放しています。公用車をはじめ燃料電池車の普及が必要です。

●今後は、⽔素ステーションの拡充や⽔素エネルギーの安定供給に向けた⽣成から運搬までのサプ

ライチェーンの構築を進めることが必要です。

２ 2035 年のいなべ市の姿（目的）

●チャレンジ・カーボンニュートラルいなべを推進するため、「いなべ市地球温暖化対策実行計画」に

掲げた目標値が達成され、温室効果ガス排出が削減されています。

●環境省地域脱炭素移行・再エネ推進交付金「重点対策加速化事業」の年次計画に沿って、公共

施設への太陽光発電設備等設置及び公用車を環境軽減負荷車両に移行して、再エネの普及が

進んでいます。

３ 基本事業

■基本事業１ 資源循環社会の構築

事業内容 主な事業

●廃棄物処理の４Ｒを核として、リサイクルシス

テムの整備と定着を図り、ごみの分別を推進

し、資源循環型社会の構築を目指し、脱炭素

化を図ります。

・ごみ資源化事業

・ごみ減量化推進事業

・ごみ処理事業

・ごみ分別収集啓発事業
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■基本事業２ 温室効果ガス排出量の削減

４ 成果指標

■ＣＯ2排出量 （t-co2）

※いなべ市の公共施設から発生する CO2 排出量です。

事業内容 主な事業

●環境負荷軽減のため公共施設に太陽光発

電設備を中心とした再生可能エネルギーを

積極的に導入しエネルギーの地域循環と地

産地消化を推進します。

●公用車を燃料電池車及び電気自動車の環

境軽減負荷車両に移行します。同時に太陽

光由来の EV ステーションを整備し、公用車

のゼロカーボンドライブを実施します。

●グリーン水素ステーションの運用に向けて企

業と連携しながらモビリティ分野での新エネ

ルギー事業を進めます。

・地域脱炭素化移行重点対策加速化事業

・公用車管理事業

・水素エネルギー活用促進事業

実績値（年度）（R7 は目標値） 目標値（年度）

令和３

（2021）

令和４

（2022）

令和５

（2023）

令和６

（2024）

令和７

（2025）

令和８

（2026）

令和９

（2027）

令和 10

（2028）

令和 11

（2029）

令和 12

（2030）

14,216 16,476 14,794 集計中 13,050 12,180 11,310 10,440 9,570 8,700
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総合的取組事項５ 元気みらい都市いなべの推進

１ 現状・課題

●本市は、全国に先駆けて高齢者の健康づくりに取り組んできました。高齢者を対象に開発された

「元気づくりシステム」は、高い評価を得て広く全国各地で展開されています。「元気みらい都市い

なべ」は、こうした知見を活かし、全世代の効果的な健康づくりに向け、多様な主体が一体となって

取り組む一連の活動の総称です。今後も、全世代の健康づくりを起点に、“人”と“まち”の元気づく

りの取組が必要です。

●2022（令和４）年に、千葉大学との連携により、健康促進を図るために環境から健康行動を促進

するゼロ次予防の一環として、いなべ市庁舎エントランスに「いなべStep+10cm（いなべステップ

テン）」を設置しました。

●2023（令和５）年に、「いなべげんき応援あぷり いなべる」を開発、リリースしました。アプリでは、

歩数に応じたポイントや体重・血圧の記録等でポイントが貯められ、WAON ポイントとの交換やい

なべの商品などの抽選に応募できます。今後も、アプリの利用促進を図ることが必要です。

●母子保健・健康づくり・高齢者福祉・医療を担う部署が集う健康なまちづくり会議にて、乳幼児期

から高齢期を通じたライフコースアプローチの視点から、包括的な健康づくり施策を推進していま

す。市民が健康づくり事業にアクセスしやすい地域づくりが必要です。

２ 2035 年のいなべ市の姿（目的）

●これまで全国に先駆け取り組んできた高齢者の元気づくりを拡充し、幼児・小学校・中学校・成人

に至る全ての世代を対象に健康づくりシステムが構築されています。

●健康で元気なまちとしてのブランドを確立し、人として普遍的な魅力ある「健康づくり」の価値が多

くの人々に改めて認識され、健康づくりから生まれる幸福感、満足度の向上を通じて、”人”と”まち”

の元気づくりが展開されています。
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３ 基本事業

■基本事業１ 個人の行動と健康状態の改善

■基本事業２ 社会環境の質の向上

■基本事業３ ライフコースアプローチの構築

４ 成果指標

■健康寿命の延伸（平均寿命に占める割合）（％） ※上段：男性、下段：女性

※翌年に確定するため、N年度の実績値は N-1 年度のものになります。

事業内容 主な事業

●体調の記録とデータ化により、健康状態を

「見える化」し、市民の健康意識を高め、自発

的な行動変容を促進します。

・検診・疾病対策事業

・健康づくり事業

●幼少期からの年代に応じた健康づくりに取り

組み、心身の成長や発達の促進、適切な運

動習慣の定着等について支援します。

・母子保健事業

・夢・未来プロジェクト 2030事業

・部活動振興事業

●高齢期の身体機能の老化抑制のため、身近

な場所で地域資源を生かし、心身の状況に

応じた運動の機会等を提供します。

・地域力強化推進事業

事業内容 主な事業

●住み慣れた自治会単位を基本に、地域の生

活支援体制構築や運動を通した地域コミュ

ニティの活性化を図ります。

・地域力強化推進事業

●自然に健康になれる環境づくりや、日常生活

で「健康への気づき」を得る機会の創出等に

より、健康への関心が低い層も含めた市民の

健康維持・増進を図ります。

・健康づくり事業

・地域力強化推進事業

事業内容 主な事業

●世代別・地域別に応じた効果的な健康づくり

を持続発展的に推進する仕組みを構築しま

す。

・健康づくり事業

実績値（年度）（R7 は目標値） 目標値（年度）

令和３

（2021）

令和４

（2022）

令和５

（2023）

令和６

（2024）

令和７

（2025）

令和８

（2026）

令和９

（2027）

令和 10

（2028）

令和 11

（2029）

令和 12

（2030）

ー 97.2 97.5 97.0 97.1 97.2 97.3 97.4 97.5 97.6

ー 93.9 94.5 93.9 94.0 94.1 94.2 94.3 94.4 94.5


